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Ｌ伊豆大島1986年12月12日ランドサット衛星画像

高温白一赤→黄→青→黒低温
5．トウフ水深10ｍ第３次調査（1987年１月）

スコリアに埋まる岩（頂上部がわずかに現れる）
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2．ミミズ浜水深10ｍ第２次調査（1986年12月）
砂上に落下した火山礫（の約８ｃｍ）

6．トウフ水深10ｍ定点第３次調査（1987年１月）

大岩間を埋めるスコリア枠：１×0.5ｍ
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7．トウフ水深10ｍ定点第３次調査

堆積するスコリア（。Ｚ～16ｍｍが多い）
3．何の沢水深10ｍ第２次調査（1986年12月）

岩間を埋めるスコリア枠：１×０５ｍ
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8．ネジ水深８ｍ第３次調査

岩間で－部スコリアに埋まるサザエとメガイアワビ

4．黒崎水深13ｍ第２次調査（1986年12月）

砂地表面リップルマークの谷に堆積するスコリア
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13．河の沢水深10ｍ定点第５次調査（1987年４月）

スコリア帯の層厚調査目盛棒砂面直上が１ｍ

9．何の沢水深10ｍ定点第３次調査（1987年１月）
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14．河の沢水深10ｍ第５次調査

ライン調査ライン両側15ｍでサザエ･アワビ数を計数
10．河の沢水深10ｍ定点第６次調査（1987年５月）

岩上の海藻はアントウメ
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15．黒l崎水深10ｍ第５次調査

転石下に密集するサザエ稚貝（殻高３～４ｃｍ）

ｌＬ河の沢水深10ｍ定点第７次調査（1987年10月）

スコリアはほんとんど流出
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12．河の沢水深10ｍ定点第７次調査

スコリア流出後の岩面（貝類の死殻が多い）
16．ネジ水深10ｍ第８次調査（1987年11月）

残存するスコリア帯
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はじめに

伊豆大島は有史以来噴火を繰り返し，昭和に入ってからだけでも1950～1951年の中噴火，1974年の小

噴火と２回の噴火を起こすなどの活動歴がある。1986年11月15日には１２年ぶりに三原山山頂から噴火が

始まり，当初は穏やかな噴火であったが，１１月２１曰には山腹から割れ目噴火を併発し，島の東側に大量

の火山噴出物を降下させた。一方島の北側に流下した溶岩流は，元町に迫り，南部でも噴火の危険が発

生したため，全島民が島外への避難を余儀なくされた。当初短期間の避難とみられたが，結果的には約１

カ月間の避難生活を送ることとなり，島民の経済活動に大きな影響を与えた。

大島噴火に先立つ1983年の三宅島噴火では，降灰により海中生物に多大の被害が発生したことが既に

確認されている。このため1986年伊豆大島噴火に際し，水産試験場は噴火当初から影響調査を開始した

が，１１月２１曰の噴火により職員も島外に避難したため，一時調査は中断した。１２月１９曰からの一般島民

帰島に先立ち，漁場被害状況を確認するため，１２月16曰に水産試験場職員が帰島し調査を再開した。そ

の結果島の東側に大きな漁場被害が発生していることが判明したため，これを漁業者に広報するととも

に，その後の漁場の回復状況を把握するため，噴火の４年10ケ月後まで調査を継続実施した。

今回の噴火は，全島民が一時島外へ避難するなど，曰常生活に大きな支障が生じる中での調査であっ

たが，各方面の協力を得て調査を終了し，ここに報告書として取りまとめることができた。この報告書

が，今後の同様な噴火災害の対策に役立てられれば職員一同の喜びとするところである。

平成８年２月

東京都水産試験場長

仲村正二郎
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Ｉ噴火の経緯

1986年（昭和61年）伊豆大島噴火の経緯については既

に詳しく報告'-4)されているので，ここではこれらに基

づいて概要のみを記述する。

伊豆大島は長径15kｍ，短径９ｋｍの木の葉形をしてお

り，島全体が「伊豆大島火山」と呼ばれる成層火山で，

山体は溶岩流と火砕物の互層で構成される。山頂部には

直径３ｋｍの円形のカルデラが２つ連なってできたと思

われる「まゆ形」のカルデラ地形があり，その中に中央

火口丘，三原山がある。カルデラは７～８世紀の２回の

大噴火に伴って形成されたものと考えられている。比較

的詳しい地質調査が行われている最近千数百年間に起き

た12回の大噴火は，いずれも初期のスコリア（黒い軽石）

・溶岩を大量に噴出する活動期と後期の主に火山灰を放

出する長い活動期に二分される。今回の噴火は1974年２～

６月にあった小規模噴火以来12年ぶりの噴火であった。

1．第一期噴火活動

1986年７月に微少な火山性地震が記録され始め，その

振幅は1o月にかけて次第に大きくなった。

1986年伊豆大島噴火は11月１５日17時25分，火口南壁

(Ａ火口，図１）における溶岩噴泉に始まった。赤熱し

た溶岩が頻繁に噴き上げられ，火口内外に飛散した。溶

岩噴泉の高さは500ｍ以上に達し，噴煙は3,000ｍ以上に

昇った。１６～19日の間，爆発音や空振を伴いながら溶岩

が頻繁に噴き上げられ，噴出した溶岩は噴火前に深さが

230ｍあった三原山火口を次第に満たしていった。

火口内の貯溜溶岩は18日までにほとんど一杯になり，

19日10時35分ついに溢れ出て，カルデラ内に流下した。

その後も火口では溶岩の噴き上げ，爆発が続いたが，１９日

23時頃急に噴火が止み溶岩の表面が冷えて山頂は暗くなっ

た。２０日は散発的に爆発があったが，概して静かであっ

た。２１日午前中から次第に爆発が増え，午後から強い爆

発が頻発し，有感地震も非常に多くなった。

2．第二期噴火活動

２１日16時15分，カルデラ床で割れ目噴火（Ｂ火口列，

86＝項目
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図１伊豆大島噴火の概要（小野他刃を改変）
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図２変色水の分布と地割れ

変色水は筆島海岸のものが最も明瞭である（11月27日までに

報告があったもの）地割れは北部と南部でみつかっている（気象庁
火山室，)）

爆発もたびたび起こったが，２３日朝09時台の活動を最後

に爆発は無くなった。２３日午前中，一筋の細い溶岩流が

カルデラ内を新たに流れたがまもなく止まり，これを最

後に一連の噴火活動が終了した。

噴火後，火山調査が進むにつれ，筆島海岸を初めとし

て，島の各地の海岸で変色水が見られ（図２），上空か

らの観察や採水の分析が行われた。後の検討により，変

色水域は今回のような活発な火山活動が無くとも，従来
Ｐ、

より，海象・直前の気象・崩壊士砂等に関係して生じる

ものと判断された。

１２月１７日朝から再び微動が現れ，数時間おきに十数回

出現した後，１８日17時半頃山頂火ｎから噴火が始まった。

噴火は頻繁に爆発する型であったが19時半頃にはほぼお

さまった。

東京都内の避難所等で避難生活を送っていた住民は１２

月１９日から24日にかけて全員帰島した。

3.1987年（昭和62年）１１月16日の再噴火

図１）が始まった。１６時44分には，山頂火口も激しい噴

火を再開し溶岩噴泉の地上からの到達高度は1,500ｍに

達した。さらに１時間後の17時46分カルデラ外側の北西

山腹（c火口列）で割れ目噴火が始まった。噴煙は１万

ｍ以上に昇り，伊豆大島の東部分には厚くスコリアが積

もった。房総半島でも降灰が認められた。

割れ目からの溶岩噴泉は19時頃から弱まる気配を示し，

地震もこの頃から減り始めた。カルデラ内のＢ火口列

からでた溶岩流はカルデラ内を北東に２本流れ，１８時０１

分頃にＣ火口列から溶岩が流下を開始し，谷に沿って

元町方面に向かい元町市街地の東方700ｍまで達した

(図１）。島の南部から南方沖で次第に地震が増え，２２時

頃南部の道路で地割れが発見されたため，２２時50分，島

内全域に島外避難指示が出され，緊張の中で夜を徹して

住民の島外避難が続けられた。

溶岩の噴出は22日未明までにほとんど停止した。２２日

は，三原山山頂付近の新火口から終日火山灰を噴き上げ，

－２－



三原山は，1986年11月の大噴火後ほぼ１年間小康状態

を保っていたが，1987年11月１６日午前10時47分に再噴火

し，１９日までに７回の小噴火を繰り返した。この噴火で

は人的被害や建物・道路等の物的被害はなかったが，１６

日，１８日の噴火では，噴煙が高さ1,500ｍから2,400ｍに

達し，波浮港，差木地，野増，元町等の大島南西部にか

けて１ｍｍから３ｍｍ程度の降灰があった。

4．火砕物の降下堆積

ＡからＣの火口群は，溶岩の噴泉活動に伴って大量

の火砕物を噴出した。日本火山学会の調査`)によれば，

今回の噴火活動による噴出物の重量（ガス成分を除く）

は，1986年11月15～１９日が3,500万ｔ，１１月２１日が4,400

万ｔ，１２月18日のものは僅少量であり，総重量は7,900

万ｔと推定されている。このうち，降下スコリアは大部

分が11月２１曰の活動によるもので，西風に運ばれて大島

の東方に広範囲にわたって大量に降下した（図３）。ス

コリアの総量は1,000万ｍ3,920万ｔと推定され，この

うち半分が海上に降下したと見積もられている。火山灰

の堆積は微量であり，数日内に消失した。

今回の噴出物量を歴史上の大噴火（噴出物量108ｔ規

oぞ,叔亨1２

【
－
】

ｍ
Ｊ

］２

､型
石４

『
】

/’８

］

犯
丁
叩

］

］

５句

図３伊豆大島火山1986年噴火の降下火砕物の等層厚線図

分子：Ｂ,Ｃスコリアの層厚，分母：スコリアの層厚（単位、、）（層屋他4)）

表１火山噴出物の用語

火山砕屑物

（火砕物）

火山礫

火山噴火の時に放出される砕片状の固形物質（火山礫、スコリア、火山灰等を含む)。

噴火時に既にマグマが固化ないし半固化し、大小のブロックに破砕された物で、特有の形や内部構造を示さない。

直径２～64ｍｍ･

火砕物のうち、マグマが急速に発泡しながら放出されてできる多孔質でコークスのように黒っぽい物。

火山礫と同じ性質で、直径２ｍｍ以下の物。スコリアの細粒や細片を含む。

スコリア

火山灰
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火口からの火砕物（極めて発泡良好，やや褐色を帯びた

黒色で油脂光沢を呈す，火山毛（マグマが細く引き延ば

されてガラス繊維になったもの）を含む）であった。一

方，Ｂ火口由来の降下火砕物に覆われなかった西側は

Ａ火口由来の火砕物のみが僅かに薄く分布していた。

5．用語

本報告では，火山噴出物の用語を横山他力に基づき

模）および近年の中噴火（噴出物量107ｔ規模）と比較

すると，歴史上の大噴火に比べれば－桁少なく，1950年～

1951年の中噴火の際の6,600万トンをやや上る規模であっ

たといえる。

裏循環道（大島東側，都道208号線）の，特に火砕物

の多い部分の層厚は220ｍｍに達し，このうち地表から

210ｍｍまでが11月２１～２２日のＢ火口からの火砕物（径

約１～３ｃｍ，最大径10ｃｍ，黒色・無光沢。粗しよう）

で，210ｍｍから220ｍｍまでが11月１５～20日までのＡ

表１のとおり用いる。
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１１沖合漁場調査

1．目的

1986年12月19～24日にかけての大島島民の帰島に先立っ

て，大量にスコリアが降下した伊豆大島周辺漁場の状況

を把握するために，漁業調査指導船を使用して海洋観測・

試験操業を行い，一般漁業者に向け留意事項を広報する。

3．調査結果

1）海洋観測結果

水温は海面で18.6～21.5℃，５０ｍ深17.60～21.43°Ｃ，

100ｍ深15.53～20.59℃，200ｍ深14.29～18.69℃で，Ｓｔ１３

で平年より低めであった他は，各深水温とも平年並みか

ら高めの値を示すところが多かった。

塩分は海面3467～34.79%０，５０ｍ深34.69～34.77%0,

100ｍ深34.69～34.82%0,200ｍ深34.52～34.82%oと水温同

様平年より高めの値を示すところが多かった。

黒潮の指標水温である200ｍ深15℃の等温線は「大室

出し」の北側に描かれ，１００，，２００ｍ深とも「大室出し」

海域で等温線が密になっていた。塩分は各深とも一様な

値を示し，伊豆半島寄りのＳｔ､６とＳｔＢで低めとなって

いた。

海流についてはＳｔ､１．５．１３で東に向かう強い流れが

2．調査方法

1）海洋観測

1986年12月17～21日に，調査指導船「みやこ」を使用

して，沿岸定線（トー２線）観測（図４）を定法どおり

実施した。

2）試験操業

調査指導船「やしお」を使用して，１７日に波浮港沖～

差木地沖，１８日に千波沖～「三七山｣，２０日に筆島沖～

行者窟沖，２１日に「大室出し」東側で底魚一本釣り試験

観測された。操業を行った（図５)。

､w三Ｈ／ノ伊豆半島

．●

191ｓノ

ノ、
～￣一・ ●１７

●１６
1０

，二'二ノユ'乃息鴨・⑮
ハジ・
(．〈’1

（６１・'４．．つ

１２

〈、（・
３
よ
）

Ⅱ
一
」

図４海洋観測定点
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おり高水温で潮流が速く，底釣りには不適な海況となっ

ていた。

１８日の千波沖～「三七山」海域の底釣り漁場(水深300～

400ｍ）でも黒潮の影響が強く，高水温（海面20℃台，

200ｍ深16.08℃）で潮流が速く，小さな反応はあるもの

の漁獲はカサゴ７尾，サメ２尾のみであり，荒天のため

11時23分波浮港に帰港した。

２０日の大島の東側(筆島沖～行者窟沖，水深400～600ｍ）

の底釣り漁場は水温がやや低く１７～18℃台であったが潮

流が速く漁獲物はなかった。

２１日の「大室出し」東側の底釣り漁場は昨日までとは

異なり，潮流はゆっくりで縄立ちが良くアコウ16尾を漁

獲した。魚体は全長47.5～33.5ｃｍ，体重400～15009と小

型であった。西風が強くなったため14時に波浮港に帰港

した。

以上を大島漁業者向け広報した。

4．考察

大島周辺は秋まで冷水の影響がしばしば現れていたが，

調査時，黒潮の接近により暖水が強く波及していた。

大島近海の深海底釣り漁場は，黒潮の接近により潮流が

速く操業に困難はあるものの，魚探反応は認められ，噴

火の影響はうかがえない。潮流の変化や漁場選択に注意

しながら操業可能であった。

／ｊ、‐１ｍし」川
Ⅲハーイー‐ｌｌｌｌ

ｌｌｌ

一声－－■0●￣、 ●

『行者餅
‐ノ

東
沖

し

一物脚／、
獺
、
１
．
、
．
２
．

Ｕ

々
、一へ・ゾ

／／１１１７ヘ一二

｜郵牡い｝

図５沖合漁場調査試験操業海域

以上により観測当時黒潮は，利島～新島付近から「大

室出し」を東進していたものと考えられる。

2）試験操業

１７日の波浮沖（ネバ）から差木地沖（ロックマ場）の

底釣り漁場（水深300～600ｍ）は黒潮が一段と接近して

－６－



Ⅲ磯根漁場調査

Ｌ調査経過

1986年11月15日の最初の噴火後，漁業者から水産試験

場大島分場に対して「野増地先で地震の振動を感じなが

らクポガイを採っていたが，貝が石の上に出ており普段

の２倍位採れた｣，「｢カキハラ」から「奥山機」一帯が

降灰のため潜水操業できない」等の’情報が寄せられた。

このため11月１８．２０日に磯根漁場の現状を把握する目的

で第１次調査を実施した。１８日には伊豆大島の６カ所

(図６）の海岸線やタイドプールでの火砕物の堆積状況

を目視観察し，２０日には火砕物の比較的多かった「筆島」

周辺で潜水調査を行い，海底の火砕物の分布状況を調査

した。この時点では，三原山はＡ火口の溶岩が内輪山

を満たし，まだＢ・Ｃの火口ができていない段階であっ

たので，第２次調査以降の結果と区別して第２章で報告

する。

1986年11月２１日の第二期噴火活動により大量のスコリ

アが沿岸に降下したが，伊豆大島全島民に島外避難指示

が出されたため，その後の推移と比較するために重要な

噴火直後の調査を行うことができなかった。

第２次調査は12月19曰の島外避難指示解除直前に調査

担当者が帰島し，第二期噴火からほぼ１ケ月が経過した

１２月17～21日に実施した。

第２次調査では伊豆大島全周の７カ所における海岸線

の目視観察と，１６カ所（図７）におけるＳＣＵＢＡ潜水調

査を行った。海岸線調査では火砕物の堆積状況，イヮノ

リ・ハバノリの着生状況を，潜水調査では火砕物の堆積

状況，テングサ・トサカノリ等海藻類の着生状況，魚類・

フクトコブシ・アワビ類・サザエ・バテイラ・クポガイ

類・イセエビの生息状況を調査した。

第２次調査の結果，火砕物の堆積量が多く磯根資源に

被害が認められるのは，島東側の「トウフ｣，「河の沢｣，

「ネジ｣，「黒崎」の４地先に限定されていること，イヮ

ノリ・ハバノリと魚類には火砕物の直接的な影響が認め

られないことが判明したため，第３次調査以降は調査地

点を上記４地点に限り，調査対象からイワノリ・ハバノ

リ・魚類を外した。

第３次調査は噴火後1.5ケ月経過した1987年１月８～９

日に実施した。第３次調査では被害漁場における火砕物

の移動や磯根資源の生息状況の変化を長期間追跡調査す

るための定点として「トウフ｣，「河の沢｣，「ネジ｣，「黒

崎」のそれぞれ水深５ｍ付近と10ｍ付近の８ケ所の海底

にマーキングを行った（図８)。定点は調査区域内の適

当な岩とし，ロープを結び付けることによりマークした。

この定点マークは噴火後1.5年経過した時点の第９次調

査時に「トウフ」水深5ｍで，２年１０ケ月経過した時点

の第10次調査時に全ての地点で流失してしまったが，流

失後は定点の近傍と思われる地点で調査を継続した。浅

部のマーク地点は正確に水深５ｍではなく「トウフ」で

は水深６ｍ，「河の沢」では水深６ｍ，「ネジ」では水深

5ｍ「黒崎」では水深７ｍであるが，以後水深５ｍ定点

と称する。各定点の海底地形の概要は表Ｚに示すとおり

である。

調査は，第４次調査（1987年２月）以降，第１２次調査

(1991年９月，噴火後４年１０ケ月）まで継続した。調査

は波浪が強くない限り８地点全てで実施したが，第10次

調査の結果，「ネジ」水深10ｍ以外の定点で火砕物が消

失したと判断できたため，第11次，１２次調査は「ネジ」

０ 5kｍ

１１

図６第１次調査地点
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表２調査定点の海底地形

海底地形

根石と大石が密に分布し，その間に転石が散在するが積み重なって浮いており，トコブシ漁場として
あまり良くない。水深５ｍの岩をマークした。

根石と巨岩が分布して転石は少ない。沖側は崖になっている。

転石が密に分布して積み重なり，良いトコブシ漁場ではない。テングサ漁場である。水深６ｍの岩を
マーク。

根石と大石が分布し，転石はごく少ない。定点から10ｍ沖側の水深12ｍ以深は崖となり深部（水深40～
80ｍ）に落ち込んでいる。

根石と大石が分布し，転石は少ない。

根石と大石が分布し，転石は無い。水深11ｍ以深の沖側は平坦な砂地になっている。テングサ漁場で
ある。

根石の間に転石帯がある。水深７ｍの岩をマーク。

岩盤上の比較的大きな凹所に転石帯があり，トコブシ漁場になっている。テングサ漁場である。水深
12ｍ以深は砂地が広がっている。

St．定点名

１「トウフ」水深５ｍ

２「トウフ」水深10ｍ

３「河の沢」水深５ｍ

４「河の沢」水深10ｍ

ｼﾞ」水深Ｓｍ

ｼﾞ」水深10ｍ

５「ネ

６「ネ

７「黒崎」水深５ｍ

８「黒崎」水深10ｍ

Ｉ４ ﾉハ

雪田浜、§

二二;!;'i<F…
８公園下

ミズ浜前浜３ ９ へ

ミミズ浜

大島

○

炉諏初

０

荷鵬c<1１野増

２

１， ３黒崎

バナ 力２

フナアゲ

５カキハラ
筆島α４

１

ハカバ下1６

トウシギ海中調査

海岸線調査

査1～１６

○
チューキイシ
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図７第２次調査地点
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水深10ｍだけを対象にした。

各調査の実施日と調査定点は表３に示すとおりである。

調査項目は，火砕物による被害が軽微であったパテイ

ラ・クポガイ類については第２次，３次，５次，６次，

8次調査に，また生息数が少なかったイセエビについて

は第２次，３次，５次調査にのみ調査を実施した。第４

次と７次調査は火砕物の堆積状況のみを調査し，貝類・

海藻類等の生物調査は行わなかった。

噴火後１年経過した1987年11月１６．１８日に小規模な再

噴火があったため，第８次の潜水調査と並行して，再度

伊豆大島全域の６地先１１ケ所で海岸線への降灰状況とイ

ワノリ・ハバノリの生,息状況を調査した。
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図８被害漁場調査定点

表３第１次～12次調査の調査日及び調査場所

黒崎ネジ河の沢地先名 トウフ

10ｍ10ｍ１０ｍ １０ｍ水深

全島６カ所で海岸調査，筆島で潜水調査

全島７カ所で海岸調査，16カ所で潜水調査
第１次1986/11/18.20

第２次1986/12/17～２１

第３次1987/1/８．９

第４次1987/2/16.23

第５次1987/4/3.11.16

第６次1987/5/25.26,6/１

第７次1987/9/８，１０/６

第８次1987/11/19.24

1987/11/１９

第９次1988/6/1.2

第10次1989/9/27.28

第11次1990/12/１８

第12次1991/9/2４

○
○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○○○○

全島11カ所で海岸調査

ＳｌＳｌ
○

○
○
○
○

○
○

○
○

○
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2．第一期噴火活動による被害状況(第１次調査）

1）調査方法

（１）海岸域の火砕物堆積状況調査

調査日時：1986年11月18日

調査場所：「カキハラ｣，「筆島｣，「ミミズ浜｣，

「泉津漁港｣，「砂の浜」「野田浜」

の６ケ所（図６)。

調査方法：陸上からの目視により火砕物の多寡，

浮遊物の打ち上げ状況，タイドプー

ルの生物について観察した。

（２）潜水調査

調査日時：1986年11月20日

調査場所：浮遊物が多くみられた筆島周辺

調査方法：SCUBA潜水による目視観察

2）調査結果

（１）海域調査

調査結果を表４に示した。海岸域で観察した火砕物は

すべてスコリアであり，堆積量が多いのは「ミミズ浜」

で，次いで「カキハラ｣，「筆島｣，「砂の浜」であった。

｢泉津漁港」はわずかのスコリアしか降下しておらず，

｢野田浜」では全く見られなかった。

スコリアの多いところでも被度は50％程度であり，調

査時点では海岸一面がスコリアに覆われている場所はな

かつた。

軽石等の浮遊物は「カキハラ｣，「筆島｣，「泉津漁港」

で認められた。特に，「カキハラ｣，「筆島」では多かっ

た。また，汀線付近へのスコリアの打ち上げは「筆島」

と「ミミズ浜」に多く，「砂の浜」では若干見られ，他

の海岸では確認できなかった。

（２）潜水調査

海底のスコリアの堆積は，多いところでも層厚５ｍｍ

程度であり転石が埋没して漁場が破壊あるいは影響を受

けたような形跡はなかった。また採集した魚類・貝類に

は異常は認められなかったが，ショウジンガニ２個体の

内１個体の鯛には今回の噴出物と判断されるとがったス

コリア１個が刺さっていた。

3）考察

本調査で観察した限り，海岸線のスコリアの堆積量は

少なく，スコリアが降下流入したタイドプールに生`息す

る貝類，稚魚類，カニ類等にも異常は無かった。また，

スコリアの被度も海岸一面に降り積もって付着生物を覆

い尽くすような状態ではないので，スコリアの影響はほ

とんどないと考えられた。ただし，浮遊物は潮流と風向

により集積されるため，これらが集中して沈降した場合

は磯根資源に被害が発生することも考えられた。

表４第１次調査におけるスコリア堆積状況等

スコリア堆積状況・生物生息状況

スコリアの被度は30％程度。汀線に浮遊物有り。
タイドプールの貝類，ギンユゴイ稚魚，イソガニに異常は無い。

スコリアの被度は30％程度。浮遊物が多く汀にもたくさん打ち上げられている（海岸に沿って長さ約６０m)。

スコリアの被度は50％程度。浮遊物は見られない。

汀線への打ち上げは多い（海岸に沿って長さ約５０ｍ)。

スコリアの被度は５％と少ない。港内に若干の浮遊物が見られる。

スコリア・浮遊物は見られない。汀線への打ち上げも少ない。

スコリアの被度は20％程度。浮遊物は見られない。汀線への打ち上げも少ない。

海岸名

カキハラ

筆島（三宅根）

ミミズ浜

泉津漁港

野田浜

砂の浜
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3．第二期噴火活動以後の被害状況

（第２次～第１２次調査）

３－１火砕物堆積状況

1）調査方法

調査日・調査場所は表３に示すとおりである。第２次

調査では，図７に示す16地点でSCUBA潜水により，目

視観察，写真撮影，ビデオ撮影，生物遺骸の掘り出し，

堆積物の採集を行った。海底堆積物のうち陸上に降下し

た火砕物と色・形状が似ている物および摩耗が進んでい

ない物を今回の噴火による降下火砕物とみなし，一部は

検鏡により確認した。

火砕物の堆積層の厚み（層厚）は，堆積量が少ない場

所では目視観察で，多い場所では手堀りによる生物遺骸

の発見位置や目盛棒の差し込みにより推定したが，転石

帯が広い範囲にわたって埋没している場所では推定が困

難であった。火砕物のサンプルは火砕物帯の表層から採

集し，標準筋を用いて粒度組成を分析した。

第３次調査以降は，第２次調査の結果，火砕物の堆積

量が多く磯根資源に被害が認められた大島東側の，「ト

ウフ｣，「河の沢｣，「ネジ｣，「黒崎」のそれぞれ水深５ｍ

付近と10ｍ付近に定点を設置し，その周辺で目視観察，

写真撮影を行った。定点は調査区域内の適当な岩としロー

プを結び付けることによりマークし，各定点の位置は調

査船「かもめ」船上より山立てとロランｃにより測定し

た。火砕物が海底を覆う面積の割合（被度）は5o㎡程

度に海底を目測で区切って，区域毎に被度を目測し，お

およその平均値を求めた。砂礫の増減は定点の撮影写真

の比較，周辺の層厚などから判断した。

第６次調査以降は，今回の噴火以前に存在したと思わ

れる砂礫（古いスコリアも含む）の割合も調査した。

表３に示したとおり「トウフ｣，「河の沢｣，「黒崎」は

噴火後２年10ケ月後の第10次調査まで，「ネジ」水深10ｍ

は噴火４年１０ケ月後の第１２次調査まで追跡調査を実施し

た。

Ｉ

■：小転石

ほとん

麺：小転石

□：海底の

5kｍ０

図91986年伊豆大島噴火による火砕物の沿岸堆積状況（第２次調査結果）
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の手堀りによる調査によれば深さ50ｃｍ以上であった。

水深５ｍより浅い海底にもスコリアはみられるが，岩

の間の低部に若干残る程度であった。

ｋ「河の沢」：水深12ｍ地点の沖側は崖となって深

部に落ち込んでいる。水深５～12ｍでは大岩（径１～３ｍ）

の間は径0.2～３ｃｍ程度のスコリアに厚く覆われ，小転

石はほとんど見えない（写真３)。

火砕物が堆積して岩を覆うと岩の表面の付着生物が死

に表面は白く変色する。その後火砕物が移動流出すると

岩表面の白色域が現れるが，本地点では岩下部表面の白

変した面積は少なく，スコリアの移動流出があまり起こっ

ていないことを示している。海藻類のうち葉体部の先端

のみ礫面上に出ているものが各所でみられた。

１．「ネジ」：水深３～12ｍの大岩の間は径0.2～３ｃｍ

のスコリアに覆われ，転石はほとんど見ることができな

かった。

、．「黒崎」：水深12ｍの砂地ではリップルマーク

の谷の部分に径５ｃｍ以下のスコリアが多く，遠目には

平行に並んだ黒い筋となって見える（写真４）。水深５

～10ｍの岩礁帯では大石の間が径0.2～３ｃｍのスコリア

で埋められている。岩の上にも径１ｃｍ以下のスコリア

が海藻の根元に堆積し，一部では丈の低い海藻を覆って

いた。

、．「フナアゲ」：水深12ｍの岩盤と砂地の境界部分

には所々スコリア（径１ｃｍ以下）が薄く堆積し，その

部分だけ黒くなっている。水深５～10ｍの岩盤の凹所に

は大きいもので径３ｃｍ程度のスコリアがたまっていた

が，堆積量は厚さ数ｃｍと少なかった。岩盤の凸部には

火砕物はみられなかったが，岩の表面には薄く泥が堆積

し海水もやや濁っていた。

ｏ・「カキハラ」：水深５～10ｍで火砕物は視認でき

なかった。

ｐ、「ハカバ下」：水深５～10ｍで火砕物は視認でき

なかった。

ｑ・考察

海底の火砕物堆積量は大島南東部の「カキハラ」より

南側から，西海岸一帯を経て，北東部「アシカ根」より

北側の地域まで肉眼的にはっきり確認できる量ではなかっ

た。今回の一連の噴火活動によって火砕物は大島全体に

降下したが，上記の地域での降下量は少なく，従来から

ある砂礫に混じってその識別は困難であった。

「公園下」では，海底に火砕物が薄く堆積し，「フナ

2）結果および考察

（１）第２次調査（1986年12月，噴火後１ケ月）

火砕物の堆積状況を図９に示した。

ａ．「チューキイシ」：肉眼的には火砕物の堆積はほ

とんど見られなかったが，砂地表層のサンプルを検鏡す

ると今回の噴火の火砕物と見られる砂粒が若干含まれて

いた。

ｂ、「バナカ」：水深５～10ｍに火砕物の堆積はみら

れず，湾奥部の崖崩れ地点の直下にも泥の堆積はなかっ

た。

ｃ・「元町前浜」：水深10ｍの岩礁間の砂地上には火

山灰らしきものが僅かにみられた。水深５ｍ地点では火

砕物は視認できなかった。

。．「野田浜」：水深５～10ｍで火砕物は視認できな

かった。

ｅ，「小ロ鼻」：水深５～10ｍで火砕物は視認できな

かった。

ｆ・「ゼンマ下」：水深５～10ｍで火砕物は視認でき

なかった。

９．「アシカ根」：水深５～10ｍで火砕物は視認でき

なかった。

ｈ・「公園下」：水深５～10ｍの砂地上・岩上には砂

が薄く堆積していた。肉眼的にはこれが火砕物かどうか

明瞭でなかったが肌検鏡によれば砂粒には鋭い突起が多

く，今回の噴火の火砕物と判断できた。火砕物の層厚は

数ｍｍであった。

ｉ・「ミミズ浜」：ミミズ浜の岸沿いは転石帯で湾央

は砂地になっている。水深12ｍの砂地にはリップルマー

クがみられ，その谷の部分に径２～５ｃｍの火山礫が集

まっていた。所々には大きな火山礫があり（写真２），

中には径10ｃｍを越えるものも含まれる。リップルマー

クの山を崩してみると，径５ｃｍ以下の火山礫が多数現

れ，細かい砂にも新しい火砕物がかなり含まれるため，

砂地表層の多くは今回の噴火によって堆積したものと考

えられる。

岸沿いの転石帯についてみると，水深５～10ｍでは大

石の間に荒いスコリアがたまり，一部の岩の下を埋めて

いるが，転石帯を完全に覆うまでには至っていない。水

深５ｍより浅い海底には火砕物の堆積は少なかった。

』．「トウフ」：水深５～15ｍの大岩の間には径０２～

３ｃｍ程度のスコリアが厚く堆積し，転石帯を覆ってい

た。堆積物の厚さを正確に表すことは難しいが，数カ所
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％アゲ」では凹所や岩の下の吹き溜まりのような場所にス

コリアが集積しているが，いずれも量は少なかった。

「ミミズ浜」では，荒いスコリア・火山礫がかなり堆

積しているが，転石を埋めるまでには至っていない。

「トウフ」から「黒崎」にかけては，径0.2～３ｃｍの

スコリアが大岩の間に堆積して転石を埋めていた。

これらのことから，１２月２１～22日の大噴火で放出され

た火砕物は主に伊豆大島の東側に降下し，「トウフ」か

ら「黒崎」にかけて大量に堆積したと考えられる。陸上

部の都道でのスコリアの堆積量（図３）も噴火口の東側

の道路に多く，海中のスコリアの堆積量と一致した。

1983年三宅島噴火の際に，島の南東側に降下堆積した

火砕物とその大きさを比較すると，今回の大島「ミミズ

浜」から「フナアゲ」にかけて降下した火砕物は大きく，

径４～15.9ｍｍのスコリアを主体にして巾には径10ｃｍ

を越える物も含まれていた（図1o)。恐らくより小さな

火山灰は西風によって更に遠方に運ばれたものと思われ

る。

堆積している粗いスコリアは多孔質で軽いが，突起が

多く，スコリア同士この突起で支え合って，波浪による

移動を妨げていることも考えられる。

今回の噴火にともなう地震により，海岸の各所で崖崩

れが起こり，海中に土砂を運び込んだ。調査地点中で崖

崩れの場所に近いのは「バナカ｣，「ネジ｣，「黒崎｣，「フ

ナアゲ」の４地点で，このうち「フナアゲ」では海水の

濁りと浮泥の堆積が認められたが，その他の地点では浮

泥の堆積はごく少なかった。1983年三宅島噴火の時にも

｢伊賀谷」地先で崖崩れが起きたが，その後の追跡調査

によってフクトコブシ，テングサ等に大きな影響が無い

ことが明らかになっている｡8）このことから今回も崖崩

れによる漁業被害は少ないと推測された。

噴火後，大島各所の海岸で変色水域が発見され，特に

｢筆島」周辺は顕著であったためその影響が懸念された

が，今回の調査では変色水によるものと思われる海底の

変化は認められなかった。

（２）第３次調査（1987年１月，噴火後1.5ケ月）

ａ．「トウフ」水深５ｍ：定点より岸側は，全般的に

スコリアの堆積量は少なく小転石（径20～60ｃｍ程度）

の間を埋める程度であったが，水深４～５ｍにはやや広

い礫帯もみられ堆積物は依然残存していた。定点の沖側

は堆積量が多く大岩間の凹所をスコリアが埋めている。

大岩の下部や砂上に顔を出した岩には白変部がみられる
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図１０第２次調査海中堆積物の粒度組成

がその面積は広くなかった。

ｂ・「トウフ」水深10ｍ：大岩の間は径0.2～５ｃｍのス

コリアで埋っており（写真５～７），スコリア帯の占め

る面積は５割程度であった。岩面の白変部は少なくスコ

リアはほとんど減少していない。

ｃ・「河の沢」水深５ｍ：水深４～６ｍの小岩間の底

部はスコリアで埋っているが，転石を覆うほどの量では

ない。岩下部に白変域は多いが，その表面上の生物（特

に海藻類）は一部生存し斑点状に残っていた。

。．「河の沢」水深10ｍ：水深６～８ｍ一帯では大岩

間にスコリアがかなり堆積しているものの，岩下部に白

変域が多く，砂礫が流出していることを示している。

水深10ｍの定点周辺では大岩間にスコリアが厚く堆

積し（写真９)，礫帯の面積は浅部よりかなり広かった。

岩下部の白変部も所々みられ，その高さは場所により

80ｃｍに及んでいた。

ｅ、「ネジ」水深５ｍ：水深５ｍ以浅にはスコリア

は少なく，小転石間に若干残る程度であった。水深５～

9ｍでは大岩間にスコリアがかなり堆積しているが，小

転石は完全には埋没しておらず，岩上部が礫面上に出る

ものが多かった。岩下部は多くが白変しており，スコリ

アの流出が顕□箸であった。

ｆ、「ネジ」水深10ｍ：大岩間はほとんどスコリア

で埋り，定点北側一帯では全体の７割ほどが砂礫帯になっ

ていた。岩面の白変部もみられずスコリアは減少してい

なかった。

９．「黒崎」水深５ｍ：定点より浅部の火砕物は全
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れなかった堆積量の減少につながったものと考えられる。

（３）第４次調査（1987年２月，噴火後３ケ月）

ａ．「トウフ」水深５ｍ：スコリア堆積状況は前回と

ほぼ同じで，定点からＳｍ以内では堆積物の厚さは深い

ところで６０ｃｍであった。

ｂ・「トウフ」水深10ｍ：スコリア堆積状況は前回と

同じで，定点周辺の岩面に白変部はみられず，堆積物が

減少していないことを示している。定点周辺のスコリア

帯の被度は10～70％であった。

ｃ、「河の沢」水深５ｍ：堆積状況は前回調査と同じ

で広いスコリアはなく，小転石の間にスコリアがたまっ

ている。大岩の下部には前回同様白変部が見られた。

。．「河の沢」水深10ｍ：堆積状況は前回と同じで，

定点周辺では50～60％がスコリア帯になっている。定点

から10ｍ以内のスコリア帯の厚さは40～100ｃｍであっ

た（礫面上に出ている岩と岩の中間部で測定)。岩面の

白変部は少なく堆積物は減少していない。

ｅ，「ネジ」水深５ｍ：定点近傍の堆積量はやや減

少しているが，それ以外では増加した場所もあり，地域

内で移動している模様である。定点直下では数ｃｍ堆積

し，沖側５ｍの岩間の堆積厚は40ｃｍであった。スコリ

アは沖側に向かって顕著な増加傾向を示している。

ｆ・「ネジ」水深10ｍ：前回調査からほとんど変化

していない。定点北側には依然広いスコリア帯があり，

被度は60～90％であった。

９．「黒崎」水深５ｍ：定点は未調査。定点の南側

約50ｍの岩盤凹所にある根石帯では，大岩間がスコリ

アで埋り堆積量は多かった。調査当時にうねりが残り，

かなり強い水の動きによってスコリアの一部は舞上がっ

ていたが，堆積量減少の形跡はなかった。

ｈ、「黒崎」水深10ｍ：定点近傍は前回同様堆積量

は少なく，小転石間をスコリアが埋める程度である。北

側の広いスコリア帯の厚さは約40ｃｍで，減少していな

かった。

ｉ、考察

浅部（水深５ｍ付近)，深部（水深10ｍ付近）ともに，

スコリアの堆積状況は前回調査と比べほとんど変化して

いない。「トウフ｣，「何の沢｣，「ネジ」の水深10ｍ定点

周辺では堆積量が多く，スコリア帯の被度は10～90％，

厚さは深いところで100ｃｍであった。浅部の堆積量は

深部より少ないが，前回同様小転石間に残っていた。

「トウフ」～「ネジ」の定点近傍では岩間の堆積量は数

体的に少なく，小転石間にわずかに残る程度であったが，

所によっては小転石を埋めるほど堆積していた。定点周

辺のスコリアは浅部よりやや多いが所々小転石間の底部

を埋める程度であった。

ｈ・「黒崎」水深10ｍ：定点周辺の転石帯では岩間

に厚さ約５ｃｍほどスコリアが堆積していたが，小転石

は埋没していなかった。定点の沖側（水深12ｍ以深）

は噴火前からの砂地であったが，リップルマークの谷に

はスコリアが多量にみられた。リップルマークの山の部

分の表面は以前からあった灰色の細かい砂に覆われてい

たが，山を崩してみると荒いスコリアが現われ，砂地表

層の多くは今回の火砕物であることがわかる。

ｉ・考察

スコリアの堆積量は地先と水深によって異なっていた。

｢黒崎」では浅部・深部とも岩礁帯での堆積量は少なかっ

たが，前回第２次調査では両水深帯にかなりの堆積が認

められている。今回の調査地点は前回とは少しずれてお

り，僅かな地点のずれによって堆積量に大きな違いが生

じたことになる。「黒崎」はスコリア大量降下地区の境界

域に当たり，このことが上記現象の主要因と考えられる。

「トウフ」・「河の沢」・「ネジ」の水深５ｍ地点で

は，スコリアが減少し，多くの場所では小転石（径20～

60ｃｍ位）の間に残る程度であった。この水深帯の岩下

部は，スコリアの堆積により付着生物が死滅し白変して

いるが，所によって海藻の一部が白変面上に生き残り，

スコリアの流出が比較的すみやかに起こったことを示し

ている。

上記３地先の水深５～10ｍの間はスコリアがかなり残っ

ているが，岩下部に白変部があり，また，小転石も上部

が礫面上に出ているものが多くみられるため，堆積量は

噴火直後に比べ減少したと考えられる。

３地先の水深10ｍ付近は，いずれもスコリアの堆積量

が多く，大岩の間がほとんどスコリアで埋り小転石は埋

没していた。堆積量の変化についてみると，「トウフ」

と「ネジ」では，岩下部に白変部がみられずスコリアは

減少していない。そればかりでなく，この水深帯より浅

い地域ではスコリアが減少していることを考えると，浅

部からの流入により堆積量が増加した可能性もある。

「河の沢」では岩下部に白変域がみられ，スコリアは

若干減少したと言えよう。定点の沖側約10ｍは急崖と

なって深みに落ち込んでいるため，堆積したスコリアは

流出しやすく，このことが「トウフ」や「ネジ」にみら
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cｍ～40ｃｍであったが，定点を離れると場所によって堆

積量が多く，大岩間を埋めていた。

（４）第５次調査（1987年４月，噴火後4.5ケ月）

ａ．「トウフ」水深５ｍ：スコリアの堆積量はほとん

ど変化なかった。定点沖側のスコリア帯の層厚は，５ケ

所で測定し２０，２０，４０，４０，４０ｃｍ，平均32ｃｍであった。

堆積物の粒径は前回調査に比べ細かく（図11)，特に岩

上には細砂が多かった。細砂は海藻（シマオウギ，ユカ

リ，シワヤハズなど）の根元を埋め，一部は葉体を覆っ

ているため，岩は黒く見える。細砂を検鏡すると大部分

は黒色多孔質のスコリアで，陸上降下物（1986年10月１５

～19日，波浮港の水産試験場屋上で採集）に比べると，

鰊がなく，角は丸みを帯びている。前回調査時にも岩上

の細砂はみられたが，今回より少なかった。

ｂ，「トウフ」水深10ｍ：堆積量はほとんど変化して

いない。定点周辺５ケ所の堆積厚は４０，７０，８０，８０，

９０ｃｍ，平均72ｃｍであった。礫帯表面には粗いスコリア

が多いが，表面から約10ｃｍ深にはやや細かい礫がみら

れる。表面～10ｃｍ深の堆積物粒径組成を第２次調査

(1986年11月）と比較すると，４ｍｍ以上の礫が減少し

それ未満が増加している（図11)。第２次調査の堆積物

中には疎のあるスコリアも含まれていたが，今回はみら

れずスコリアの角は丸みを帯びていた。

ｃ・「河の沢」水深５ｍ：スコリアの堆積量は第４次

調査（1986年２月）に比べ，厚さ約10ｃｍ減少した。狭

い岩間の底部にはスコリアが残っているが，「トウフ」水

深５ｍと比べると粒径は大きい。岩上の海藻の根元にも

スコリアはみられるが，「トウフ」より粒径は大きく，堆

積量は少なかった。岩の下部は海底から高さ20～40ｃｍ

にわたり，死んだ付着生物により岩の表面が白化してい

る。定点の沖側では蕊死したカキ類（ノコギリガキ・コ

ケゴロモガキなど）の殻が剥離し，周辺に散乱していた。

。．「河の沢」水深10ｍ：スコリア堆積層の厚さは約

10ｃｍ増加した。７ケ所の堆積厚は20,30,40,80,100,

100,120ｃｍ以上（目盛棒の長さが120ｃｍのためそれ以

上は測定不能）平均65ｃｍであった（写真13)。堆積ス

コリアの粒径を第２次調査と比べると，粒径４～８ｍｍ

が減少，４ｍｍ未満が増加し，細粒化していた（図11)。

ｅ、「ネジ」水深５ｍ：目印ロープが流出し定点を

特定できなかったため，正確な比較はできないが，目視

観察によれば堆積量はやや減少している。４月１６日，水

深５ｍ地点に新たな定点を設定した。

ｆ「ネジ」水深10ｍ：堆積量は30～40ｃｍ増加した。

６ケ所の堆積厚は６０，７０，８０，９０，１２０，１２０ｃｍ以上，

平均90ｃｍであった。粒径組成をみると，「トウフ」・

｢河の沢」に比べ，４ｍｍ以上の割合が高くなっている。

第２次調査では「ネジ」の粒径は測定していないが最も

距離の近い「河の沢」と比較すると良く似ており，本地

点ではスコリアの細粒化は進んでいないと考えられる。

９．「黒崎」水深５ｍ：堆積量は数ｃｍ増加した。堆

積物の粒径組成をみると，025～31.7ｍｍと広い範囲に

万遍なく分布しているが，径８ｍｍ以上の礫では約3/4,

8ｍｍ未満では約１/3が噴火前からの堆積物であった

(気孔の有無と色彩から判断)。「トウフ」，「河の沢｣，

｢ネジ」の水深10ｍ地点と比べ，スコリアの角はより丸

みを帯び，波浪による衝突，摩耗が激しく起こったこと

を示している。

ｈ・「黒崎」水深10ｍ：定点近傍はほとんど変化が

なく，小転石（径20～60ｃｍ）間に厚さ数ｃｍのスコリア

が堆積する程度であった。沖側の岩盤落ち込み部分（落

差約１ｍ）のスコリアは減少し，さらに沖側のスコリア

帯の堆積厚は30～60ｃｍであった。

ｉ・考察

スコリアは浅部（水深５ｍ付近）から深部（水深10ｍ

付近）へ移動する傾向がみられた。深部の堆積量は所に

より１ｍを越え，漁場価値を著しく減じている。第４次

～第５次調査の間の北東風（この海域に大きな波浪を起

こす）の最大風速は，３月７日の10.5ｍ（大島測候所15:００

実況）で，この程度の風波浪では堆積物は流出しないこ
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分布）底部の狭い岩間にみられた。スコリアの被度は定

点から岸側では５～10％，沖側では５～30％であった。

採集サンプルの粒度組成は2.0～４０ｍｍにモードがあり，

後述する「河の沢」水深10ｍに比べ小さく，またスコ

リアは摩耗が進んでいた。採集サンプルはスコリアが主

体で既存砂礫をほとんど含まないが，貝殻片は多く，種

の確認できたものはコケゴロモガキ，サザエ，エビスガ

イ，ツタノハガイ，マツムシガイで，特にコケゴロモガ

キ片が多かった。

定点の岸側水深３～４ｍのスコリア堆積量は定点付近

とほぼ同じであったが，定点周辺より既存礫の割合が高

かった。

。．「河の沢」水深10ｍ：定点のスコリア堆積量は前

回調査とほぼ同じで（写真10)，巨岩間は広く火砕物に

埋叺被度は50～60％であった。１０ケ所のスコリア層厚

は２０，３０，４０，５０，７０，８０，８５，９０，１１０，120ｃｍ，平

均69.5ｃｍ，採集サンプルはほとんどスコリアで既存礫

を含まず，貝殻片，フジツポ殻片が若干混在する。

粒度組成をみると，径４～８ｍｍにモードがあり，水

深５ｍ定点周辺に比べやや大きく，本地点の前回調査と

ほぼ同じであった。本定点から水深５ｍ定点の中間域で

は，岩下部に高さ10～15ｃｍの白変部がみられスコリア

の減少を示していた。水深７～８ｍ付近のスコリア帯表

面には貝殻片（コケゴロモガキが多い）が多数散乱し，

これらはスコリアの堆積により岩面の付着生物が蕊死，

剥離したものと考えられた。

とを示していた。

スコリアは第３次調査に比べ，粒径が小さくなってい

た。スコリアは多孔質でもろいため，波浪によって衝突

を繰り返すうちに細かく砕けていくと考えられる。波浪

の強い浅部では細粒化が一層進み，岩上部の海藻間には

径0.1～2.0ｍｍの細かいスコリアの砕片が堆積していた。

細かい砕片は，径の大きいスコリアに比べ移動しやすい

ため，長期的には堆積スコリアは減少していくと思われ

た。

（５）第６次調査（1987年５月噴火後６ケ月）

ａ．「トウフ」水深５ｍ：定点付近のスコリアは約５ｃｍ

減少し，１０ケ所の堆積厚は１０，１０，２０，２０，２０，３０，３０，

４０，４０，４０ｃｍ，平均26ｃｍ，スコリアの被度は５～30％

であった。採集サンプルにはスコリアに混じって発泡し

ていない岩片が含まれ，これらは既存の溶岩片と推定で

きた。既存砂礫の混在率は高く，２/3以上にのぼってい

る。また採集サンプルの粒径は他の調査地点に比べ著し

く細かかった（図12)。

前回調査時に，定点周辺の岩上を一面に覆っていた黒

色細砂は減少し，定点岩上では20～30％岩面が現われて

いた（前回は約10％)。定点岸側の水深３ｍ付近では，ス

コリアは少なく，小転石間の底部にみられる程度であっ

た。

ｂ・「トウフ」水深10ｍ：定点周辺のスコリアは厚さ

が５～10ｃｍ減少し，スコリア面直上の岩下部には大型

海藻の着生しない淡色（白色～桃色）域がみられた。こ

の部分には無節サンゴモ類（桃色)，エンジマダラ類

(褐色)，カイメン類（榿色）などが着生し，同時にこれ

らやカキ類の死殻（白色～桃色）がみられ，アントクメ

やテングサ類が着生する岩上部に比べ著しく明るい色彩

を呈していた。

目盛棒の差込みによるスコリア層厚測定値は４０，４０，

４０，５０，６０，７０，８０，８０，８０，１００ｃｍ，平均64ｃｍであっ

た。スコリアの層厚は減少したが，被度はほとんど変化

なく１０～70％を占めていた。

既存砂礫の割合は粒径の大きい区画で高く，径８ｍｍ

以上では約50％，径４ｍｍ以下では５％以下であった。

粒径組成は，前回調査時（60年４月）４．０～8.0ｍｍにモー

ドがあったのに対し，今回は2.0～４０ｍｍに移り，堆積

物の細粒化が認められた（図12)。

ｃ・「河の沢」水深５ｍ：定点のスコリア量は前回調

査と同じで，スコリアは小転石帯（巨岩間に数段重ねに
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ｅ・「ネジ」水深５ｍ：定点のスコリア堆積量は数

ｃｍ減少したが，依然として岩間に残り，１０ケ所のスコ

リア層厚は１０，１５，１５，１５，２０，２０，２０，２０，３５，３５ｃｍ，

平均20.5ｃｍ，スコリア帯の被度は10～40％であった。

採集サンプルの粒度組成は径４～８ｍｍにモードがあ

り，「トウフ｣，「河の沢」の水深５ｍと比べ大きく，ま

た本地点の前回調査と比べてもやや大きかった。沖側水

深10ｍ定点と比較すると，粒度組成はやや細かく，摩

耗が進んでいた。採集サンプルのほとんどはスコリアで，

既存砂礫を含まないが，マッムシガイ，レイシガイダマ

シなど小型巻貝片，フジッボ殻片などが若干混在してい

た（採集サンプル1.1ｋｇ中に12片)。大岩士の海藻間に

もスコリアが堆積し，それらの粒径は数ｍｍと比較的

粗く，「トウフ」水深５ｍにみられた１ｍｍ以下の細砂

は少なかった。

ｆ「ネジ」水深10ｍ：定点の堆積量は前回調査に

比べ若干増加し（場所により数ｃｍ増)，１０ケ所のスコ

リア層厚は５０，７０，８０，８０，８０，９０，９０，９０，１２０，

120ｃｍ，平均87ｃｍ，スコリア帯の被度は60～90％であっ

た。採集サンプルは黒色スコリアから成り（貝殻片をわ

ずかに含む)，粒径組成は前回調査と変化なかった。

９．「黒崎」水深10ｍ：定点のスコリア堆積量は前

回調査に比べほとんど変化なく，小転石間に残っていた

が，沖側（水深12～13ｍ）のスコリア帯では厚さ10～

30ｃｍ減少していた。スコリア帯の層厚は５，５，１０，１５，

１５，２０，２０，３０ｃｍ，平均15ｃｍであった。

ｈ・考察

火砕物（スコリア主体，－部既存砂礫を含む）の堆積

量を前回調査と比較すると，増加地点は「ネジ」水深

10ｍ，変化のない地点は「河の沢」水深５ｍ，同10ｍ，

減少地点は「トウフ」水深５ｍ,同10m，「ネジ」水深５ｍ，

｢黒崎」水深10ｍであり，減少している地点が多かった。

増減量についてみると「トウフ」と「黒崎」では減少量

が厚さ５～30ｃｍと多く，「河の沢」と「ネジ」では変化

が少なかった。

火砕物の堆積面積（被度）はスコリア層厚の減少にも

かかわらずほとんど変化していなかった。これは，スコ

リアが窪地や大岩間に堆積し，スコリア帯に接する岩側

部が急角度に立ち上がっていることが多いためである。

採集サンプルの粒径は水深によって異なり，各地先と

も水深５～６ｍのサンプルは水深10ｍより細かくなって

いた。

地先別の粒径組成を比較すると，「トウフ｣，「河の沢｣，

｢ネジ」の順（北から南）に大きくなり，特に「トウフ」

と他の２地先とは大きく異なる（図12)。一方，採集サ

ンプル中の既存礫の割合は，「トウフ」で高く，「河の沢」

と「ネジ」では低くほとんど既存砂礫を含まなかった。

（６）第７次調査（1987年9.10月，噴火後9.5-10.5ケ月）

ａ．「トウフ」水深10ｍ：前回第６次調査（1987年５月）

に比べると，スコリアは９月８日には約10ｃｍ，１０月６日

には約30ｃｍ減少していた。１０月調査におけるスコリア

の被度（面積）は10～20％程度，採集サンプル中の既存

砂礫と1986年噴出スコリアの割合はほぼ半々であった。

ｂ、「河の沢」水深10ｍ：９月８日の目視観察では６

次調査に比べスコリアは約10ｃｍ減少し，第３次調査

(定点設定時，1987年１月）のレベルに戻っていたが，

堆積量は依然として多かった。

１０月６日にはスコリアはほとんど流出し，埋没してい

た中小転石が現われ海底のスコリア被度は１％以下であっ

た（写真11)。スコリアが堆積していた部分は，付着生物

の遺骸等により変色しているため，巨岩側面はかつての

スコリア層表面を境に２つの部分に区別することができ

る（写真１２)。

ｃ・「ネジ」水深10ｍ：９月８日の調査では第６次

調査と比較してスコリアは若干減少した程度であったが，

１０月６日における層厚の減少量は約20ｃｍと大幅で，定

点北側の広いスコリア帯でも埋没していた岩の頂上部が

かなり現われていた。しかし定点周辺（約1000,2の範

囲）ではスコリアは依然多く被度は５０％を越えていた。

ｄ・考察

調査した３地点は前回までの調査でスコリア堆積量が

多かった場所であるが，いずれも９月８日から10月６日

の間に大幅に減少した。これは台風13,15号の影響によ

る９月12～１８日の大時化と，台風16,18号による９月２９

日～10月２日の大時化によるもので，スコリアは強い波

浪により沖側に流出したと考えられる（５月の第６次調

査から９月までは台風の接近はなかった)｡浅部(水深５ｍ

付近）の調査は行っていないが，前回までの調査結果に

よれば堆積量は水深10ｍ付近に比べはるかに少なく，こ

のことから浅部各定点ではほとんどスコリアが堆積しな

い状況１こにあると推察された。「河の沢」では「トウ

フ｣，「ネジ」に比べ減少量が多く，ほとんどスコリアが

ないまでに回復した。「河の沢」の定点沖（定点からの

距離10ｍ）は，崖状に水深40～80ｍまで落ち込んでい
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スコリア帯はみられるが層厚は10ｃｍ前後であった。こ

の付近の低い露出岩上にはサンゴモ類，カイノカワ類ナ

その他の海藻の芽生えがみられ，海藻類の回復が認めら

れた。

。．「河の沢」水深10ｍ：前回第７次調査同様スコリ

ァはほとんど堆積せず，所々の岩間にわずかにみられる

だけであった。残存スコリアのサンプルの粒度組成をみ

ると，４～８ｍｍにモードがあり，第６次調査とほぼ同

じであった。サンプルはほとんど1986年噴火のスコリア

であるが，貝殻・ウニ鰊・フジツポ殻などを含んでいる。

「河の沢」一帯では若干スコリアが残るものの，トコ

ブシ，アワビ，サザエなどの生息に影響を与える状況で

はなかった。

ｅ・「ネジ」水深５ｍ：スコリアは第６次調査に比

べ10ｃｍ前後減少していたが，岩間には砂礫が残ってい

る。９ケ所のスコリア層厚は１０，１０，１０，１０，１０，１０，

１５，１５，２０ｃｍ，平均122ｃｍであった。採集サンプルは

ほとんどスコリアで，組成のモードは１～４ｍｍにあり，

第６次調査に比べ細かくなった（図13)。

ｆ、「ネジ」水深10ｍ：定点の堆積量は前回第７次

調査時に層厚にして約20ｃｍの大幅な減少が見られたが，

今回は第７次調査に比べ約５ｃｍ増加していた。スコリ

ア帯の被度は依然高く，定点の北側では約70％を占めて

いる。１０ケ所のスコリア層厚は４５，６０，６０，７０，７５，８０，

８０，９０，１００，110ｃｍ，平均77.0ｃｍであった。採集サン

プルはほとんどスコリアで粒度組成は第６次調査同様４～

８ｍｍにモードがあった。

９．「黒崎」水深５ｍ：スコリアはほとんどなく，

盆地状地形の底部では岩面が露出し，海藻の全く着生し

ない部分があり，かつてのスコリアの存在を示唆してい

た。

ｈ「黒崎」水深10ｍ：定点周辺ではスコリアは転

石間に少し残る程度で，層厚はＯ～５ｃｍ，既存砂礫と

1986年噴出スコリアの割合はほぼ１：１であった。定点

沖側水深13ｍ付近の広いスコリア帯では，第６次調査よ

り堆積量が15ｃｍほど増加しており，採集サンプルの

3/4は1986年噴火のスコリアであった。

ｉ・考察

スコリア堆積量を前々回第６次調査（1987年５月）と

比較すると，「黒崎」水深10ｍの定点沖を除き大幅に減

少し，1987年９～10月の台風接近による強い波浪が堆積

物を沖側へ運んだものと推察される。「黒崎」の定点沖

るため，一旦崖下に移動したスコリアが再び戻ることが

なく，スコリアが減少しやすい地形であることが上記の

原因と思われる。

（７）第８次調査（1987年11月，噴火後１年）

ａ．「トウフ」水深５ｍ：定点付近の堆積量は第６次

調査（1987年５月）に比べ10～15ｃｍ減少しており，１０

ケ所の層厚は１０，１０，１０，１０，１０，１０，１５，１５，１５，

２０ｃｍ，平均12.5ｃｍ，スコリア帯の被度はＯ～10％であっ

た。岩上に細砂は見られず，岩の下部は局所的に白変し

ているが，その白変部は少ない。採集サンプル中に既存

砂礫は多く，粒径１ｍｍ以上では3/4が既存砂礫であっ

た（1ｍｍ未満は未検査)。

ｂ、「トウフ」水深10ｍ：スコリアの堆積量は第７次

調査（1987年10月）とほぼ同じで，第６次調査に比べ大

幅に減少している。巨岩間には径30～40ｃｍの転石が現

れている場所が多く，その間に砂礫が堆積し，岩の側面

下部が局所的に幅５～10ｃｍ白変しているが，全体とし

て白変部は多くなかった。スコリア帯の被度は10～50％

である。採集サンプルには既存砂礫が多く粒径１～８ｍｍ

では２/3から３/４が既存砂礫であった。粒径組成は１～

２ｍｍにモードがあり，第５次（モード４～８ｍｍ)，第

６次（モード２～４ｍｍ）に引き続き細かくなっている

(図13)。

ｃ・「河の沢」水深５ｍ：定点周辺のスコリアは第６

次調査よりさらに減少し，岩間底部にわずかに残るだけ

であった。定点沖側の水深７～８ｍでも減少し,所々に
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の水深12～13ｍ付近は，岸から続く傾斜の強い岩礁帯

が終わり，見渡す限りに広がる平坦な砂地となっている。

このため堆積物の量は，浅部からの流入だけでなく，潮

流や波浪による沖側や南北方向からの移動に強く影響さ

れる。今回の増加もこれらの要因の複合的な結果と考え

られる。

第７次調査（1987年10月）を実施した３地点（「トウ

フ｣，「河の沢｣，「ネジ」の各水深10ｍ）について今回と比

較すると「トウフ｣，「河の沢」では変化がなかったが

「ネジ」では５ｃｍ程増加していた。台風後に一時拡散し

たスコリアが再び集積したものと考えられる。

地先別にみると，「トウフ」は水深10ｍ付近にスコリ

アの堆積が認められるものの採集サンプル中の既存砂礫

の割合が2/3から3/４と高いことから，噴火前の状態に

かなり近づいていると考えられる。

「河の沢」は堆積していたスコリアが流出し，噴火前

の状態にほぼ戻っている。

「ネジ」は水深８ｍ以深にスコリアがかなり残り，１０ｍ

定点付近の層厚は平均77ｃｍに達していた。「トウフ」，

｢何の沢」では定点沖が深くなっているのに対し，「ネジ」

では岩礁の突起を除けばほぼ平坦に沖へ続いており，こ

のことが「ネジ」で砂礫の減少量が少ない原因と考えら

れる。

「黒崎」では水深10ｍ以浅の岩礁帯についてみれば

スコリアの残存は少なく，沖側の平坦な砂礫帯にはスコ

リアが多くみられた。

以上のように「トウフ｣，「河の沢｣，「黒崎」の水深10ｍ

以浅の岩礁ではスコリアの堆積量が少なく，貝類の生息，

海藻類の着生に影響を与える量ではなかった。これらの

地先では今後資源は回復に向かうと考えられる。一方，

｢ネジ」では依然スコリアの堆積量が多く，アワビ，ト

コブシなどの棲み場所を狭めている。

（８）第９次調査（1988年６月，噴火後1.5年）

ａ．「トウフ」水深５ｍ：定点周辺のスコリアは第８

次調査（1987年11月）では層厚10～20ｃｍ,平均12.5ｃｍあっ

たが，今回の調査ではそのほとんどが消失し，転石下や

大石と大石の隙間にわずかに散見されるのみであった。

ｂ・「トウフ」水深10ｍ：定点周辺は巨岩の間に径３０

～40ｃｍの転石が存在しており，スコリアはその転石間

にわずかに堆積している程度であった。第８次調査と同

様堆積物の多くは1986年噴火以前の砂礫であった。

ｃ・「河の沢」水深５ｍ：定点周辺にスコリアは見ら

れず，第８次調査で定点沖側の水深７～８ｍにところど

ころみられたスコリア（層厚10ｃｍ）はほとんど消失し，

岩と岩の隙間にわずかに残るのみであった。

。．「河の沢」水深10ｍ：第８次調査では定点および

その周辺のスコリアは少なく，若干残っている程度であっ

た。今回は，更に減少し，スコリアはほとんど消失して

いた。定点の約10ｍ沖側は崖になっており，水深38ｍ

まで垂直に落ち込み，その後も急傾斜で深くなっている

が，その崖下にはスコリアが厚く堆積していた。

ｅ・「ネジ」水深10ｍ：定点およびその周辺は依然

としてスコリアに覆われていたが，定点の北側ではその

被度は60％と前回（70％）よりやや減少した。スコリア

層厚は３０，３０，３０，４０，４０，５０，６０，７０，７０，８０ｃｍ，

平均50.0ｃｍであり，第８次調査に比べ27ｃｍ減少した。

採集サンプルはすべてスコリアであり，径３～10ｍｍの

角張った形状のものが主体であった。

ｆ「黒崎」水深10ｍ：定点周辺水深10ｍ以浅の岩

礁地帯ではスコリアは転石の間に少し残る程度であった

(前回とほぼ同じ)。定点沖側水深13ｍ付近の広い砂礫

地帯では依然としてスコリアが多く見られた。

９．考察

「トウフ｣，「河の沢」では前回第８次調査よりスコリ

アは減少し，ほぼ噴火以前の状態になっていた。「ネジ」

は第８次調査時よりやや減少したが，水深10ｍの定点周

辺は依然としてスコリアに覆われており，そのサンプル

もすべて「1986伊豆大島噴火」のスコリアであった。

（９）第10次調査（1989年９年，噴火後２年10ケ月）

ａ．「トウフ」水深５ｍ：前回調査（1988年６月）と

ほぼ同様にスコリアのほとんどが消失し，転石下や大石

と大石の隙間に従来の礫に混じってわずかにみられるの

みであった。

ｂ・「トウフ」水深10ｍ：堆積物は転石間にわずかに

残存する程度であり，その堆積物も1986年噴火以前の礫

がほとんどであり，第8,9次調査とほぼ同じ状況であっ

た。

ｃ・「河の沢」水深５ｍ：前回調査同様，スコリアは

岩間に僅かに残るのみであった。

。．「河の沢」水深10ｍ：スコリアは更に減少し，殆

ど消失していた。

ｅ・「ネジ」水深５ｍ：スコリアは殆どみられなかっ

た。

ｆ「ネジ」水深10ｍ：調査地点およびその周辺は
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り，その谷の部分に僅かに径約３ｍｍのスコリアらしい

粒から成る，幅１ｃｍの筋が観察されたのみであった６

これらのことから，1986年伊豆大島噴火による火砕物は

ほぼ沖合に払いだされたものと判断できた。

（口火砕物堆積状況のまとめ

1986年11月15日に始まった伊豆大島噴火では，１１月２１

～22日に最大の噴火が起こり，大量の火砕物を放出した。

その前後および翌1987年11月16～18日の噴火時に放出し

た火山灰・スコリアは少量であり，直後に実施した海岸

線・海中調査（第１．８次調査）でも水産生物に対する

被害は認められなかった。

1986年11月２１～22日の噴火では，島の東側に大量のス

コリアを降下させたが，火山灰・火山礫は少なかった。

噴火１ケ月後に島の全海岸で調査を行った結果，東側の

「ミミズ浜」から南東の「フナアゲ」にかけて，スコリ

ア・火山礫の堆積がみられ，特に「トウフ」～「黒崎」

間３ｋｍに多量のスコリアが確認された（図９)。同区域

の４地先（北から「トウフ」「何の沢」「ネジ」「黒崎｣）

でその後継続して調査を行った。

浅部（水深５ｍ）付近についてみれば，噴火１ケ月後

には，大岩の間をスコリアが覆い，転石は殆ど埋没して

いたが，噴火1.5ケ月後には小転石（径20～60ｃｍ）の上

部は現れ，下部をスコリアが埋め，所々にはやや広いス

コリア帯が存在する状態であった。その後スコリアはや

や減少し，噴火６ケ月後にはスコリア帯の被度は５～４０

％，層厚は10～40ｃｍであった。噴火１年後には堆積量

は大幅に減少し，「河の沢」と「黒崎」では堆積物がほ

ぼ無くなっていた。１年半後には残る「トウフ」と「ネ

ジ」でもスコリアは殆ど見られなくなり，噴火前の状態

に民っていた。

深部（水深10ｍ付近）についてみると，噴火１ケ月後

には多量のスコリアが大岩の間を埋め，浅部と同じよう

に小転石は殆ど見えない状態であった。噴火1.5ケ月後

のスコリア帯の彼度は「黒崎」では低かったが，他の３

地点では50～70％と高かった。層厚は様々であるが，噴

火３ケ月後には最大100ｃｍであった。噴火4.5ケ月後に

は「河の沢」と「ネジ」で層厚にして10～40ｃｍの堆積

量の増加が見られた。これは波浪により，浅部に堆積し

ていたスコリアが沖側に移動したためと考えられた（こ

の時期の層厚は「河の沢」６５ｃｍ，「ネジ」９０ｃｍである)。

噴火６ケ月後には地先により異なるものの，前回に比べ

若干の増減に留まったが，噴火後9.5～10.5ケ月の間に大

依然としてスコリアに覆われていたが，調査地点の岸寄

りではその被度も50％と前回（60％）よりやや減少した。

スコリア層厚は２０，２０，２０，２０，２０，２０，３０，３０，４０，

４０ｃｍ,平均26.0ｃｍであった。

第８次調査時における層厚は平均77ｃｍ，第９次調査

では平均50.0ｃｍであったのでそれぞれ51ｃｍ，２４ｃｍ減

少した。堆積物はすべてスコリアであり，前回が径３～

10ｍｍの角張ったスコリアが主体であったが，今回は小

さくなり径２～７ｍｍのスコリアが主体であった。

９．考察

スコリアは「ネジ」の深所ではやや減少したものの依

然としてスコリアの堆積は続いていたが，その他の地点

ではほぼ消失していた。

（1Ｃｌ第11次調査（1990年12月，噴火後４年１ケ月）

ａ．「ネジ」水深10ｍ：定点およびその周辺は第１０

次調査（1988年９月）では依然としてスコリアに覆われ

ていたが，今回は被度は５％と第10次調査の50％を大幅

に下回っていた。スコリアの厚さは10,10,10,10,20,

20,20,20,30,３０ｃｍ,平均18.0ｃｍであり，第８次調査時

の45～110ｃｍ,平均77ｃｍ,第９次調査時の50ｃｍ，第10次

調査時の26.0ｃｍと比較してそれぞれ59ｃｍ，３２ｃｍ，８ｃｍ

減少したこととなる。また，採集サンプルは第10次調査

までは全てスコリア（径２～７ｍｍ主体）であったが，

今回のサンプルはそれに加え1986年噴火以前の礫だけの

所や，両者が混じったものがあり，噴火以来初めてこの

地点にスコリア以外のものが堆積物として表出した。

ｂ，考察

噴火災害漁場調査の４地先８定点のうち，「ネジ」水

深10ｍを除く７定点では，前回調査までにほぼスコリア

は流出していた。「ネジ」水深10ｍは最後までスコリア

が残っていたが今回の調査で大幅に減少したことが判明

した。1990年に伊豆大島に接近した台風は８月４日の１０

号，１０曰の11号，９月19日の19号，３０日の20号，１０月８

日の21号，そして史上最も遅く曰本本土に上陸した11月

30日の28号があり，これらの波浪でスコリアの流失が進

んだと考えられた。

（11）第１２次調査（1991年９月，噴火後４年10ケ月）

ａ．「ネジ」水深10ｍ：定点周辺の転石や岩の問に

はスコリアはみられず，噴火以前からある黒い砂が分布

していた。転石の下部は埋没せず浮いていた。水深11ｍ

以深の海底は黒い砂地になっており，水深13ｍ付近は

波長50ｃｍ程度で岸と平行に延びるリップルマークがあ

－２０－



粒径組成は表５に示すとおりで，噴火１ケ月後にはほ

とんどの地先で４０～8.0ｍｍにモードがあった。その後

の変化をみると，「河の沢」「ネジ」の水深10ｍ地点で

は大きな変化はなかったが，「トウフ」水深10ｍ「ネジ」

水深５ｍでは徐々に細かくなる傾向が見られた。細粒化

の原因は波浪によってスコリアが周りのスコリアや既存

の岩にぶつかり，磨耗することにもあると考えられる。

｢トウフ」水深５ｍでは逆に粗粒化する傾向がみられた

が，これは粒の荒い既存礫の割合が次第に高くなったこ

とが影響しているものと思われる。

1983年三宅島噴火では溶岩の海中流入，海岸線からの

水蒸気爆発，スコリアの大量堆積，火山灰の降下など多

様な火砕物の海中堆積が確認された｡8）今回の大島噴火

では島東側の海岸線約３ｋｍの範囲に，殆どスコリアの

みが堆積するという，比較的単調な被害が発生した。三

宅島では，東側海中の火山灰は比較的速やかに漁場外へ

流出したが，南東の「新鼻」（海岸線から噴火）ではス

コリアは減少したものの噴火４年後にもかなりが残存し

ている。これに対し今回の大島噴火では，噴火１０５ケ月

には「ネジ」を除き大部分のスコリアが流出し，生物へ

の影響を別にすれば漁場の回復は早かったと言えよう。

これは，三宅島噴火に比べ海中の火砕物堆積量が少なかっ

たこと，沖側が急深で堆積物が流出し易かったことによ

ると考えられる。

幅な減少が確認された。「トウフ」では層厚にして30ｃｍ

減少し残る堆積物も噴火前からあった既存礫を約50％含

み，「河の沢」ではスコリアは大部分流出し残存するス

コリアは殆どなく，「ネジ」では層厚にして20ｃｍ減少し，

｢黒崎」では層厚Ｏ～５ｃｍで約半量は既存礫であった。

堆積量が大幅に減少した９月８日から10月６日の問に

は４つの台風の接近により強い波浪が生じ，このことが

堆積物の減少に繋がったと考えられる。同時期には水深

5ｍ付近の各定点と「黒崎」水深10ｍ付近の調査は行っ

ていないが，これらの地点でも堆積量は大きく減少して

いると考えられる。

「ネジ」では噴火10.5ケ月後に層厚が20ｃｍ減少した

にも係わらず依然スコリア帯は広く，被度は50％を越え

ていた。噴火１年後に一時的に堆積量が増加したあと，

徐々に減少し噴火４年１０ケ月後にはスコリアはほぼ消失

した。

水深10ｍ付近の堆積量変化を地先別に纏めると，「ト

ウフ」「河の沢｣，「黒崎」では噴火10.5ケ月後にほぼ噴

火前の状態に戻ったのに対し，「ネジ」ではその後長期

間残存した。これは設置した定点の沖側の地形が「トウ

フ」「河の沢」では急深で水深40～80ｍまで崖となって

落ち込んでいるため，一旦深みに落ち込んだスコリアは

再び戻ることがないのに対し，「ネジ」では沖側が平坦

で流出しにくい地形であったためと考えられる。

(重量％）表５堆積物の粒径組成

Ｄ４Ｃ

ｎ
Ｊ ｎ

ｕ

4.8Ｉ５（

）ｉ４４１０．６ＩＣ【1６：６．６

〕.』 ４℃

DＤＩ３４．と[lＣ

r1

L」

ｒｌ

Ｊ〕白

〕９１９．６Ｉ４４．９ｉ４０．０’４．６

DＯ５ｉＯＯ８iＣ可、~〕ｿＨ

１６１ （］0.4ｉＣ
「１

L」

、囚

ｎ
Ｊ

Dｉｌ８－８【）１ ３（1０６１０．６

F1

Ｌ｣
D_＆

8．８40〕０１１0.0110.08

8.Ｃ］

－２１－



３－２潮下帯の海藻類（テングサ・トサカノリ等）

1）方法

潮下帯の海藻の着生状況を，水産上重要なテングサ類

とトサカノリを中心に調査した。第２次調査では，図７

に示した16地点で，第３次調査以降は「トウフ｣，「河の

沢｣，「ネジ｣，「黒崎」の水深５ｍ及び10ｍ地点で，潜

水による目視観察と１×１ｍの枠取り調査を実施した。

採集した海藻は充分に水切りした後，分類・秤量した。

2）結果および考察

（１）第２次調査（1986年12月，噴火後１ケ月）

ａ．「チュウキイシ」：テングサ，トサカノリの着生

は少なく，トゲモク，石灰藻が主体であった。従来の植

生と変わった状態は見られなかった。

ｂ・「バナカ」：トゲモク，石灰藻が主体で海藻は少

なく，テングサ，トサカノリはほとんど見られなかった。

域を除いた地点では被害は無いと考えられる。

「トウフ」から「黒崎」については，堆積物がかなり

厚く岩と岩の間を埋めており，岩下部の海藻には白く変

色しているものが見られた。これらは，噴火後火砕物に

埋没して枯死し，その後堆積物の流出により砂上に現れ

て来たものと考えられる。水産上重要な海藻であるテン

グサ，トサカノリについても岩の上部に着生しているも

のについてはそれほど影響を受けていないと思われるが，

低い部分にあったものは埋没による被害を受けていた。

（２）第３次調査（1987年１月，噴火後1.5ケ月）

１ｍ×１ｍの枠取り結果を表６に示した。

ａ．「トウフ」水深５ｍ：枠取りは実施しなかったが，

目視によれば岩上の海藻は疎らであった。テングサ類と

してはオオブサが見られ，葉長８～15ｃｍ程度であった

が，着生量は少なかった。トサカノリは葉長８～13ｃｍ

程度で数株観察されたのみであった。この他の海藻とし

てはユカリが主体でサンゴモ類，シマオウギ，キントキ，

アツバノリ，ハリガネ，アヤニシキ，スギノリが観察さ

れた。また，スコリアを取り除くとスコリアに埋没して

いた岩面にテングサ，キントキ等の白変枯死した藻体が

見られた。

ｂ・「トウフ」水深10ｍ：海藻は少なく岩上に疎らに

着生し，テングサ類ではマクサがわずかにみられるだけ

であった。トサカノリは葉長10～12ｃｍで株数はかなり

少なかった。アワビ等の主餌料となる大型褐藻のアント

クメは１ｃｍ以下の芽生えがあったが，５０×50ｃｍ枠内に

１個体以下であった。この外の海藻としてはシワヤハズ，

キントキ，ユカリ，シマオウギ，ハリガネ，サンゴモ類

が観察された。スコリアに埋没していた岩面にはキント

キの白変枯死した株がみられた。

ｃ・「河の沢」水深５ｍ：テングサ類としてはオオブ

サが疎らにみられ，着生量は459/ｍ２と少なかった。ト

サカノリは葉長10～20ｃｍ程度で，２×２ｍ内に１～２

株であった。この外，岩の上部にはユカリ，キントキ，

アツバノリ，アヤニシキ，ハリガネ等が疎らに着生して

いたが，岩の下部には着生が見られなかった。
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表６第３次調査における海藻枠取り結果

その他の海藻

（９）

１９０

３５

１６０

総着牛量

（９）

２５５

１１０

４００

テングサ

平均藻長（c、）

９．１

８．２

１０．０

トサカノリ

（９）

２０

地点
藻長範囲（c、）

５．０～1４．０

４．５～１１５

４．５～1８．０

重量(9)

４５

７５

２４０

河の沢

ネジ

黒崎
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ｉ、考察

各定点とも全体にテングサ類とトサカノリの着生量は

少なく疎らであったが，岩上部に残る海藻は正常に生育

しているように見えた。疎らに残っている状況から噴火

時の火砕物の落下・堆積やその後の移動によって岩上の

海藻が物理的に剥離されたことも考えられるが，元々着

生量が少なかった可能性もある。

スコリアが厚く堆積している部分では白変枯死した株

がみられ，埋没した海藻は全て枯死したと考えられる。

ただし，噴火前の着生量がわからないため，海藻の埋没

量は明らかでない。埋没部分はスコリアが移動して岩が

表面に出れば徐々に海藻が芽生えて来るものと思われる。

三宅島の例では8)スコリアが移動して岩面が現れてから

2～３年で海藻は以前の状態まで回復しており，伊豆大

島でも今後スコリアの流失状況によって回復時期が左右

されると考えられた。

（３）第５次調査（1987年４月，噴火後4.5ケ月）

１ｍ×１ｍの枠取り結果を表７に示した。

ａ．「トウフ」水深５ｍ：テングサ類ではオオブサが

所々にみられ着生量は2709/ｍ２，平均草長11.2ｃｍであっ

た。トサカノリは数株まとまって着生している場所も見

られた。この外の海藻ではハリガネ，スギノリ，キント

キ類，ユカリが目立った。海藻の着生している転石上は

細かい砂を被っていたが，生育に異常は見られなかった。

ｂ，「トウフ」水深10ｍ：テングサ類としてはマクサ

が所々まとまって着生していたが全体的には少なかった。

トサカノリも疎らに見られる程度であった。前回の調査

ではアントクメはまだ短く，ほとんど確認できなかった

が，今回は根石上部に多く着生し，葉長３～10ｃｍに生

育していた。この外の海藻ではシマオウギが比較的多く，

キントキ，ハリガネ，ユカリ，アミジグサも目立ったが，

全体には少なかった。海藻は細かい砂を被っていたが，

生育に異常は見られなかった。

ｃ・「河の沢」水深５ｍ：テングサ類ではマクサとオ

オブサがみられ着生量は3049/ｍ２，平均葉長は12.4ｃｍで

。．「河の沢」水深10ｍ：テングサ類では葉長10～24ｃｍ

のマクサが岩上部に着生していたが，疎らで少なかった。

トサカノリも疎らで少なかった。アントクメは１ｃｍ程

度の芽生えが所々観察されたが株数は少なかった。この

外，キントキ，シワヤハズ，アヤニシキ，サンゴモ類等

が疎らに着生していた。スコリアに埋没した岩面にはキ

ントキ等の白変枯死した株が見られた。

ｅ・「ネジ」水深５ｍ：テングサ類ではオオブサ，

マクサが疎らに見られたが着生量は759/ｍ２と少なく，

トサカノリの着生はみられなかった。この外岩上部にハ

リガネ，ユカリ，アツバノリ，キントキが疎らに着生し

ていたが，岩下部には海藻はほとんど見られなかった。

ｆ・「ネジ」水深10ｍ：岩上部にマクサが密に生え

ている部分もあるが，スコリアの堆積が多いため着生面

積は僅かであった。トサカノリも葉長５～10ｃｍ程度の

ものが僅かに見られたが少なく，アントクメの芽生えも

確認できなかった。この外にユカリ，キントキ，ハリガ

ネ，アヤニシキ，ユイキリ等が岩上部に見られた。岩下

部はスコリアの堆積が厚く，所々にテングサ等が埋没し

て葉の先端が見えていた。スコリアに埋没した岩面には

テングサ，キントキの白変枯死した株がみられた。

９．「黒崎」水深５ｍ：オオブサが疎らに着生し，

着生量は2409/ｍ２であった。トサカノリの着生量も少な

く，葉長８～12ｃｍ程度のものが所々にみられた。その

外ユカリ，ハリガネを主体にアツバノリ，キントキ等が

疎らに着生していた。

ｈ、「黒崎」水深10ｍ：岩盤上には葉長６～15ｃｍの

マクサや葉長20～30ｃｍのオオブサが多かった。トサカ

ノリは葉長８～15ｃｍ程度で－部に着生量の多い（10株

/ｍ２）ところも見られた。アントクメは確認できなかっ

た。この外ユカリ，ユイキリ，キントキ類，ヒラクサ，

アヤニシキ，ハリガネ等が見られ，他の地点に比べて海

藻量は多かった。スコリアに埋没した岩面にはキントキ

等の白変枯死した株が見られた。

表７第５次調査における海藻枠取り結果

総着生量

（９）

４８８

５６２

３５７

８００

その他の海藻

（９）

１８０

２３０

２１１

４３４

トサカノリ

（９）

３８

２８

テングサ

平均藻長(c、）

１１．２

１２．４

１１．５

１０．６

地点
藻長範囲（c、）

7.5-15.5

7.5-17.0

7.0-21.5

7.0-20.0

重量(9)

２７０

３０４

１４６

３６５

トウフ

河の沢

ネジ

黒崎
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トサカノリの着生は疎らで少なかった。テングサの枠取

り量，平均草丈は前回の調査より多くなっていたが，こ

れは生長により増加したものと考えられる。いずれも漁

場価値は低く，Ｃ級漁場（１ｍZ当たりの着生量が5009

以下の漁場）であった。

水深10ｍ付近についてみると「トウフ」，「河の沢」

ではテングサ，トサカノリを含め海藻類は疎らで，着生

量は少なかった。ただし，アントクメの幼体が多く見ら

れ，これから夏期にかけてアントクメの優占する場所に

なると考えられた。また，「ネジ｣，「黒崎」では枠取り

を実施しなかったが，上記２地点の水深10ｍ付近に比べ

テングサの着生量は多く，漁場価値は高かった。この２

地点ではアントクメの幼体が観察されなかったため，今

後アントクメが繁茂する可能性は少ないと考えられた。

一般にアントクメが繁茂する場所では下草としてのテ

ングサやその他の海藻の着生は少ない傾向にあり，水深

10ｍの植物相はその現れと見ることができる。したがっ

て，アントクメの着生している「トウフ｣，「河の沢」１０ｍ

ではもともとテングサ，その他の海藻の着生量は少なかっ

たことが推察される。

スコリアが厚く堆積している部分では，依然として白

変枯死した海藻がみられ，スコリアが移動し岩面が現れ

た部分では，岩面が白化し海藻の着生はほとんど見られ

なかった。

（４）第６次調査（1987年５月，噴火後６ケ月）

各調査地点の枠取りの結果を表８に示した。

ａ．「トウフ」：水深５ｍ地点では１，２中の総海藻重

量は1,8009でスギノリ（58.5％)とハリガネ(25.6％）が多

く，ニセフサノリ，フサノリがこれに次いだ。テングサ

類の着生は少なかったが，定点周辺の海藻類に特に異常

な点は認められなかった。

水深10ｍ地点では，総重量は1,0389でアントクメ(43.4%）

とキントキ(31.0％）が多かった。テングサ類ではマク

サが最も多く，次いでオオブサが多かった。トサカノリ

は見られなかった。

ｂ、「河の沢」：水深５ｍ地点では総海藻重量は1,2639

でテングサ類(44.3％)，スギノリ（19.8％)，トサカノリ，

ユカリ等が見られた。テングサ類の着生量は5609と比較

的多く，種別にはオオブサが多く，マクサ，オバクサも

見られた。

水深10ｍ地点では，総重量は1,5409で，アントクメ

(75.9％)が最も多く，次いで，テングサ類(201％）が多

前回(459,9.1ｃｍ）より多かった。トサカノリは疎らに

見られる程度であった。この他の海藻ではハリガネ，ユ

カリが目立った。転石上の海藻は正常に生育していたが，

低部では岩面が白化し海藻はほとんど見られなかった。

。．「河の沢」水深10ｍ：根石上には所々草丈の長い

マクサがまとまって着生していたが，全体に疎らで少な

かった。トサカノリも僅かに着生する程度であった。ア

ントクメは前回より多く観察されⅡ頂調に生育していた。

この外の海藻ではキントキ，アミジグサ，シヮヤハズ，

ユカリが目立ったが，全体に少なかった。堆積したスコ

リアに埋没していた低い転石等が露出していたが，表面

は白化し海藻の着生はみられなかった。スコリアの堆積

している部分では依然としてキントキの白変枯死した株

がみられた。

ｅ・「ネジ」水深５ｍ：テングサ類ではオオブサが

所々みられ着生量は1469/ｍ２，平均藻長11.5ｃｍで前回

(759,8.2ｃｍ）より多かったが，依然として疎らで少なかっ

た。トサカノリはほとんど見られなかった。この外の海

藻では根石上部にハリガネ，アツバノリ，ユカリ等が疎

らに着生していたが，下部にはほとんど見られなかった。

ｆ「ネジ」水深10ｍ：尾根状に突出した岩盤及び

巨岩上にはマクサ，オバクサが多く着生し，また巨岩上

にはトサカノリが疎らに着生していたが，アントクメは

見られなかった。テングサ漁場としての価値は水深５ｍ

付近より優れていた。この外の海藻ではハリガネ，アミ

ジグサ，ユカリが目立った。前回調査でテングサが着生

していた転石地帯はスコリアに埋没し，マクサ，キント

キの白変枯死した株がみられた。

９．「黒崎」水深５ｍ：テングサ類としてはオオブ

サがみられ着生量は3659,平均藻長10.6ｃｍで前回（2409,

10.0ｃｍ）よりやや多かったが，全体に疎らで少なかっ

た。トサカノリも僅かに見られただけであった。この外

の海藻ではハリガネ，ユカリ，ユイキリ，アミジグサが

目立った。

ｈ・「黒崎」水深10ｍ：岩上に生育する海藻はマク

サ，オオブサが優占し着生量は多かった。また，トサカ

ノリの着生も多かったが，アントクメは見られなかった。

この外の海藻ではユカリ，アミジグサ，ユイキリが目立っ

た。テングサ漁場としての価値は水深５ｍより優れてい

た。

ｉ、考察

水深５ｍ付近はいずれの地点においてもテングサ類，

－２４－



表８第６次調査海藻枠取り結果（１㎡当たりの湿重量）

テングサ類 その他藻類 総着生量トサカノリ

地点
％ ％ ％９

１３

１６８

５６０

３１０

10

1,160

６１０

ｇ
ｌ
０
０
ｍ
西
０
，
＋

７
０
１
５
５
０
５

９
８
７
５
０
４
８
８

７
８
６
２
０

、
犯
田
扣
蒟
夘
妬

ｇ

８
０
２
５
０
２
６

トウフ

トウフ

河の沢

河の沢

ネジ

ネジ

黒崎

５
０
５
０
５
０
０

１
１
１
１

７
２
３
１
９
８
８

●
●
●
●
●
●
●

０
６
４
０
０
２
７

１
４
２
９
８

３
８
５
２
１
４
２

●
●
●
●
●
●
●

９
３
１
８
９
６
２

９
８
５
７
９
１

4.1

1.6

0.8

注：テングサ類にはマクサ，オオブサ，オバクサ，ヒラクサを含む。

表９第８次調査における海藻枠取結果（１㎡当たりの湿重量）

総着生量 優占種等テングサ類

(9)（％）

４０．９

０

４４．３

枠取り未調査
１２８３０．８

２３１８４．３

２５４４０．１

３２４９９．７

その他藻類地点

（９）

４４３

１，１３８

８９

（９）

４４７

１，１３８

９３

フクリンアミジ，シヮヤハズ

アントクメ９１０９（80.0％）
タンバノリ，フクリンアミジ

アントクメ

シワヤハズ，オオブサ

マクサ

マタボウ，オオブサ

オバクサ

トウフ

トウフ

河の沢

河の沢

ネジ

ネジ

黒崎

黒崎

５
０
５
０
７
０
５
０

１
１
１
１

288

４３

３８０

１

416

274

634

３２５

テングサ類にはマクサ，オオブサ，オバクサを含む。

|ま見られなかったため，埋没して間もないと推測された。

スコリア層表面からの高さが１ｍ以下の低い岩盤上に着

生する海藻には，スコリアが多くからみついている場所

もあり，波浪によりスコリアをかぶったものと推測され

るが，海藻の状態に特に異常は認められなかった。スコ

リアの少ない場所や，スコリアから十分な高さのある場

所では，海藻類は正常に生育していると判断された。

また，いずれの調査地点においても，転石，根石・岩

盤等とスコリア層の境界近くでは，岩面の付着生物がな

く，基質が表出している部分が観察された。これは，波

浪等によるスコリアの移動による摩擦あるいは埋没によっ

て，海藻類が死滅あるいは成長阻害を受けたためと推測

された。

（５）第８次調査（1987年11月，噴火後１年）

各調査地点の枠取り結果を表９に示した。

ａ．「トウフ」水深５ｍ：１，２中の枠取量は4479,出

現種は７種であった｡湿重量ではフクリンアミジ(39.8％)，

シワヤハズ（32.0％)，ユカリ（20.1％）が多かった。

ｂ・「トウフ」水深10ｍ：枠取量は1,1389,出現種は５

種であった。湿重量ではアントクメ（80.0％)，キント

キ（13.9％）が多く，シマオウギも下草として多く着生

していた。アントクメはすべて葉部はなく根部のみで，

23株/ｍ２であった。

かつた。テングサ類の中ではマクサが大部分を占めオオ

ブサ，オバクサは少量混ざる程度であった。他の海藻類

ではトサカノリ，キントキ，アミジグサ等が見られた。

ｃ・「ネジ」：水深５ｍ地点では，総海藻量はLO55g

で，キントキ(59.7％）が最も多く，次いでスギノリ(199

％)，タンバノリ（8.5％)が多く，他にアミジグサ，フシ

ツナギ等が見られた。テングサ類としては，オオブサが

わずかに着生していたのみで，トサカノリは見られなかっ

た。また，藻体上には，カギウスバノリ，へラワツナギ

ソウ等が多く着生していた。

水深10ｍ地点では，総重量はL250gで，テングサ類が

多く（92.8％）その大部分をマクサが占めていた。その

他の海藻ではトサカノリ，ユカリ，アヤニシキ等が見ら

れ，藻体上にはヘラワツナギソウが多く着生していた。

。．「黒崎」：水深10ｍ地点では，総海藻重量は

6969で他の地点と比べて少なかった。テングサ類(87.8

％）が多く，種別にはマクサとヒラクサが多かった。ト

サカノリは草丈の短いものがわずかに見られた。藻体上

にはヘラワツナギソウが多く着生していた。

ｅ，考察

今回の調査では，白変枯死した海藻はまれにしか見ら

れなかったが，一部で岩盤下部の海藻がスコリア中に埋

没している状態が観察された。これらの海藻に枯死部分

－２５－



また，周辺の中小転石は丸く基質が現れており，海藻類

の着生はなかった。

ｈ・「黒崎」水深10ｍ：枠取量は3259,出現種は３

種であった。湿重量でみるとテングサ（全てオバクサ）

がそのほとんどを占めた。定点周辺の転石には無節石灰

藻類が多く着生していた。

ｉ・者察

今回の調査は海藻類の少ない時期に当たっていたため，

枠取り量・種類数ともに少なかった。「トウフ」の水深

10ｍ，「河の沢」水深10ｍではアントクメの根部が見ら

れたが，葉体は消失していた。「ネジ」の５，１０ｍはス

コリアが多く残存し，岩表面には未だに海藻類の着生し

ていない所も多く，噴火前の状態には回復していない。

スコリアに覆われて海藻類が枯死した所は岩表面が白

変しているが，今回の調査ではその白変部にオバクサの

幼体や飼甸糸の伸展が観察された。このことからスコリ

アの流失した所では海藻類も徐々に回復しつつあると考

えられた。

（６）第９次調査（1988年６月，噴火後１年６ケ月）

各調査地点の枠取り結果を表loに示した。

ａ．「トウフ」水深５ｍ：枠取り量は3,3709,出現種

は10種であり，湿重量ではアントクメ（96.7％）がその

ほとんどを占めた。その外にはシワヤハズ，スギノリ，

フクリンアミジ，キントキ等がみられたが，その着生量

は少なかった。定点周辺にはツノムカデ，ハリガネ，オ

オブサ，シマオオギ等の小さな群落も見られた。

ｂ・「トウフ」水深10ｍ：枠取り量は3,2509,出現種

は６種であり，湿重量ではアントクメ（93.8％）がほと

んどを占めた。その他にはハリガネ，キントキ，タマイ

タダキ等があり，ハリガネの葉体上にはハネガヤ類が多

く着生していた。

ｃ・「河の沢」水深５ｍ：枠取り量は1,0109,出現種

は20種であり，洞重量ではテングサ類（オオブサ45.5％，

定点周辺の根石や転石の海底面に近い部分は白変し，

海藻の着生は認められなかったが，白変部分やそれに近

いところでオバクサが着生し始め，飼甸糸の延伸が観察

された。

ｃ・「河の沢」水深５ｍ：枠取量は939,出現種は８種

であった。湿重量ではタンバノリ（36.6％)，フクリン

アミジ（21.5％）が多かった。タンバノリは根の部分が

主体で葉体はほとんどなく，その株数は１，２当たり５

～６株であった。枠取り量は少なく，また，定点周辺の

海藻類の被度も30％とやや低かったが，海藻組成に異常

は見られず，ハリガネ，マタポウ等の群落も見られた。

。．「河の沢」水深10ｍ：定点周辺の目視観察による

と海藻類は種類数．量ともに少なく，アントクメの根部

（１㎡当たり５～６株）とシヮヤハズ，シマオウギがわ

ずかに見られた程度であった。周辺の岩表面は茶褐色の

付着藻類で覆われ（付着珪藻，藍藻類)，薄く砂をかぶっ

ている所も多かった。

ｅ・「ネジ」水深７ｍ：枠取量は4169,出現種は９

種であった。湿重量ではシワヤハズ（41.3％)，テング

サ（すべてオオブサで30.8％)，ハリガネ（23.3％）が多

かった。定点周辺の岩表面は白変しており，付着藻類は

多くはなかった。

ｆ「ネジ」水深10ｍ：枠取量は2749,出現種は１２

種であった。湿重量ではテングサ（マクサ43.1％，オオ

ブサ5.2％，オバクサ161％）の割合が高かった。定点周

辺にはスコリアが多く，岩表面も白変しているところが

多かった。海藻類は少なかったが，岩表面の白変してい

る部分にオバクサの幼体と短いが飼團糸が見られた。

９．「黒崎」水深５ｍ：枠取量は6349,出現種は５

種であった。湿重量はマタポウ（50.9％)，テングサ

(すべてオオブサで40.1％）が多かった。

定点周辺にはハリガネ，テングサ（オバクサ)，タン

バノリ，スギノリの幼体等が見られたが，少なかった。

表１０第９次調査おける枠取結果（１㎡当たりの湿重量）

総着生量テングサ類

(9)（％）

０

０

４８０４７．５

０

６５０５４．２

５９０９６．６

その他藻類 優占種等地点

（９）

3,370

3,250

530

4,800

５５０

２０

（９）

3,370

3,250

1,010

4,800

1,200

６１０

アントクメ3,2609（96.7％）

アントクメ3,0509（93.8％）

オオブサ４６０９（45.5％）
アントクメ4,7809（99.6％）
アントクメ，マクサ，オオブサ

マクサ，オバクサ

トウフ

トウフ

河の沢

河の沢

ネジ

黒崎

５
０
５
０
０
０

１
１
１
１

テングサ類にはマクサ，オオブサ，オバクサを含む。（）内の数字は湿重量パーセント

－２６－



オバクサ２０％）が多く，次いでアントクメ（188％）が

多かった。その他の藻類としてはフシツナギ，ユカリ，

シワヤハズ，ウミウチワ，ソゾ類，スギノリ類等多くの

種が見られた。

。．「ネジ」水深10ｍ：枠取り量は1,2009,出現種

は19種であり，洞重量ではテングサ類（マクサ24.2％，

オバクサ20.0％，オオブサ10.0％）が542％と多く，次い

でアントクメ（35.8％）が多かった。テングサ類は３種が

混生しており，草丈は短く，また株の茂り方も悪かった。

ｅ・「黒崎」水深10ｍ：枠取り量は6109,出現種は

11種であり，湿重量はテングサ類（マクサ47.5％，オバ

クサ39.3％，オオブサ9.3％）が99.6％とそのほとんどを

占めた。テングサ類は混生しており，ヒラクサもわずか

であったが見られた。

ｆ、考察

前回の第８次調査（1987年11月）では枠取り量は93～

1,1389,平均475.39であったのに対し，今回は610～4,8009,

平均2,37339と約５倍に増加していた。これは前回が海

藻類の凋落期であったのに対し，今回は繁茂期であった

事が大きく影響している。そこで，前年同期の第６次調

査（1987年５月）と比較してみると（表11)，今回と前

年同期の枠取り量がほぼ同じであったのは「河の沢」水

深５ｍ，「ネジ」水深10ｍ，「黒崎」水深10ｍであり，大

幅に増加した地点は「トウフ」水深５，，１０ｍ，「河の

沢」水深10ｍであった。枠取り量が前年同期とほぼ同

じであった地点は海藻類の種組成も前年同期とほぼ同じ

であった。

一方，枠取り量が大きく増加した３地点は今回アント

クメの着生量が大幅に増加しており（湿重量で枠取り量

の93.8～99.6％を占める)，これが全体の着生量増加の原

因であることがわかる。

（７）第10次調査（1989年９月，噴火後２年10ケ月）

枠取り調査結果を表12に示した。

ａ．「トウフ」水深５ｍ：枠取り量は6239で，昨年６

月の約1/5であった。これは昨年96.7％を占めたアント

クメが季節的な凋落により減少したためである。代わり

にハリガネが66.6％，タンバノリが25.4％とこの２種で

大部分を占めた。タンバノリは根部のみが残っており葉

部は流失していた。出現種は８種で上記の他にはマクサ，

ツノムカデ，マタボウ，ヒラキントキ，ハネソゾ，ユカ

リが見られた。

ｂ・「トウフ」水深10ｍ：アントクメ（51.0％）とハ

リガネ（38.0％）が大部分を占める珍しい植生であった。

アントクメは根部だけが残っているものも多かったが，

26株/ｍｚ残存していた。１株の平均重量は379で，普通

の大きさであった。アントクメやハリガネの下草として

はシマオウギが大きな部分を占めていた。出現種は１０種

で，上記の他ユカリ，シワヤハズ，キントキ，フクリン

アミジ，チャシオグサ，トサカモドキ，エツキシマオウ

ギが見られた。

ｃ・「河の沢」水深５ｍ：マクサが最も多く35.6％を

占めた。マクサは成育状態が良く，藻質も良好であった。

タンバノリは「トウフ」と異なり一部の葉体が残ってい

た。出現種は12種で，シワヤハズ，キントキ，フクリン

アミジ，シマオウギ等が見られ，シワヤハズの生育が良

好であった。

。．「河の沢」水深10ｍ：枠取り量は2,4219/ｍ２と多

く，アントクメが629％を占めた。アントクメの一部に

は葉部が残っているものもあり，一株の平均重量は66.2

9とかなり大きく株数は23株/ｍ２であった。出現種は１２

種でアントクメとシワヤハズ，キントキ，マクサが混生

し，下草としてシマオウギが着生していた。

ｅ・「ネジ」水深５ｍ：枠取り量は2,2659と「河の

沢」水深10ｍに次いで多く，その49.2％をタンバノリが

占めていた。タンバノリは葉部がしっかり残っており，

「トウフ」＜「河の沢」＜「ネジ」の順に葉部の残存量

が増加する傾向があった。出現種は1o種で，タンバノリ

とハリガネで96.1％を占めた。

表１１第６次・９次調査における海藻枠取り量と主な海藻種（１，２内湿重量）

第９次調査（1998年６月）第６次調査（1997年５月）

枠取量(9)主要海藻

1,800スギノリ，ハリガネ

1,038アントクメ，キントキ

1,263テングサ類，スギノリ

1,540テングサ類
１，０５５キントキ，スギノリ
1,250テングサ類
６９５テングサ類

調査

地点

トウフ

ノノ

河の沢
″

ネジ
″

黒崎

主要海藻

アントクメ

アントクメ

テングサ類

アントクメ

枠取量(9)

3,370

3,250

1,010

4,800

６
０
６
０
５
０
０

１
１
１
１ テングサ類

テングサ類

1,200

６１０
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クメは例年８月から葉部が流失し始め，９月下旬には大

きく減少するが，本年は４月から８月まで平年よりかな

り低い水温が続いたため，９月になっても残存していた

と考えられる。

枠取り地点の周辺では，小転石の上部や，根石下部・

岩盤下部の砂地との境界付近にオオブサが着生しており，

岩表面の白変は見られなかった。

ｂ・考察：３月に幼芽を出したアントクメが低水温

も影響して旺盛に繁茂しており，１，２の枠取り量は第

11次調査の時の3009の12倍に当たる3,7839となった。ま

た，第11次調査で優占種であったオバクサも枠外に多く

みられ，岩や岩盤と砂地との境目にもオバクサが着生し

白変枯死した部分は見られなかった。火砕物堆積量調査

では，スコリアの流出が確認されており，これにより海

藻類はほぼ噴火前にもどったと考えられる。

⑪）潮下帯の海藻のまとめ

水産資源として重要なテングサ類（マクサ・オオブサ・

オバクサ）についてみると，全調査期間を通じて被害漁

場の着生量は少なかった。東京都水産試験場ではテング

サ漁場を評価する基準として，着生量（湿重量/ｍ２）が

1,0009以上をＡ級，1,000～5009をＢ級，5009以下をＣ

級としており，通常Ｂ級以上が漁場として利用される。

スコリアが大量に堆積した「トウフ」～「黒崎」では着

生量5009以下の地点が多く漁場価値は低かった。Ｂ級漁

場とみられる「河の沢」水深5ｍ，「ネジ」水深10ｍ，

｢黒崎」水深10ｍ，について，噴火後初めての繁茂期

ｆ、「ネジ」水深10ｍ：枠取り量は8809で，オバク

サが68.5％を占めた。オバクサ場としてはこの枠取り量

は普通かやや少な目であった。この地点のオバクサは藻

体上に砂塊や海綿が多く付着しており良質ではなかった。

アントクメの１株の平均重量は38.39と平均的な重さで

あったが，株数は３株/ｍ２と少なかった。オバクサの下

草としてシマオウギが着生していた。

９．考察：第８次調査から今回第10次調査までの

海藻類の枠取り量の変化を表13に示した。伊豆諸島北部

での海藻類の枠取り量は唯一の大型コンブ科海藻である

アントクメの現存量によって大きく変化する。アントク

メは秋季に葉部が流失するため，今回の枠取り量は前年

６月に調査した第９次調査より少ない値であったが，

｢河の沢」水深５ｍだけはアントクメが少ない地点であ

るためマクサ，タンバノリの増加により９次調査を上回っ

た。アントクメの少ない時期にあたる第８次調査（１年

１０カ月前）と比較すると明らかに海藻類の現存量は増加

している。植相を見ると「河の沢」水深５ｍと「ネジ」

水深10ｍはテングサ場として安定してきており第９次と

同様テングサ類が主要海藻であった。

（８）第11次調査（1990年12月，噴火後４年１ケ月）

ａ．「ネジ」水深10ｍ：枠取り結果を表14に示した。

海藻類の少ない季節であったため１㎡の枠取り量は300

9と少なく，オバクサが76.3％，マタポウが21.4％を占め

た。枠取り地点よりやや岸寄りの地点ではハリガネ，ナ

ガキントキ(?)が多く見られた。岩盤の基部付近にはま

だ海藻が枯死白変したところや，付着珪藻しか着生して

いないところも多かった。

（９）第１２次調査（1991年９月，噴火後４年10ケ月）

ａ．「ネジ」水深10ｍ：枠取り調査結果を表15に示し

た。

枠取り量は3,7839で，出現種は５種であった。湿重量

ではアントクメが88.6％と大部分を占めていた。アント

表１３海藻類枠取り量の変化（湿重量ｇ）

第８次

87年11月

第９次

88年６月

第１o次

89年９月
調査地点

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

５
，
５
，
５
ｍ

フ
フ
沢
沢
ジ
ジ

ウ
ウ
の
の

ト
ト
河
河
ネ
ネ

４４７

１，１３８

９３

3,370

3,250

1,010

623

1,886

1,614

2,421

2,265

８８０

4.800

416

279 1.200

表１２第１o次調査における枠取結果（1㎡当たりの湿重量）

その他藻類 総着牛量テングサ類 優占種等地点

％
｜
酔

９ ９９

１５

０

５７５

１４６

４０

６０３

ハリガネ（66.6％）タンバノリ（25.4％）

アントクメ（51.0％）ハリガネ（38.0％）

シワヤハズ（21.4％）キントキ（18.8％）

アントクメ（630％）シワヤハズ（200％）

タンパノリ（49.2％）ハリガネ（35.1％）

オパクサ（68.5％）シマオウギ（15.1％）

608

1,886

1.039

2.275

2,225

２７７

623

1,886

1,614

2,421

2,265

８８０

トウフ

トウフ

河の沢

河の沢

ネジ

ネジ

５
０
５
０
５
０

１
１
１

35.6

６．０

1.7

68.5

テングサ類にはマクサ，オオブサ，オバクサを含む。（）内の数字は湿重員パーセント。
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(翌年の春～夏，第６次調査）と２期日（第９次調査)，

３期目の繁茂期（第10次調査）を比較すると，「ネジ」

水深10ｍでは減少，「河の沢」水深5ｍと「黒崎」水深

10ｍでは大きな変化はなく，経時的な増加はみられな

かった（表16)。仮にスコリアの堆積によりテングサに

被害が及んだとすれば，時間の経過と供に資源が回復し，

着生量は増加するはずであるが，今回増加が見られなかっ

たことは，スコリアの堆積がテングサに対して大きな影

響を与えなかったことを示唆している。テングサ類は大

岩の頂上部や岩盤の日当たりの良い場所を中心に着生し，

岩礁の谷の部分には少ない。スコリアは当初一様に海中

に降下したと考えられるが，岩礁の凸部に堆積したもの

は波に流されて谷の部分に集積していく。このため，テ

ングサ着生量が多い部分では一時的にスコリアが堆積し

ても，速やかに流出し，テングサに対する影響は少なかっ

たと思われる。

噴火前の1985年８月に「ネジ」で実施した漁場環境調

査によると，水深５，，１０ｍ共にテングサ類の着生量は

5009/ｍ2以下と少なく，1981年11月に「河の沢」周辺

で実施した４カ所の枠取り調査でも，海藻の凋落期に当

たるとはいえ最高でも2569/ｍ２と非常に少なかった

(表17)。これらのことから，噴火災害漁場のテングサ類

は噴火以前から少なく，岩礁の谷の部分に着生しスコリ

アに完全に埋没・枯死したテングサ量はさらに少ないと

考えられる。

トサカノリはパッチ状に分布する傾向があるため，着

生量を正確に把握するには広い面積を調査する必要があ

り，本調査の1ｍzの枠取りでは被害状況の詳細を知る

ことは難しい。浅海部におけるトサカノリの岩礁上での

着生位置をみると，テングサほど岩の上部に集中せず，

側部や下部にも着生するため，岩の下部にあってスコリ

アに埋没し枯死した株の割合はテングサより高いと考え

られる。

アントクメは直接人間に利用されるわけではないが，

伊豆大島では唯一のコンブ科海藻であり貝類の餌料とし

て重要である。アントクメの分布量が多い水深１０ｍ地

点で，繁茂期である春～夏の着生量を経年比較すると，

｢トウフ」「河の沢」「ネジ」ともに，噴火翌年より２年

目・３年目の着生量が多い。このことから，本種は噴火

により被害を受け，噴火翌年の繁茂期の資源量は減少し

たと考えられる。アントクメは１年Ｉ性の海藻で12月頃か

ら小さな芽生えが見られはじめ，徐々に成長して6～７月

に最長に達したあと先端部から枯死していく。，)本種の

若い藻体は柔らかく，また根部は十分発達していないた

め容易に岩面から剥離する。噴火によるスコリアの降下．

堆積が起こった11月下旬はアントクメの芽生えの時期に

当たり，波浪により移動するスコリアが岩面のアントク

メを削り，藻体数を減少させて行ったものと思われる。

表１６海藻着生量の噴火後経年変化（湿重量g/ｍ,）表１４第11次調査における枠取り調査結果「ネジ」（１，２）

備考 ﾃングサ種名 湿重量９ ％ アントクメ

河の沢ネジ黒崎トウフ河の沢ネジ

水深（、）５１０１０１０１０１０

草丈5～15cｍ7６．８

２１．５

１．２

０．５

＋

＋

＋

＋

＋

キドモ
サ

カ
グ

サ
ジ
シ
リ

ト
ミ
ザ
ノ
リ
モ

タ
ア
カ
バ
ノ
ゴ

サ
ウ
ガ
ン
ト
ス
ラ
ン

ク
ポ
デ
リ
リ
イ
ウ
バ
サ

バ
タ
ッ
ク
カ
ヌ
ギ
ャ
節

オ
マ
ャ
フ
ュ
キ
カ
ジ
有

８
２
５
５
＋
＋
＋
＋
＋

８
４
３
１

２
６

２

'87/5-6

,88/６

'89/９

610

590

450

3050

９６２

１１６９

４７８０

１５２５

0

430

115

560

480

575

1１６０

６５０

６０３

藻
上
に
付
着

「
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ

表１７噴火前の海藻着生量（湿重量g/m2）

合計 298１００
1981/11/５1985/8/2２調査日

地先名

水深(、）

ネジネジ河の沢１河の沢２河の沢３河の沢４

５１０５５５５表１５第１２次調査における枠取り調査結果「ネジ」（１，２）

比率（％）種名湿重員（９）

６
５
５
２
６

３
１
１

２
５

マクサ

オオブサ

オバクサ

トサカノリ

アントクメ

ハリガネ

その他

300

360

88.6

30.4

58.2

10.0

１．３

3,350

2,200

1,150

３８０

５０

２

１

アントクメ ７１１０４

８

４２

２７８４２１

５
８

うち葉部

根部
1１２６

キントキ

ユイキリ

ハリガネ

ベニヒバ

299

289

2０８１０８０

２７５

計１６３４１７１５３９１５３３６０１７７４合

合計 99.93,7839
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３－３潮間帯の海藻類（イワノリ・ハバノリ）

1）方法

冬季の磯の重要な海藻資源であるイワノリ（マルバア

マノリ・オニアマノリ等)，ハバノリの生育状況を，第

２次調査と第８次調査の中で海岸の目視により調査した。

第２次調査は，避難生活を終え帰島した1986年12月２０

～21日に伊豆大島全域７ケ所（図7）の海岸で実施した。

ほぼ１年後の1987年11月１６．１８日に三原山が再噴火し

火山灰を放出したため，１１月19日に第８次調査として再

度大島全域11ケ所（図14）で調査した。また，この火山

灰は硫黄酸化物の含有量が多く酸性度が高い（東京都農

林水産部）とのことであったため調査場所付近の海水の

ｐＨをｐＨ試験紙（ＣＲ法）で測定した。

2）結果

（１）第２次調査（1986年12月，噴火後１ケ月）

海岸へのスコリアの堆積は「ミミズ浜｣，「荷揚げ場」

の２ケ所で見られた。

イワノリの中ではオニアマノリが「泉津漁港」・「ミ

ミズ浜」で，ハバノリは「ミミズ浜」のみで見られたが，

両種ともまだ繁茂量が少なく，漁獲できる量ではなかっ

た。他の地先では両種とも認められなかった。

（２）第８次調査（1987年11月，噴火後１年）

調査結果を表18に示した。

火山灰，スコリアはほとんどの海岸で認められず，あっ

5kｍ０
１Ｈ

図１４第８次調査地点

表１８第８次調査における潮間帯目視観察結果

火山灰の有無 その他海藻着生状況海岸名

イワノリ，ハバノリの着生確認

イワノリ葉長0.5ｃｍ

ハバノリ葉長3～8cｍ

ｐＨ８．４，アオサ，ヒジキ，イソガニ，タマキビを確
認。磯釣り客２名，イシダイ１尾釣獲

カキハラ

無

両種の着生確認。

イワノリ葉長8～15ｃｍ

ハバノリ葉長2～3cｍ

ｐＨ８．２，イソガニ，ショウジンガニ，タマキビ，ア
オサを確認。

泉津漁港

(テトラポット） 無

イワノリ葉長0.5ｃｍ未満

ハバノリは認められず。
ｐＨ８．４，イソガニ，クポガイを確認。無

オタイネ

微少量フノリ，サイミ，タマキビを確認。イワノリ葉長0.5ｃｍ未満ケイカイ

無ｐＨ８．４，アオサ，タマキビを確認。イワノリ葉長0.5ｃｍ未満イズミ浜

無ヨメガカサ,アオサを確認。両種とも認められず。長根浜

元町前浜

(テトラポット）
イワノリ葉長0.5ｃｍ未満 無

微少量ｐＨ８．４，タマキビ,サイミを確認。イワノリ葉長0.5ｃｍ未満野増漁港

微少量ｐＨ８．４，イソガニ，タマキビを確認。千波崎 両種とも認められず。

4,ピ ｐＨ８０，イソガニ，タマキビ,サイミを確認。ＪＯ、、両種とも認められず。ツヅキネ

イワノリ葉長0.5ｃｍ未満 無アオサ，ヨメガカサ,アオガイを確認。トウシキ

－３０－



てもきわめて少量であった。

イワノリ，ハバノリの着生が見られなかった海岸は調

査地点１１ケ所の内「ツヅキネ｣，「千波崎｣，「長根浜」の

３ケ所であった。

イワノリは「泉津漁港」外のテトラポットで葉長８～

15ｃｍに成長していたがその外の地点では全て葉長0.5ｃｍ

未満と短く，生育初期の段階であった。

ハバノリは２ケ所で着生が認められ，「カキハラ」で

は葉長３～８ｃｍとやや成長していたが，「泉津漁港」で

は２～３ｃｍと漁獲不可能な生育段階であった。

ｐＨについては各海岸とも8.0～8.4と通常の値を示し，

特に異常は認められなかった。

3）考察

（１）第２次調査

イワノリ，ハバノリは「泉津漁港｣，「ミミズ浜」の２

ケ所以外では認められず，この２地点でも着生量は例年

より少なかった。イワノリ・ハバノリは海水温が低めで

あり，かつ風波による海水の飛沫が十分に懸かる時に良

好な成長を示す。1986年の海況は秋から初冬にかけて海

水温が例年より高めに経過し，季節風も弱かったため例

年より生育が遅れていると考えられた。

噴火の影響を考えると，スコリアが大量に降下した

｢トウフ」～「黒崎」の海岸線はほとんどが崖であるた

め火砕物はすぐに洗い流されて，噴火によるイワノリ，

ハバノリヘの影響はほとんど無いと考えられた。

（２）第８次調査

火山灰が各海岸に数ｍｍ降下したと言う,情報であっ

たが，潮間帯付近にはほとんど認められなかった。これ

は降下量がごく少なかったためと，１１月18曰の降雨（４０

ｍｍ）により堆積物が流失したためと考えられる。

イヮノリ，ハバノリは昨年同様葉体が生育し始めたば

かりの海岸が多く，漁獲できる長さには成長していなかっ

たが。これは例年より高い海水温と弱い季節風に原因が

あると考えられる。その他の生物（イソガニ，ショウジ

ンガニ，タマキビガイ，アオサ）も通常と変化はなく，

海水のｐＨにも異常は認められなかったため，1987年１１

月の噴火による降灰は潮間帯生物に特に影響を及ぼさな

かったと思われる。

３－４魚類相

1）方法

1986年12月１７～20日にかけて，SCUBA潜水により

図７に示す16地点の水深５～15ｍの範囲で魚類相の目視

観察を行った。

2）結果および考察

大島東側の５地先でスコリアの堆積が見られ，そのう

ち４地先では大石と大石の間が埋め尽くされ，そのため

ハ夕類，メバル等の穴を住み場所とする魚類の生,息場は

消滅した。

目視観察で認められた魚類は48種であり，そのうち大

島で水産上有用な種はブダイ，メジナ，イシダイ，イシ

ガキダイ，タカベの５種であった。これａの魚類はスコ

リアの堆積に関係なく各地先に出現しており，今回の噴

火によって魚類相が大きく変化した形跡は感じられなかっ

た。

各地先の出現種を表19に示した。タカベについては

｢黒崎」でわずか１個体を認めたのみであり，イサキは

見ることができなかった。スコリアのうち，微細な物は

鯛等に突き刺さってこれらの魚類に悪影響を及ぼしたこ

とも考えられるが，冬季で両種が少ない時期のためはっ

きりした結論は出せなかった。スコリアに覆われて海底

環境が大きく変化した地先では，餌料生物相の変化を通

して魚類相への影響が現れることも考えられる。
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表１９第２次調査（1986年12月）により確認した魚類種

種数合計 1９１７１７１９２２２１１２１４１０１９１４１８１３１４１０１８
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３－５フクトコブ.シ

1）方法

第２次調査では，図７に示す16地点でＳＣＵＢＡによる

目視観察，サンプル採集，生貝の鯛組織の顕微鏡観察を

実施した。

第３次調査以降はSCUBA潜水によい定点周辺の漁

場環境を目視観察し，転石帯が存在する「トウフ｣，「何

の沢｣，「ネジ」の水深５ｍ付近と「黒崎」水深10ｍの４

地点で，転石帯に２ｍ×２ｍのロープ枠を張り，枠内に

生息するフクトコブシを全て再捕し，生息数，殻長，個

体重量を調査した。

2）結果および考察

（１）第２次調査（1986年12月，噴火後１ケ月）

ａ．「チュウキイシ｣，「バナカ｣，「前浜｣，「野田浜｣，

｢小ロ鼻｣，「ゼンマ下｣，「アシカ根｣，「公園下｣，「ハカ

バ下」：伊豆大島の北東部から西側にかけての上記９地

点では，スコリアによる漁場への影響はなく，フクトコ

ブシの大量蕊死等は見られなかった。

ｂ・「ミミズ浜」：調査地点の北側は砂地で，南側は

岩盤上の転石地帯となっている。水深６～10ｍの転石地

帯の凹所や大岩の下部の一部には大きな物で長径10ｃｍ

ほどの火砕物が集積しているが，付近にフクトコブシの

死殻は見られず，火砕物によるフクトコブシヘの直接の

影響はなかった。

水深６ｍより浅いところでは火砕物はあまり見られず

漁場環境にも変化はなく，付近の転石の下にはフクトコ

ブシが生,息していた。

ｃ，「トウフ」：水深１２～13ｍ付近では根石の間はス

コリアで埋められ，フクトコブシ漁場となる転石はみら

れない。スコリアの上にはフクトコブシの死殻が見られ，

約30分の潜水調査中に12個（平均殻長559ｍｍ，殻長範

囲41.1～67.3ｍｍ）を採集した。

水深５ｍより浅い海底ではスコリアは少なくなり転石

が見られるようになるが，フクトコブシは転石の下や岩

の隙間に僅かに見られるにすぎなかった。

。．「河の沢」：水深１２ｍ付近では海底一面にスコリ

アが堆積し，スコリアの表面にはフクトコブシの死殻が

見られたｑ死殻の量は「トウフ」より少なく，約20分の

潜水で４個（平均殻長72.5ｍｍ，殻長範囲70.9～74.2ｍｍ）

を採集した。

フクトコブシは僅かに残った岩と岩の問に少し見られ

るだけであった。

ｅ・「ネジ」：水深15ｍ付近の海底はスコリアが一面

に堆積し，根石の上部だけがスコリアから突出している

だけで転石は見られない。堆積したスコリアの表面には

フクトコブシの死殻がみられ，調査中に７個（平均殻長

53.2ｍｍ，殻長範囲41.1～59.4ｍｍ）を採集した。死殻の

量は「河の沢」周辺より多かった。

岸寄りの水深５～６ｍ付近ではスコリアの量は少なく

転石も見られ，転石の下には僅かにフクトコブシが生`息

していた。

ｆ，「黒崎」：水深10ｍより浅い海底は根石の間に転

石が分布している。岩の間にはスコリアが堆積している

が付近にフクトコブシの死殼は見られず，転石の下には

1～３個のフクトコブシが生息し，スコリアによるフク

トコブシヘの直接の影響は出ていない。

９．「フナアゲ」：水深８ｍ付近から転石帯となる。

沖側水深12ｍ付近の，根石と北側の砂地が接する場所

では部分的に火砕物の堆積が見られたが，岸側の転石帯

には火砕物はほとんど見られず，フクトコブシの死殻も

なく，火砕物によるフクトコブシヘの直接の影響は出て

いなかった。

ｈ・考察

火砕物によるフクトコブシ資源への直接の影響が見ら

れたのは，大島東側の「トウフ」から「黒崎」にかけて

であった。スコリアの堆積は水深10～13ｍで最も多く，

フクトコブシの生息場となる転石帯は全てスコリアで埋

まっている。従って，スコリア下の漁場に生`息している

フクトコブシは大きな影響を受けたと考えられる。

被害の大きい「トウフ｣，「河の沢｣，「ネジ｣，「黒崎」

の４地点でのスコリアの海底での堆積状況を見ると，岸

側の浅場では少なく，沖側の水深10ｍ以深で多かった。

これは，噴火から調査までの１ケ月の間に岸側に積もっ

たスコリアが沖側に移動したためと考えられる。このこ

とから，水深10ｍ以深で観察されたフクトコブシの死

殻は，水深10ｍ以浅の漁場に生`息していた貝が噴火直

後に堆積したスコリアにより死にその後沖側に運ばれた

ものと考えられる。フクトコブシの死殼と共に採取され

たアワビの死殻の種類が，水深５ｍ付近の浅場に主とし

て生息するクロアワビだけであったこともこれを裏付け

ている。岸側の浅場でのフクトブシの被害状況は，１９８３

年三宅島噴火の時に三宅島の南東部で見られたような壊

滅的なもの8)ではなく，転石の下或いは岩の間には僅か

ではあるがフクトコブシは生き残っていた。
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表２０第３次調査におけるフクトコブシ枠取り結果

重量（９）殻長（ｍ、）生`皀数

（個）

調査地点

平均範囲平均範囲総重量地先水深、

279.9

823.1

184.7

580.2

５２．９

10.9-69.6

13.-100.2

32.6-82.4

6.2-47.9

19.7-33.2

25.4

48.4

61.6

18.7

26.5

42.1-79.8

49.1-87.1

64.0-82.0

37.0-70.3

51.9-65.3

56.3

68.8

74.6

51.8

58.6

１
７
３
１
２

１
１
３

５
５
５
０
５

１

トウフ

河の沢

ネジ

黒崎
″

フクトコブシの死亡原因を調べるために，被害を受け

た漁場に生き残った貝を採集して鯛の顕微鏡観察を行っ

た。鯛弁の周りの粘液中に長径50～150ノリの火山灰らし

い黒い固形物が見られたが，組織へ影響を及ぼすほど多

くはなかった。従って，1983年三宅島噴火の時に見られ

た鯛組織への直接の影響による死亡の可能性は低く，む

しろスコリアの堆積により埋没し，呼吸困難を起こして

死亡した可能性が高い。

（２）第３次調査（1987年１月，噴火1.5ケ月後）

本調査で設定した８定点のうち，「トウフ」の岸側，

｢河の沢」の岸側，「ネジ」の岸側および「黒崎」の沖側，

岸側の合計５定点で枠取りを行い”調査結果を表20と図

15に示した。

ａ．「トウフ」水深５ｍ：根石が発達し，転石は根石

の間に点在する。枠取りを行った転石帯には，スコリア

は見られなかったが，周囲には部分的に集積している所

もあった。

ほとんどの転石下には，１～２個体のフクトコブシが

生`息していた。枠取り結果は，生,皀数11個体，平均殻長

56.3ｍｍ，平均重量25.49,総重量279.99であった。

ｂ・「トウフ」水深10ｍ：一面スコリアが堆積し，ス

コリア上には埋まった根石の頂上部分だけが露出し点在

している。フクトコブシの生息に適した転石帯は見あた

らない。今回の調査でも死殻が見られた。

ｃ、「河の沢」水深５ｍ：「トウフ」岸側の漁場とほ

ぼ同様な漁場環境であるが，根石と根石の間の転石は

「トウフ」よりも密に重なりあっている。ほとんどの転

石下に１～数個体のフクトコブシが生息している。

枠取り結果は，生,皀数17個体，平均殻長68.8ｍｍ，平

均重量48.49,総重量823.19であった。図15に示したとお

り，当漁場の場合殻長70ｍｍ以上の大型貝が多かった。

。．「河の沢」水深10ｍ：「トウフ」の沖側とほぼ同

様な漁場環境を示し，一面スコリアが堆積し，根石の頂

部が点在している。転石は見られないが，岩と岩の接す

る間隙や，岩と海底が接する間隙等にはフクトコブシが

(個） (個）

０
８
６
４
２

１０
８
６
４
２

１

｢河の沢」水深5ｍ｢トウフ」水深5ｍ個
体
数

2０３０４０５０６０７０８０９０２０３０４０５０６０７０８０９０
０
８
６
４
２

１ ０
８
６
４
２

１

｢黒崎」水深5ｍ｢ネジ」水深5ｍ個
体
数

2０３０４０５０６０７０８０９０２０３０４０５０６０７０８０９０

殻長（ｍ、）
｢黒崎」水深１０ｍ

０
８
６
４
２

１

個
体
数

２０３０４０５０６０７０８０９０

殻長（ｍ、）

図１５フクトコブシ枠取り貝殻長組成（第３次調査４㎡内）

生息し，多いところでは４～６個体かたまっていた。

ｅ・「ネジ」水深５ｍ：根石帯でその間に転石が点

在するが，スコリア中に埋まったものが多い。転石上に

海藻は少なく，その下にもフクトコブシはあまり見られ

ず，４，２内の生,息数も僅か３個体であった。生息貝の平

均殻長は74.6ｍｍ，平均重量61.69,総重量184.79であっ

た。

ｆ「ネジ」水深10ｍ：散在する根石の周りをスコ

リアが－面覆っている。部分的に転石が見られ，その下

にはフクトコブシが１～２個体生息している。また，根

石が重なる隙間にもフクトコブシの生`息が見られた。し

かし，生息量は「トウフ｣，「河の沢」の岸側域の定点周

辺より少ない。

９．「黒崎」水深５ｍ：根石の間にある転石帯で枠

取りを行った。転石の周りにはスコリアが見られるが少

なく，転石上，根石上には海藻が多く生えている。転石

下にはフクトコブシは殆ど見られず，枠取り結果も僅か
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<，フクトコブシの生`息条件としては好適とは言えない。

。．「河の沢」水深10ｍ：スコリアに覆われ大石だけ

が表出し，転石は見られない。しかし，大石の隙間には

僅かではあるがフクトコブシが観察された。

ｅ・「ネジ」水深５ｍ：転石は砂礫中に埋もれたも

のが多く，フクトコブシの生息に適した転石は少ない。

僅かに存在する転石下を見てもフクトコブシは殆ど生`息

していなかった。４，２枠取り結果も僅か２個体であった。

ｆ「ネジ」水深10ｍ：漁場環境は「河の沢」の沖

側と同様に，スコリアに覆われフクトコブシの生息に適

した転石は見られない。しかし，点在する大石の隙間に

は僅かにフクトコブシが生,息していた。

９．「黒崎」水深10ｍ：前回調査時と殆ど変化なく，

定点付近に分布する転石下には多い所で３～５個体フク

トコブシが生息し，４，２枠取り結果も調査地点中最も

多い18個体が採集された。

ｈ・考察：今回の調査では，沖側の大石の間隙にこ

れまでより多くのフクトコブシが見られるようになって

きた。これは，スコリアの影響を逃れて岩の間隙の奥に

いたものが出てきたためと考えられる。これに対し，岸

側では前回調査に比較し，目視観察，枠取り調査結果と

もフクトコブシの生息量は減少した。これは，再開され

た漁獲による影響と考えられる。

（４）第６次調査（1987年５月，噴火後６ケ月）

枠取り調査を実施した「トウフ」水深５ｍ，「河の沢」

水深５ｍ，「ネジ」水深５ｍと「黒崎」水深10ｍの結果

を表22に示した。

ａ．「トウフ」水深５ｍ：フクトコブシの生,息漁場環

境は，前回調査時と殆ど変化はない。

ｂ・「トウフ」水深10ｍ：大岩の間隙に僅かに生息し

ているだけで，岸側の大石の間の中・小の転石下にもあ

まり生息せず，４，２の枠取り結果も僅か３個体で，前回

の半分に減少した。

ｃ、「河の沢」水深５ｍ：前回調査時と同様生`皀量は

Ｏであった。枠取り地点周辺の転石下を観察したが１個

2個体であった。

生息貝の，平均殻長は58.6ｍｍ，平均重量26.59,総重

量52.99であった。

ｈ・「黒崎」水深10ｍ：枠取りは岩盤の比較的広い

凹部に出来た転石帯で行った。転石の周りにはスコリア

が堆積しているが少ない。転石下にはフクトコブシが生

息し，多いところでは一つの転石下に４～６個体見られ，

枠取り結果も，生息数31個体と今回調査定点中最も多かっ

た。生息貝の平均殻長は51.8ｍｍ，平均重量18.79,総重

量580.29と，他の枠取り地点に比べ小型貝が多かった。

ｉ・考察

今回定点を設定した４地先８地点のうち，フクトコブ

シ漁場への被害が大きかった場所は，「トウフ」水深

10ｍ，「河の沢」水深10ｍ，「ネジ」水深10ｍの３地先３

地点で，フクトコブシの主生息域となる転石は全てスコ

リア下に埋没してしまった。しかし，スコリア上に点在

する根石の重なった隙間等には，フクトコブシの生息が

僅かに見られた。

４地先のうち水深５ｍより浅い岸側域では，スコリア

が僅かに堆積しているが漁場の被害は少なく，散在する

ほとんどの転石下には１～数個体のフクトコブシが生,息

していた。

今回調査で定点を設けた４地先８地点の漁場のうち，

岸側域では，陸上からのスコリア等の流入がなければ漁

場の回復は早いと考えられた。しかし，スコリアが大量

に堆積している水深10～15ｍの沖側漁場の被害は大き

く，また回復の見通しも不明であった。

（３）第５次調査（1987年４月，噴火後4.5ケ月）

枠取り調査を実施した「トウフ」水深５ｍ，「河の沢」

水深５ｍ，「ネジ」水深５ｍと「黒崎」水深10ｍの結果

を表21に示した。

ａ．「トウフ」水深５ｍ：主生`皀域となる中・小の転

石は大石に囲まれた部分にわずかに分布するだけで少な

く，その下には，フクトコブシが１～２個体見られ，

４，２枠取りでは６個体採取した。

ｂ・「トウフ」水深10ｍ：大石の間にわずかに点在す

る転石下に，多い所では４～５個体のフクトコブシが生

息し，また大石の割れ目や隙間にもわずかではあるが見

られ，岸側よりもフクトコブシの生息量は多かった。

ｃ・「河の沢」水深５ｍ：生`息量はＯで，周辺に散在

する転石下を観察したがフクトコブシは全く見られなかっ

た。当地点に分布している転石は重なり合ったものが多

表２１第５次調査におけるフクトコブシ枠取り結果（４，２）

殻長（ｍ、）生息重量

（９）

生`皀数

（個）

調査地点

平均最大最小地先水深、

204.7６３．５７０．５５４．５

６
０
２
８
１

５
５
５
０
１

トウフ

河の沢

ネジ

黒崎

57.2６７．６46.8

48.0６２．２２５．４

49.8

277.6
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海底は，根石・大石帯であり，フクトコブシの生息に

適した転石は少なかった。また，わずかに点在している

転石の下部にもフクトコブシを確認することはできなかっ

た。

ｃ・「河の沢」水深５ｍ：転石が密に分布し，積み重

なっている所も多く，スコリアはその積み重なった転石

の間に僅かに分布していた。

４㎡の枠取り調査では４個体を採集し，殻長は47.9～

68.9ｍｍ，平均63.4ｍｍ，総重量12209であった。

。．「河の沢」水深10ｍ：海底には根石や大石が分布

し，その間にスコリアが堆積していた。転石は散在して

いたがその量は少なかった。

転石帯における４，２の枠取りでは「トウフ」水深５

ｍ付近と同様にわずか１個体しか採集できなかった。

ａ「ネジ」水深７ｍ：根石と大石が卓越し，人力

で動かせる大きさの転石は少なかった。わずかに存在す

る転石の下面を観察すると１～２個体フクトコブシの付

着しているのが見られた。

４㎡の枠取りでは６個体が採集され，その殼長は62.4～

82.9ｍｍ，平均72.0ｍｍ，総重量は290.69であった。

ｆ「ネジ」水深10ｍ：根石の周辺は砂礫が卓越し，

フクトコブシの生息に適した転石は見られなかった。

９．「黒埼」水深10ｍ：定点付近は転石が多く分布

し，フクトコブシの漁場となっている。ほとんどの転石

には数個体のフクトコブシが着生していた。

４，２の枠取りでは23個体採集さね殻長は37.3～67.0ｍｍ，

平均53.0ｍｍ，総重量44139であった。これらのフクト

コブシのうち昨年の発生群と思われる稚貝は２個体であ

り，その殻長はそれぞれ42.2,37.3ｍｍであった。これ

らの貝は噴火直前に生まれた個体である。

ｈ・考察

今回の調査では，フクトコブシの生,息数は第６次とほ

ぼ同様で，スコリアの堆積により漁場被害を受けた「ト

ウフ」から「ネジ」にかけては，漁獲の影響もあって生

息量はきわめて少なかった。しかし，スコリアの堆積が

体しか確認できなかった。定点周辺の岩上には小型の紅

藻類を主体に多くの海藻が生え，漁場環境は良好なとこ

ろである。生息量が少なかったのは漁業者の漁獲による

ものと考えられる。

。．「河の沢」水深10ｍ：前回と殆ど変化なく，大石

の隙間にはフクトコブシが観察された。また，調査地点

周辺でフクトコブシの死殻３個を採取した。

ｅ・「ネジ」水深５ｍ：定点周辺で，点在する中・

小の転石下を観察してもフクトコブシは前回調査時同様

に殆ど発見できず，４，２枠取り結果も２個体であった。

ｆ・「ネジ」水深10ｍ：定点周辺も前回に比べ変化

はみられず，フクトコブシは点在する大石の間隙に僅か

に生`息しているのが観察されただけであった。

９．「黒崎」水深10ｍ：フクトコブシ生息量は今回

調査地点中で最も多く，ほとんどの転石下に数個体ずつ

生息しており，４，２枠取り結果も23個体で，前回の１８

個体より５個体増加した。

ｈ、考察

前回調査と比較してフクトコブシの生』息漁場環境に大

きな変化は見られず，岸側漁場には転石帯が散在するが，

｢黒崎」を除く沖側の水深10ｍ周辺では一帯にスコリア

が堆積し，フクトコブシの生息域は点在する大石の隙間

だけとなっていた。

フクトコブシの生息量は，岸側では漁獲による影響で

少なくなっていたが，沖側では漁獲の影響が小さく，余

り変化は見られなかった。

（５）第８次調査（1987年11月，噴火後１年）

枠取り結果を表23に，殻長組成を図16に示した。

ａ．「トウフ」水深５ｍ：根石や大石が密に分布し，

その間に転石が散在している。転石は積み重なったもの

が多く，フクトコブシの好む砂上の転石は少ない。４，２

の枠取り調査でもわずか１個体しか採集できなかった。

ｂ・「トウフ」水深10ｍ：スコリアはほとんど流出し

てなくなり，海底には根石や巨岩が分布し，噴火以前の

状態に回復してきている。

表２３第８次調査におけるフクトコブシ枠取り結果（4㎡）
表２２第６次調査におけるフクトコブシ枠取り結果（４㎡）

調査地点 生`皀数

（個）

生,息重量

（９）

殻長（ｍ、）
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（個）

牛息重量

（９）
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布し，転石は少なく，枠取りは実施しなかった。目視観

察ではフクトコブシは確認できなかった。

ｅ・「ネジ」水深10ｍ：定点周辺はスコリアが依然

として堆積し，フクトコブシの生,息できる転石は無かっ

た。

ｆ・「黒崎」水深10ｍ：定点周辺は転石が多く分布

し，調査時には漁獲により人為的に起こされたと思われ

る転石があった。

枠取りでは37個体が採集された。平均殻長は28.4ｍｍ，

総重量は279.99であり，このうち昨年の発生貝は27個体

と多かった。枠取り結果は前回より14個体増加し，総重

量では逆に247.79減少した。

９．考察

前回の第８次調査に比べ枠取りを行った全ての地点で

採集個体数は増加した。これは，前年秋の発生貝が成長

し採集にかかるようになったためで，その割合は「トウ

フ」水深５ｍ付近で５個体のうち４個体，「河の沢」水

深５ｍ付近で18個体のうち17個体，「黒崎」水深10ｍ付

近で37個体のうち27個体であった。これらの前年発生貝

の殻長は10.7～41.6ｍｍ，平均で20.9ｍｍであった。

前年同時期（第６次調査）には，スコリアの堆積が少

なかった「黒崎」水深10ｍ以外の地点では，前々年発

生のｏ歳貝は出現しなかった。今回は上記のように採集

少なく漁獲強度が弱い（水深が深いため）「黒崎」水深

10ｍでは，フクトコブシの生息量は多かった。

海底に堆積したスコリアは減少し，岸側に分布してい

る転石帯にはほとんど残ってはおらず，フクトコブシの

生息環境はほぼ回復した。また，地先によりその生`息量

に多少はあるものの親貝も残存しているため，資源の回

復は，順次進んで行くものと考えられた。

（６）第９次調査（1988年６月，噴火後1.5年）

枠取り結果を表24に，採集個体の殻長組成を図17に示

した。

ａ．「トウフ」水深５ｍ：枠取りは定点近くの転石帯

で行った。枠取りでは５個体が採集され,平均殻長は29.7

ｍｍ，総重量3539であった。前回第８次調査に比べ，今

回は４個体増加した。採集された５個体のうち４個体は

殻長30.0ｍｍ以下と小さく，昨年（1987年）秋の発生貝

(０歳貝）であった。

ｂ・「トウフ」水深10ｍ：定点周辺のスコリアはほぼ

消失し，海底には根石・巨岩が分布していた。しかし，

周辺にはフクトコブシの生息に適した転石はなく，根石・

巨岩にはフクトコブシは生息していなかった。

ｃ、「河の沢」水深５ｍ：枠取りでは18個体採集され，

平均殻長は27.1ｍｍ，総重量99.09であった。このうち，

昨年の発生貝は17個体あり，成長のよい個体は殻尉０．０ｍｍ

にも達していた。

。．「河の沢」水深10ｍ：定点周辺は根石・巨岩が分
表２４第９次調査におけるフクトコブシ枠取り結果(4㎡）

殻長（ｍ、）生息数

（個）

生息重量

（９）
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１０．７

29.7

27.1

28.4

61.2

69.5

69.4

３５．３
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１
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図１６フクトコブシ枠取り貝殻長組成（第８次調査４㎡内） 図１７フクトコブシ枠取り貝殻長組成（第９次調査４，２内）
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アを良く洗い，試験開始から10分毎に投入し，厚さ２～

3ｃｍずつ増加させた。

ｃ・結果：１０月26日13:20に試験を開始し，４０分後に

はスコリアの層厚は13～15ｃｍとなり転石は完全に埋没

したが，フクトコブシの這いだしは見られなかった。１７：

００の消灯後，１８:40分の観察時にも這いだしは見られな

かった。２７日09:００には２個体が水槽壁面とスコリアの

境界部に付着していた。２８日０９:００に堆積させたスコリ

アを取り除いたところ，２個体の内１個体は蕊死し，残

る１個体は瀕死の状態であった。

以上のように，スコリアに埋没したフクトコブシ４個

体の内，２個体は転石からスコリアの中を移動して壁面

に達し生存したが，２個体は埋没したまま整死に至った。

（９）フクトコブシのまとめ

噴火１ケ月後の第２次調査では，水深10ｍ付近でフク

トコブシの新しい死殻を多数確認しており，これらはよ

り浅い地域で死んだ個体が流されて来たものと推定され

たが，1.5ケ月後の調査では「トウフ」「何の沢」の浅部

(水深5ｍ付近）でかなりの生息が認められた。浅部では

波が強いため，堆積したスコリアの相当量が比較的短期

間に沖側へ流出し，このことがフクトコブシの一部が生

残した要因と思われる。「トウフ」「河の沢」の浅部に生

き残ったフクトコブシは噴火翌年の１月から５月にかけ

て漁獲の影響と思われる個体数の減少が起こっている。

水深10ｍ付近についてみると，「トウフ」～「ネジ」

ではスコリアが噴火9.5ケ月後まで厚く堆積したため，

大部分のフクトコブシは蕊死したと思われる。「トウフ」

｢何の沢」ではスコリアが流出し，海底地形が噴火前の

状態に戻っているにもかかわらず，噴火３年後でも生`息

量は僅かであった。これは，同地点にトコブシの住み場

所となる転石が少ないためで，もともとトコブシ漁場と

しては優良ではなかったと考えられる。

通常，春～夏になると，前年秋産まれの稚貝が成長し

採集にかかるようになるが，噴火翌年の４．５月（５．

６次調査)には０歳貝は全くみられなかった。噴火のあっ

た1986年産の稚貝は1987年11月の第８次調査で初めて採

されたフクトコブシの多くが０歳貝であり，このことは

フクトコブシの再生産がこれらの地先で順調に行われて

いる証拠と言え，以後資源は順調に回復して行くものと

思われた。

（７）第10次調査（1989年９月，噴火後２年10ケ月）

枠取り結果を表２Ｓに示した。

ａ．「トウフ」水深６ｍ：人手で動かすことができる

転石下には，トコブシが１～２個体生`息していた。

枠取り調査では２個体採集し，殻長57.0ｍｍと57.2ｍｍ

でいずれも成貝であった。

ｂ・「トウフ」水深11ｍ：大転石・根石の間隙等には

フクトコブシが少し見られた。

ｃ・「河の沢」水深６ｍ：重なった転石の下の石には，

比較的多くのフクトコブシが生息していた。枠取り調査

では，今回調査地点中最も多い21個体を採集した。その

うち半数以上の１２個体は昨年発生貝で，平均殻長40.1

ｍｍ，最大殻長45.6ｍｍ，最小殻長343ｍｍで，良好な成

長を示していた。

。．「河の沢」水深10ｍ：根石地帯でフクトコブシの

生`息に適した転石帯はみられなかった。

ｅ・「ネジ」水深８ｍ：根石が発達し，その周りに

は小転石が分布し，トコブシの生息に適した漁場環境を

呈していた。しかし，転石下には殆どフクトコブシは見

られず，枠取り調査でもわずか１個体しか採集されなかっ

た。

ｆ・「ネジ」水深13ｍ：フクトコブシの生`息に適し

た転石はほとんど見られなかった。

９．考察

前回第９次調査と比較して，「河の沢」の岸側水深６

ｍで枠取り採集個体数が18個体から２１個体に増えた。

前回調査では，採集18個体中17個体が前年発生貝であっ

たが，今回の調査でも昨年同様に前年発生貝が多く採集

され，順調に資源の添加が行われていることを伺わせた。

（８）スコリア埋没試験

ａ、目的：スコリアの堆積により埋没したフクトコ

ブシの行動を明らかにする。

ｂ・方法：1995年10月26～28日に大島分場屋内で実

験を行った。３０２ポリカーボネイト水槽に海砂を約２ｃｍ

敷き，高さ約15ｃｍの転石１個を中央に設置し，フクト

コブシ４個体，へソアキクポガイ８個体，バテイラ８個

体を付着させた。砂ろ過海水の流水飼育とし，弱いエアー

レーションを施した。大島東部の陸上に堆積したスコリ

表２５第10次調査におけるフクトコブシ枠取り結果(4㎡）

調査地点 生息数

（個）

生息重量

（９）

殻長（ｍ、）

地先水深、 平均最大最小

トウフ

河の沢

ネジ

６
６
８

２
１
１

２

３５．３

99.0

279.9

57.1

50.7

35.3

57.2

77.6

35.3

57.0

34.3

35.3
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表２６大島周辺のフクトコブシ生`息量集され，採集数は「黒崎」で僅かに２個体のみであった。

噴火前の1984年.1985年に実施した大島周辺漁場環境調

査（表26）で，フクトコブシを１個体/ｍ２以上採集した

地点の０歳貝の割合をみると，平均245％で，第６．８

次調査における稚貝の割合（平均1.1％）を大きく上回っ

ている。これらにより1986年秋に産まれた稚貝は十分成

長する前に11月２１～23日の噴火に伴うスコリアの堆積に

よって多くが莞死したと考えられる。

一方，翌1987年産の稚貝は1988年６月に「何の沢」で

17個/４，２，採集個体の94.4％，「黒崎」で２７個/４，２，７３０％

を占め，逆に稚貝の割合が高くなっていた。この原因は

1986年産の貝が噴火によって蕊死したため，親貝数が減

少したこと，スコリアの堆積によって付着生物が死滅し

稚貝が着底・成長し易い平滑な岩面が増えたことなどに

よるものと思われる。

以上をまとめると，スコリアの堆積した「トウフ」～

｢黒崎」では当初浅部（水深５ｍ付近）では成貝の一部

と稚貝の多くが死滅し，深部（水深10ｍ付近）では

｢黒崎」を除き成貝・稚貝の多くが死滅した。

その後，浅部では噴火翌1987年には生き残ったフクト

コブシを対象とした漁業が始まり，これにより生息密度

が減少した。翌々年1988年には噴火年(1986年)の発生量

が非常に少なかったため成貝が少なく，1989年になって

成貝数が増加した。しかし，漁獲の中心は２．３歳貝で

あるため，1986年発生群の少ない影響が1989年まで残り，
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1990年になって漸く噴火前の状態に戻ったと考えられる。

深部定点のうち，「黒崎」では火砕物の影響は少なく

フクトコブシの生`息量は多かった。「トウフ」「河の沢」

では噴火９５～10.5ケ月後にスコリアは無くなったが，

もともと転石が少なくフクトコブシの生`息量の大幅な増

加は期待できない。「ネジ」は噴火４年１０ケ月後には火

砕物が減少したが，フクトコブシ資源の回復にはなお３～

4年を要すると考えられた。
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、．「黒崎」：大岩と大岩の間隙の下部でメガイアワ

ビ１個体を確認した。

、．「フナアゲ」：アワビは確認できなかった。

ｏ・「カキハラ」：アワビは確認できなかった。

ｐ・「ハカバ下」：アワビは確認できなかった。

ｑ、考察

海底の火砕物堆積量が少なかった「チュウキイシ」～

｢野田浜」～「公園下｣，および「フナアゲ」～「ハカバ

下」の間はアワビに対する影響はほとんど見られなかっ

た。「ミミズ浜」にはかなりの降灰がみられたが，転石

帯を埋めるほどではなく，アワビに対する影響は少なかっ

た。「トウフ」～「黒崎」にかけての沿岸域は大根石の

間が粗いスコリアに埋まり，アワビの生息場所の多くは

失われていた。この一帯でメガイアヮビの生貝５個体を

確認しうち４個体を採集したが，いずれの個体も「な

しろ」を形成しておらず，以前からの棲み場所を追われ

てきたものと推察された。

クロアヮビは生貝１個体，死殻３個体が採集された。

死殻内面には珪藻類やサンゴモ類は着生しておらず，キ

クスズメガイ（寄生貝）は生きていたことから，死後の

経過日数は短くおそらく噴火後に死んだものと思われた。

噴火がアワビ資源に与える影響としては，①火砕物が

堆積することによる貝の埋没，窒息死，②鋭い突起を持

つ火砕物が鯛を傷つけ，あるいは閉塞することによる窒

息死，③好適な棲み場が埋没し，そこを追われることに

よる外敵生物に対する抵抗力の低下，④餌料海藻の枯死，

成長不良による餌料不足，があげられる。今回の噴火で

は①．③はいずれも実際に起こり，また今後起こる可能

性がある。②の鯛閉塞による窒息死については採集した

５個体のアワビの鯛に火山灰が認められなかったこと，

堆積している火砕物の径が0.2～３ｃｍと大きいことから

三宅島噴火の時にトコブシに見られたような大規模な窒

息死は起こらなかったと思われる。

餌料生物についてみると，岩上にも小さなスコリアが

堆積しており，付着'性珪藻類，アントクメ（12月は芽生

え期に当たる)，テングサ類など貝類にとっての主要餌

料の着生，成長が阻害される可能性もあった。

（２）第３次調査（1987年１月，噴火後1.5ケ月）

ａ．「トウフ」水深６ｍ：クロアワビの生貝１個体

(殻長96.3ｍｍ）と死殻１個（殻長143.5ｍｍ）を採集した。

生貝はトコブシ調査の４，２枠内で採捕され転石下に生

`息していた。死殻内面に付着物は少なく，外面のキクス

３－６アワビ

1）方法

第２次調査では，図７に示す16地点で5～10分のSCUBA

潜水による目視観察（50～100,2)とアワビ検体の採集

を行い，検体については鯛組織内への火山灰の付着の有

無を検鏡により確認した。第３次調査以降の調査地点は

「トウフ｣，「何の沢｣，「ネジ｣，「黒崎」の４地先８定点

に限定した。第３次調査では約50,2を目視観察し，第５

次調査以降は第３次調査で設定した８定点を通る長さ10ｍ

のラインを張り，その両側1.5ｍ（目盛り棒を使用)，ま

たは５ｍ（目測）の範囲内でアワビを探索した（写真14)。

またその外側一帯でアワビの生,息状況を目視観察した。

2）結果および考察

（１）第２次調査（1986年12月，噴火後１ケ月）

ａ．「チュウキイシ」：アワビは確認できなかった。

ｂ・「バナカ」：メガイアワビを10個体確認した。う

ち１個体の鯛について火山灰の有無を検鏡したが火山灰

は認められなかった。

ｃ・「元町前浜」：メガイアヮビ１個体を確認した。

．．「野田浜」：アワビは確認できなかった。

ｅ・「小ロ鼻」：アワビは確認できなかった。

ｆ、「ゼンマ下」：メガイアワビ（放流貝が多い）多

数とクロアワビの死殻１個を確認した。

９．「アシカ根」：アワビは確認できなかった。

ｈ・「公園下」：アワビは確認できなかった。

ｉ・「ミミズ浜」：アワビは確認できなかった。

』．「トウフ」：メガイアヮビ２個体を岩と岩の間の

狭い間隙の下部で採取した。うち１個体はトコブシの上

に付着していた。これら２個体（殻長104.8,102.6ｍｍ）

の鯛には火山灰は見られず，「なしろ」（アワビが長期間

同じ場所に付着することによって周囲の岩盤表面から区

別できるようになった部分。メガイアワビは定着生が強

く「なしろ」を形成する個体が多い）も形成していなかっ

た。クロアワビの死殻１個を採取した。

ｋ・「河の沢」：クロアワビの死殻１個（殻長105.0ｍｍ）

を採取した。

１．「ネジ」：メガイアワビ２個体（殻長100.833.6ｍｍ）

を採取したが，両個体とも「なしろ」は形成していなかっ

た。クロアワビについては生貝１個体（殻長135.2ｍｍ）

と死殻１個体（殻長149.1ｍｍ）を採集した。死殻の表面

のキクスズメガイは生きており，他の付着物も少なかっ

た。生貝３個体の鯛に火山灰は見られなかった。
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表２７第３次調査におけるアワビ類の確認数ズメ（寄生貝）は生きていた。メガイアワビは確認でき

なかった。

ｂ・「トウフ」水深10ｍ：メガイアワビの生貝３個体

と死殻１個を確認し，このうち生貝１個体（殻長64.6ｍｍ）

と死殻（殻長102.8ｍｍ）を採集した。生貝の１個体は大

岩と大岩の間のすき間に生息し，他の１個は同じような

すき間で半分礫に埋もれていた。

ｃ・「河の沢」水深６ｍ：クロアワビの死殻４個（殻

長103.3,124.3,141.1,131.3ｍｍ）を採集した。いずれ

も殻内面に付着物は少なく，最小の殻を除く３個体には

外面にキクスズメが付着し生きていた。

。．「河の沢」水深10ｍ：メガイアワビの生貝２個体

を確認した（殻長約120.0,50.0ｍｍ)。

ｅ・「ネジ」水深５ｍ：アワビは確認できなかった。

ｆ「ネジ」水深10ｍ：メガイアワビの生貝２個体

を確認した。このうち１個は，岩と岩の狭いすき間にい

て半分礫に埋っていた（写真8)。

９．「黒崎」水深７ｍ：定点脇の岩間にメガイアワ

ビの生貝（殻長約13ｃｍ）を確認した。

ｈ・「黒崎」水深10ｍ：小転石下にメガイアワビの

生貝（殻長７～８ｃｍ）を確認した。

ｉ・考察

クロアワビについてみると，水深５～６ｍの定点周辺

で生貝１個体と死殼５個を採集したのに対し，より深い

水深10ｍ定点周辺では１個体も確認できなかった（表27)。

クロアワビは浅い岩礁帯に主として生息することが知ら

れており，上記の結果はこれを裏付けている。

生貝はトコブシの枠取り調査により転石の下で１個体

を採集したに留まったが，この原因として生,息量が少な

かったことの他に，クロアワビが岩の奥に棲むため発見

しにくいことが揚げられる。生貝に比べ死殻が多く採集

され，これらの死殻は比較的新しいものであったことか

ら，噴火後に蕊死したものと推察でき，火砕物の堆積に

よってクロアワビ資源がかなり被害を受けたことを示唆

している。

メガイアワビについてみると，確認した生貝９個体の

うち８個体は水深10ｍの定点周辺からのものであった。

水深５～６ｍでは死殻も採集されていないため，水深に

よる確認数の違いは噴火前からの垂直分布量の違いを反

映していると思われた。

クロアワビに比べ死殻の採集量が少なかった原因の１

つは，メガイアワビの主分布帯である深部には現在でも

メガイアワビ 合計クロアワビ
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スコリアが厚く堆積し，埋没して死亡した個体がまだ埋

まったままになっていることにあると考えられる。

（４）第５次調査（1987年４月，噴火後4.5ケ月）

ａ．「トウフ」水深６ｍ：１０×３ｍ中にアワビは発見

できなかった。

ｂ、「トウフ」水深10ｍ：１０×10ｍ中に２個のメガイ

アワビ（殻長13.5,12.0ｃｍ）を確認した。１個体は調査

員が約50ｃｍまで接近すると貝殻を起こして餌料海藻の

捕捉行動を取った。マクサを近づけると足を延ばして速

やかに捕捉した。別の１個体もマクサを捕捉した。

これらの行動からアワビがかなり空腹状態にあったこ

とが分かる。周辺の岩上に海藻は着生しているものの，

アワビが捕食できる「切れ藻｣，「寄り藻」はほとんど見

られず，海藻量の減少が餌料不足の原因のひとつになっ

ていると考えられる。ただし，岩上にはアントクメの幼

体（葉長３～10ｃｍ）が多く，これらがⅡ頂調に成長すれ

ば餌料不足は解消されると思われる。

ｃ・「河の沢」水深６ｍ：１０×３ｍ中にアワビは確認

できなかった。定点周辺でクロアヮビの死殻３個を採集

した。このうち２個の殻内面には付着生物（コケムシ，

藻類）が見られ古い死殻であったが，１個は付着生物が

少なく比較的新しい死殻と判断できた。

。．「河の沢」水深10ｍ：１０×10ｍ中にメガイアワビ

１個体（殻長約14ｃｍ）を確認した。この外周辺でメガ

イアワビ１個体を確認したが，生息密度は低かった。

ｅ・「ネジ」水深６ｍ：１０×３ｍ中にアワビは確認

できなかった。定点周辺でクロアワビの死殻３個，メガ

イアワビの死殻１個を採集した。クロアワビの死殻のう

ち１個はかなり古く，噴火前に死亡したもので，残り３

個は殻内面が少し汚れた程度であることから噴火後に死

亡したと推察した。

ｆ、「ネジ」水深10ｍ：１０×10ｍ中にアワビは発見

～△－
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影響も考えられる。

（５）第６次調査（1987年５月噴火後６ケ月）

ａ．「トウフ」水深６ｍ：１０×３ｍ中にアワビは生,息

していなかった。

ｂ，「トウフ」水深10ｍ：１０×10ｍにメガイアワビ１

個体（殼長約12ｃｍ）を確認した。前回調査で確認した

メガイアワビ２個体のうち，１個体は今回同じ場所に生

息し，別の１個体は発見できなかった。

ｃ、「河の沢」水深６ｍ：１０×３ｍにアワビは確認で

きなかった。

。．「河の沢」水深10ｍ：１０×10ｍにアワビ生貝はみ

られなかったが，死殼１個（殻長約５ｃｍ）を確認した。

前回調査ではメガイｌ個体を認めたが，今回は前回調査

時の生,息場所に見られなかった。

ｅ・「ネジ」水深６ｍ：１０×３ｍにアワビは確認で

きなかった。

ｆ、「ネジ」水深10ｍ：１０×10ｍにアワビは確認で

きなかった。

９．「黒崎」水深10ｍ：１０×３ｍにアワビは確認で

きなかった。

ｈ・考察

前回（１ケ月前）の調査では，水深10ｍの４調査点

(合計330,2）にメガイアワビ３個体を確認したが，今

回は１個体に減少した。減少要因としてまず考えられる

移動についてみると，メガイアワビは本来定着性が強く，

特に成貝では移動が少ない。1987年４～５月にかけての

泉津地先における調査では，メガイ17個体中，移動しな

かったもの15個体，移動したものＺ個体であった。しか

もこの調査では２個体を除き，剥離・測定を実施してお

り，このような操作・刺激を与えなければ定着率がさら

に高まることが推察できる。本調査で減少した２個のメ

ガイが調査区域外に移動したとすると，移動率（100×

移動個体数/全個体数）は66.7％と，通常よりきわめて高

い（泉津では11.8％)。

次に整死についてみると，噴火の影響がなかった泉津

の同時期調査では，４月に確認した17個体は全て５月に

も生存している。今回発見できなかった２個のメガイ成

貝が蕊死したものとすると，死亡率は66.7％と非常に高

く，通常では起こり得ない。

このように，第５次調査で調査区域内に生`息していた

メガイアヮビ３個体のうち，今回（１ケ月後）２個体が

移動もしくは蕊死したことは，かなり異常な状態といえ

できなかった。第３次・５次調査では今回のライン調査

範囲内にメガイアワビ１個を認めたが，今回は見られな

かった。このアワビが移動したか，死亡したかは明かで

ないが，付着していた岩はスコリア帯に囲まれており，

たとえ移動したとしても移動中に外敵に襲われる可能性

は高い。

４名30分の潜水調査中，定点周辺でマダコ４個体を採

集した（大島周辺の採集数としてはかなり多い)。マダ

コが貝類，イセエビを捕食することは良く知られており，

今回も’個体はフクトコブシを捕食中で，他の２個体の

棲み場周辺にはフクトコブシなどの死殻がみられた。

９．「黒崎」水深10ｍ：１０×３ｍ中にアワビは確認

できなかった。

ｈ・考察

メガイアワビは水深10ｍ付近で散見されたが，生息

数は少なく４地点の合計330,2中に生貝は３個体であっ

た。

生息するメガイアヮビは餌料海藻の不足から空腹状態

にあり，餌を近づけると極めて速やかに捕捉する。メガ

イアワビは定着生が強く通常は余り移動しないが，長期

間の餌料欠乏は移動,性向を強めることが知られてい

る｡'0)水深10ｍ付近ではメガイアヮビの生息する岩はス

コリア帯に囲まれていることが多く，スコリア帯を移動

中には外敵（エビ・カニ類，魚類，タコ類）に対して無

防備となる。このため，このまま餌料不足が続けば被害

が更に拡大する恐れがある。メガイアワビの主餌料であ

るアントクメは「トウフ」，「河の沢」では葉長３～１０

ｃｍの幼体が多く，これらが順調に生育すれば５月下旬

には葉長50ｃｍに達し，餌料不足は解消すると考えられ

た。

「ネジ｣，「黒崎」ではアントクメはほとんど着生して

いなかった。「黒崎」ではアントクメに代わる餌料とし

てテングサ類が多く，餌料不足は深刻ではない。「ネジ」

では埋没面積が広いこともあって，全体的に海藻の量が

少なく，アワビ資源への影響が懸念される。

クロアワビは昼間は浅い海底の岩間の奥に生,息するた

め，目視観察では資源量はつかみにくいが，浅部の死殻

数は通常の観察数より多く，クロアワビ資源が噴火によ

り被害を受けたことを示している。

クロアワビの餌料としてはアントクメの他に付着珪藻

類の重要性が指摘されており，波浪により舞い上がった

スコリアが岩面の珪藻を削り，かつ岩上部を覆うことの
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(個）表２８地点別アワビ発見数（２次調査を除く）
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１
１

里へ
句
Ｊ

勺
Ｊ

『
Ｊ

生
約

１
２

死
血

２
２

２

フ
ｍ

ｍ
ｍ

ウ
０
５
０
２
ｍ
０
旧
伽
０
０
０

３
１

０
ト

生
約

生
１

１

生
１

トウフ

１
２

死
、

２
２

２

０
５
０
０
ｍ
０
０
，
０
０
ｍ

１
１

３
３

３

生
約

八
斗
２
．
Ｊ

死
０
ｍ
死
ｎ
Ｕ
Ｍ
０
０
ｈ
０
０
ｍ
２

１
１

つ
。

勺
。

ｎ
Ｊ

約

０

生１

約150㎡

クロアワビ

第３次メガイアワビ

調査面積．

クロアワビ

第５次メガイアワビ

調査面積

クロアワビ

第６次メガイアワビ

調査面積

クロアワビ

第８次メガイアワビ

調査面積

２
３
１

ｍ
死
死
Ｍ
０
０
ｍ
０
０
ｍ

２
２

０
０
５
１

３
３

３

約

０

０
’
０
０
肱
２３

＊目測＊＊種不明

個を確認した。クロアワビに比べ発見した死殻数は少な

いが，メガイアワビの主分布域である水深10ｍ前後は

スコリアが噴火9.5ケ月後まで厚く堆積していたため，

仮に埋没蕊死があったとしても確認できない状況であっ

た。メガイアワビは定着J性が強く移動速度が遅いことを

考えれば，スコリアの堆積によりかなりの個体が埋没・

蕊死したと考えられる。３次調査における生貝の発見数

は４地先合計で９個体とクロアワビに比べ多いが，その

後減少し，噴火4.5ケ月後に３個体，６ケ月後に１個体，

1年後にはＯ個体となった（表28)。噴火直後スコリア

の堆積により通常の住み場所を追われた個体は，移動中

の食害や，不適な住み場所に付着することによる外敵生

物に対する抵抗力の低下により，個体数を減じた可能性

が強い。

アワビの死亡率を高める要因の一つとして，外敵生物

量の増加が考えられる。アワビ類の外敵生物としては魚

類・イセエビ・カニ・タコなどが知られており，噴火後

これらの生物が増加したという知見は得られていない。

しかしこれらの外敵生物には移動力があり，スコリアの

降下・堆積から逃げられることを考えると，餌料動物の

埋没・蕊死により相対的な増加が起こり，噴火後生き残っ

たアワビの死亡率を高めた可能J性がある。

よう。

（６）第８次調査（1987年11月，噴火後１年）

全調査地点ともライン調査内でアワビを確認すること

はできなかった。また，周辺海域からもアワビは発見で

きなかった。

（７）アワビ類のまとめ

伊豆大島にはアワビ類としては，クロアワビ・メガイ

アヮビ・マダカアワビの３種が分布するが，このうちマ

グカアワビの生産量は非常に少なく，産業的にはクロア

ワビ・メガイアヮビが重要である。

一連の調査によりクロアワビの生貝は「ネジ」と「ト

ウフ」で合計２個体確認されたのみであるが，噴火時も

しくは噴火後に死んだと思われる新しい死殻が13個も採

集され，スコリアの堆積した漁場のクロアワビ資源は相

当の被害を受けたと推察された。クロアワビは水深５～

6ｍ以浅の岩間の奥に主として生,息している。この水深

帯では深部に比べ速やかに堆積物は流出したが，噴火直

後についてみればクロアワビの住み場所は殆ど埋没した

と考えられる。クロアワビは直接スコリアに埋没・蕊死

した外，逃げ出した個体も住み場所が埋まったことによ

り２次的に死亡率が上昇した可能性も高い。

メガイアワビは２次・３次調査で生貝12個体と死殻１
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体確認されただけであり，生,皀量は少なかった。死殻は

見られなかった。

１．「ネジ」：火砕物の堆積は多いが，水深５～ｌｏ

ｍにかけてサザエの生`皀量も多かった。死殻は見られ

なかった。

、．「黒崎」：火砕物の堆積は多く，サザエは数個

体確認されただけであり，生`息量は少なかった。死殻は

見られなかった。

、．「フナアゲ」：水深５～10ｍにかけて数個のサザ

エを確認したが，死殻は見られなかった。

ｏ、「カキハラ」：水深５～10ｍにかけて数個のサザ

エを確認したが，死殻は見られなかった。

ｐ・「ハカバ下」：水深５～10ｍにかけて数個のサザ

エを確認したが，死殻は見られなかった。

ｑ・考察

サザエについては「野田浜」を除く全ての地点で生`息

を確認した。「野田浜」は砂地を主体に転石が散在する

地形であるため，サザエの生`息する可能性は少ないと考

えられる。火砕物の堆積の多かった「トウフ」から「黒

崎」にかけての地点でもサザエの成貝・稚貝の生`息が確

認されたこと，及びいずれの地点でも新しいサザエの死

殻が見られなかったことから，今回の噴火によるサザエ

への被害は比較的少なかったと考えられる。

（２）第３次調査（1987年１月，噴火後1.5ケ月）

各調査地点における生息状況を表29に示した。

ａ．「トウフ」：水深５ｍではスコリアの堆積が比較

的少ないため，サザエの生息場となる岩の間隙は完全に

は埋没せず，１人５分間の目視調査では殻高40～60ｍｍ

の成貝６個体，２０～30ｍｍの稚貝10個体が観察され，生

息数は多かった。

水深10ｍではスコリアの堆積が多く，生`皀場は岩の

上部の窪みや割れ目を残して埋没していたが，殻高40～

３－７サザエ

1）方法

第２次調査では，図７に示す16地点でＳＣＵＢＡ潜水に

よる目視観察(50～100,2)およびサンプル採集を行った。

第３次以降の調査は「トウフ｣，「河の沢｣，「ネジ｣，「黒

崎」の水深５，．１０ｍ定点（図8）付近で行った。第３

次調査では，各点において，サザエの稚貝と成貝の生`息

状況を５分間目視観察し（約50,2)，また死殻の確認を

行った。第５次調査以降はアワビと同様に，第３次調査

で決めた８定点を通る長さ10ｍのラインを張り，その両

側1.5ｍ（30ｍ2,1.5ｍの棒を使用（写真14)）の範囲内

でサザエの計数を行った。またその外側でサザエの生息

状況を目視観察した。

2）結果

（１）第２次調査（1986年12月噴火後１ケ月）

ａ.「チュウキイシ」：水深５～10ｍにかけてサザエ

の生息は多く，従来行なっている調査時の状態と変わり

無かった。死殼は見られなかった。

ｂ・「バナカ」：水深10ｍ付近ではサザエの生,息は確

認できなかったが，２～５ｍでは数個体の生`息を確認し

た。死殻は見られなかった。

ｃ・「元町前浜」：水深10ｍ付近では生息を確認した

が，５ｍ付近では確認できなかった。死殻は見られなかっ

た。

。．「野田浜」：水深５～10ｍにかけてサザエの生`息

は確認できず，死殻も見られなかった。

ｅ・「小ロ鼻」：水深５～10ｍにかけてサザエの生息

量は多く，死殻は見られなかった。

ｆ・「ゼンマ下」：水深５～10ｍにかけて数個体のサ

ザエの生`息を確認したが，死殻は見られなかった。

９．「アシカ根」：水深５～10ｍにかけて数個体のサ

ザエの生`息を確認したが，死殼は見られなかった。

ｈ・「公園下」：水深５～10ｍにかけてサザエの生息

を確認したが，生,息量はかなり少なかった。死殻は見ら

れなかった。

ｉ、「ミミズ浜」：水深５～10ｍにかけて数個体のサ

ザエの生`息を確認したが，死殻は見られなかった。

』．「トウフ」：火砕物の堆積は多いが，水深５～10

ｍにかけてサザエの生息量も多く，転石，根石の下部，

すなわち火砕物との境目に多くみられた。５ｍ付近では

１年貝も数個体確認された。死殼は見られなかった。

ｋ・「河の沢」：火砕物の堆積は多く，サザエは数個

表２９第３次調査におけるサザエの生`惠状況

（１人５分間の潜水による視認数）

死貝数

(個：殻高）

成貝数

（個）

稚貝数

（個）

合計

（個）

調査

地点

水深

(、）

６
２
１

０
８
７
１
４
１
０
０

１
１

６
０
８
５
５
５
５
９

１
２

１

トウフ

″

河の沢
／ノ

ネジ
′′

黒崎
″

５
０
５
０
５
０
５
０

１
１
１
１

１（73ｍｍ）

４

４
５
９

1（74ｍｍ）
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（３）第５次調査（1987年４月，噴火後4.5ケ月）

各調査地点におけるロープライン上(30,2)の生`息状

況を表30に示した。

ａ．「トウフ」：水深５ｍ付近は生`息場となる岩の間

隙は多く，３０，２中に殻高50ｍｍの成貝６個体，３０～40ｍｍ

の稚貝95個体が生息していた。

水深10ｍ付近は殻高50～100ｍｍの成貝５個体，２０～

30ｍｍの稚貝34個体が生`息していた。定点付近はスコリ

アの堆積が多かったが，サザエの生息場も多く見られた。

ｂ・「河の沢」：水深５ｍ付近にスコリアは少なく，

生息場は多かった。サザエは殻高60ｍｍ前後の成貝２個

体，２０～30ｍｍの稚貝６個体が見られただけであった。

水深10ｍ付近はスコリアの堆積が多く，生息場はほ

とんど見られなかった。ロープライン付近に成貝はみら

れず，殼高20ｍｍの稚貝１個体が確認されただけであっ

た。ラインより少し離れた岩場では成貝，稚貝が数個体

確認されたが生`息数は少なかったｄ

ｃ．「ネジ」：水深５ｍ付近はスコリアは少なく転

石帯が見られたが，ロープライン上にサザエの生,息は確

認できなかった。付近の岩場では数個体のサザエが観察

されたが，生,息数は少なかった。

水深10ｍ付近はスコリアの堆積量が増加し，生息場

は以前より減少していた。サザエは殻高50～60ｍｍの成

貝２個体，４０ｍｍの稚貝１個体が確認されただけであっ

た。

。．「黒崎」：水深５ｍ付近はスコリアの堆積は見

られたが，サザエの生,皀場は多かった。周辺には数個体

が観察されたが，生息数は少なかった。水深10ｍ付近

には成貝８個体，稚貝47個体が生息し，転石下を中心に

生息数は多かった（写真15)。

ｅ・考察

サザエの生,息場は「ネジ」水深10ｍを除いて前回の

90ｍｍの成貝12個体，２０～30ｍｍの稚貝８個体が観察さ

れ，生息数は多かった。また死後３～４日と推定される

死貝１個体が確認された。

ｂ・「河の沢」：水深５ｍではスコリアは減少してお

り，生,息場は拡大していた。生息数は成貝１個体，稚貝

7個体と成貝の数が少なかった。

水深10ｍではスコリアが厚く堆積し，生息場はほと

んど失われていた。サザエはスコリアと岩の境界付近に

みられ，生息数は成貝４個体，稚貝１個体と少なかった。

ｃ・「ネジ」：水深５ｍではスコリアが多く，生`皀

場が減少しており，生息数も成貝１個体，稚貝４個体と

少なかった。

水深10ｍではスコリアが厚く堆積し，生息場はほと

んど失われていた。サザエは「河の沢」同様，スコリア

と岩の境界付近にみられ，生息数は成貝４個体，稚貝１

個体と少なかった。

。．「黒崎」：水深５ｍではスコリアは少なく，生

息場は多く残っていた。成貝は５個体確認されたが稚貝

は確認できなかった。

水深10ｍではスコリアが厚く堆積している部分もあっ

たが，生息場は多く残っていた。生,息数は成貝８個体，

稚貝10個体と多かった。また，死後２～３曰と推定され

る新しい死殻１個体が確認された。

ｅ・考察

水深５ｍ付近は「ネジ」を除きスコリアの堆積が少な

く，サザエの生息場となる岩の間隙は十分と思われた。

これらの地点では生息数の多少はあるが，スコリアが移

動したと思われる場所でも死殻が発見できなかったこと

から，波浪等によりスコリアが速やかに移動したため噴

火の影響は少なかったと推定できる。水深10ｍ付近で

はスコリアの堆積が多く，特に「トウフ｣，「河の沢｣，

｢ネジ」では一面に厚く堆積しているため生息場がほと

んど無くなっていた。これらの地点では主としてスコリ

アと岩の境界付近にサザエの生,息が見られ，噴出物の堆

積により本来の生息場から逃げ出してきたと考えられる。

また，死殼は発見できなかったが，逃げ遅れた個体が埋

没していることも考えられる。

今回の調査では死殻は見られなかったが死貝が２個体

見られた。これらは腐敗の進み具合等から判断して死後

２～４日程度の新しい死貝で，１個体は肉食』性小型巻貝

数個体が群がっていた。これらは埋没によってへい死し

たのではなく，それ以外の要因によるものと判断された。

表３０第５次調査におけるサザエの生息状況（30㎡）

調査

地点

水深

(、）

成貝数

（個）

稚貝数

（個）

合計

（個）

トウフ
ノノ

河の沢
″

ネジ
″

黒崎

５
０
５
０
５
０
０

１
１
１
１

６
５
２
０
０
２
８

５
４
６
１
０
１
７

９
３

４

１
９
８
１
０
３
５

０
３

５
１

稚貝は１年貝と思われるもの（殻高20～40ｍｍ)，成貝はそれ

以上のものとした。
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表３１第６次調査におけるサザエの生息数（30,2内）調査（1987年１月，第３次調査）に比べ大きな変化は見

られなかった。「ネジ」水深10ｍではスコリアの堆積量

が増加し，以前にみられた転石，根石地帯が埋没したた

め生,皀場はかなり減少した。地点別のサザエの生`息数に

ついては前回の調査と同様の傾向が見られ，「トウフ」

水深５，１０ｍおよび「黒崎」水深10ｍで生息数は多かっ

たが，このほかの地点では少なかった。

７地点（210㎡)で採集したサザエは合計207個体，

このうち稚貝（殻高20～40ｍｍ）は184個体，88.9％を

占め，例年と比べかなり高い割合であった。

死殻はオニヤドカリが住み着いているもの以外は確認

できなかった。サザエの死殻はすぐにオニヤドカリに利

用されてしまうため，死因を判断するのは困難で死殻か

ら噴火の被害を推測するのは難しいと考えられる。

（４）第６次調査（1987年５月，噴火後６ケ月）

各調査地点におけるサザエの生息数を表31に示した。

ａ．「トウフ」水深５ｍ：調査区画30ｍz中から成貝３８

個，稚貝160個が採集され，生息数は７地点のうちで最

も多かった。定点付近は岩盤及び大・中転石で石の間隙

が多く，生息場所は比較的多いように思われた。

成貝は薄暗い岩の間隙に多く見られ，数個から10個体

がかたまっている場所もあった。また，付近にはコシダ

カサザエも多く生息していた。

ｂ、「トウフ」水深10ｍ：成貝１個，稚貝20個が採集

された。定点付近のスコリア上にはサザエ稚貝，コシダ

カサザエの死殻が多く見られた。

ｃ・「河の沢」水深５ｍ：成貝１個が採集されたのみ

であった。調査区画周辺にもサザエは少なかった。

。．「河の沢」水深10ｍ：稚貝１個が採集されたが，

成貝は見られなかった。調査区画周辺の岩場を観察した

が，サザエの生息数は少なかった。

ｅ・「ネジ」水深５ｍ：稚貝11個が採集されたが，

成貝は見られなかった。稚貝の多くは転石の間隙に生息

していたが，間隙の多くはスコリアに埋められ住み場所

は少なかった。調査ラインの外にもサザエは少なかった。

ｆ・「ネジ」水深10ｍ：成貝４個，稚貝11個が採集

された。サザエが生息できそうな岩場，転石の多くはス

コリアに埋められていた。

９．「黒崎」水深10ｍ：成貝10個，稚貝55個が採集

され，サザエの生息数は多かった。定点付近では岩礁，

転石等サザエの住み場所は多かった。

調査

地点

水深

(、）

成貝数

（個）

稚貝数

（個）

合計

（個）

トウフ

トウフ

河の沢

河の沢

ネジ

ネジ

黒崎
８
１
１
０
０
４
０

３
１

０
０
０
６
１
１
５

６
２

１
１
５

１

1９８

２１

１

６

１１

１５

６５

５
０
５
０
５
０
０

１
１
１
１

稚貝は１年貝と思われるもの（殻高２０～40ｍｍ)，成貝はそれ

以上のものとした。

ｈ・考察

「トウフ」水深５ｍではスコリアの減少にともなって

岩の間隙等の生息場が増加し，サザエは成貝稚貝とも増

加していた。一方「河の沢」水深５，，１０ｍではスコリ

アの量はほとんど減っておらず，サザエの生,皀数も少な

かった。

今回多くの地点で殻高30～50ｍｍの稚貝が増加してい

た。伊豆大島では1987年５月に入ってから全島的にサザ

エ稚貝が多く発見されるようになり，この傾向はスコリ

アの堆積が多かった大島東側にもみられることが確認さ

れた。３０～50ｍｍの稚貝がこの時期に大量に出現した原

因としては，一昨年（1985年）夏にサザエの大発生があ

り，1986年11月の噴火を経て①発見し易い大きさまで成

長したこと，②５月になり水温が上昇してサザエの活動

が活発化して観察の困難な場所（砕波帯の岩の隙間，岩

盤の亀裂の奥等）から観察可能な場所へ移動してきたこ

と，③成長に伴う生活の質的変化（餌料要求，生活環境

要求等の変化）がこの大きさの時期に起き，生`息場が観

察し易い所へ変わったこと等が考えられた。

（５）第８次調査（1987年11月，噴火後１年）

各調査地点の結果概要を表32に示した。

ａ．「トウフ」水深５ｍ：調査域内には1985年発生貝

(殻高40～60ｍｍ）が24個体見られたのみである。定点

周辺は転石も多くサザエの生息域としては適した環境で

あると判断された。

ｂ，「トウフ」水深10ｍ：調査域内では成貝（殻高

60ｍｍ以上）１個体，1985年発生貝42個体が見られた。

定点周辺は砂礫が混じった転石帯でサザエはその転石と

転石の間隙に生息していた。

ｃ、「河の沢」水深６ｍ：調査域内では成貝２個体，

1985年発生貝４個体，1986年発生貝（殼高40ｍｍ未満）

１個体が見られた。定点周辺は転石が密に分布しており，
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スコリアも転石間に残ってはいるが，サザエの生,息環境

としては普通である。

。．「河の沢」水深10ｍ：調査域内には成貝２個体が

見られたのみであった。定点周辺は巨石・大石が分布し，

それらの岩表面には海藻類も着生しておりサザエの生息

域としては良好な環境である。

ｅ・「ネジ」水深７ｍ：調査域内には1985年発生貝

6個体が見られたのみであった。定点周辺は根石と巨石

が多く，その表面は白変しているところも多かったが，

岩上部には海藻の着生もあり，サザエの生`息環境として

は良好である。

ｆ・「ネジ」水深10ｍ：調査域内にサザエは見られ

なかった。

９．「黒崎」水深６ｍ：調査域内では1985年発生貝

は12個体，1986年発生貝は３個体であり，成貝は見られ

なかった。定点周辺の海底は岩盤のくぼみに転石が分布

し，サザエの生息場としては良好な環境であった。また，

転石には丸みの強いものが多く波浪の強いことが伺われ

た。

ｈ・「黒崎」水深10ｍ：調査域内では成貝１個体，

1985年発生貝22個体，1986年発生貝42個体が見られた。

定点周辺には転石が多く，サザエはその転石の間隙に多

く生息していた。特に小型である1986年発生貝はすべて

転石下で発見された。

ｉ・考察

今回の結果を前回第６次調査（5.5ケ月前）と比べる

と，前回，成貝はＯ～38個体/3０，２（7ケ所)，平均7.7個

体/ｍｚの生,息があったが，今回の調査ではＯ～２個体

(８ケ所)，平均0.8個体と減少していた。また，前回調

査の稚貝の生息数は７地点合計で263個体，平均37.6個

体であったが，今回の1985,1986年発生稚貝の合計は155

個体，平均19.4個体/30,2とこれも減少していた。

第６次調査で多く見られた1985年発生貝は今回その多

くが漁獲サイズに達しており，漁獲により個体数が減少

したものと考えられる。

1986年発生貝は表32に示したように「黒崎」に偏って

発見され，ここがサザエ稚貝場になっている可能性があ

る。

スコリアは大きく減少し，多くの地先でサザエの生息

に良好な環境となって来ており，また，稚貝も出現して

いることから，－部スコリアの残存している所を除いて

資源の回復は進んでいると考えられた。

（６）第９次調査（1988年６月，噴火後1.5年）

調査結果を表33に示した。

ａ．「トウフ」水深６ｍ：調査枠内では成貝（殻高

50ｍｍ以上）が６個体生息していた。定点周辺は岩の窪

みや間隙等も多く，生息環境として良好と思われたが，

生息数は少なかった。

ｂ・「トウフ」水深10ｍ：調査枠内では成貝10個体，

稚貝(殻高50ｍｍ未満）３個体が生息していた。定点周

辺はサザエの生`息場となる岩のくぼみは少なく，サザエ

は大・中転石の隙間に生息していた。

ｃ・「河の沢」水深６ｍ：調査枠内では成貝３個体，

稚貝３個体が生,息していた。定点周辺は大・中転石の隙

間がサザエの主な生`皀場となっており，生息環境として

は良好と思われた。

。．「河の沢」水深10ｍ：調査枠内では成貝16個体，

稚貝１個体が生`息していた。調査枠内の岩表面にはアン

トクメが繁茂し，その基部に成貝２個体が，その他は総

て転石下の隙間に生,息していた。

ｅ・「ネジ」水深10ｍ：調査枠内では成貝６個体が

生`息していた。サザエは定点の調査枠内の岩のくぼみで

発見されたのみで，周辺からは確認できなかった。定点

周辺はスコリアが多く，サザエの生息場としては不良で

あった。

ｆ、「黒崎」水深10ｍ：調査枠内では成貝27個体，

稚貝19個体が生息していた。定点周辺は転石が多く，サ

ザエの生`皀場として良好であり，それらの転石下の間隙

には多くのサザエが生`息していた。

９．考察

今回は６定点で合計成貝68個体，平均11.3個体/定点

(30,2)，稚貝26個体，平均4.3個体/定点であり前回調査

に比べ１定点あたり成貝は10.6個体の増加，稚貝は15.1

表３２第８次調査におけるサザエの生息量（30,2内）

合計

（個）調査地点瀞|繭]，鰯奎看芋貝
1986年発生貝

（個）

４
３
７
２
６
０
５
４

２
４

１
６

０
１
２
２
０
０
０
１

４
２
４
０
６
０
２
２

２
４

１
２

０
０
１
０
０
０
３
１
４

フ
フ
沢
沢
ジ
ジ
崎
崎

ウ
ウ
の
の

ト
ト
河
河
ネ
ネ
黒
黒

５
０
６
０
７
０
６
０

１
１
１
１

1986年発生貝：殻高40ｍｍ未満，1985年発生貝：殻高40～６０

ｍｍ，成貝：殼高60ｍｍ以上
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表３４第10次調査におけるサザエの生息量（30㎡内）表３３第９次調査におけるサザエの生息量（30㎡内）

合計

（個）

成貝

（個）

稚貝

（個）

合計

（個）

調査

地点

水深

(、）

稚貝

（個）

水深

(、）

成貝

（個）

調査

地点

０
１
３
１
０
３

１
４
１
０
８
０

１
５
４
１
８
３

トウフ

ノノ

河の沢
″

ネジ
″

５
０
６
０
５
０

１
１
１

６
３
６
７
６
６

１
１
４

０
３
３
１
０
９
１

６
０
３
６
６
７

１
１
２

６
０
６
０
０
０

１
１
１
１

トウフ

″

河の沢
″

ネジ

黒崎

成貝：殻高50ｍｍ以上，稚貝：殻高50ｍｍ未満

年の生息数は1.4個体/定点であり，むしろ今回の方が増

加しており，餌となる海藻類の増加も考え併せてサザエ

資源については安定した再生産が行われていると考えら

れる。

（７）第11次調査（1990年２月，噴火後４年）

ａ．「ネジ」水深10ｍ：定点周辺は岩盤が多くサザエ

の生息場となる溝や転石が少ないため基本的にはサザエ

の生息量は多くない地形である。定点周辺には殻高約３

ｃｍから９ｃｍまでさまざまなサイズのサザエが所々に

生息しており，特に「ガリ」と呼ばれる殻高３ｃｍほど

の小さな稚貝は前回より多く見られた。このことからサ

ザエの再生産がⅡ頂調に行われていることが推察できる。

少ない転石の下にはコシダカサザエとマツムシガイが

多く見られ，スコリアの影響は受けていないように思わ

れた。

（８）第１２次調査（1991年３月，噴火後４年10ケ月）

ａ．「ネジ」水深10ｍ：３０，２の枠内の地形は主として

小・中転石帯であり，南側は高さ３ｍの大岩，沖側は高

さ１ｍの低い岩に囲まれている。枠内で採集されたサザ

エは５個で，各殻高は86.4,82.7,71.6,64.5,47.3ｍｍ

で，平均殻高70.5ｍｍであった。殼高45ｍｍ以下の個体

は１個体も発見できなかった。

殻口付近の最近できた殻の表面には白褐色の帯ができ

ており，主餌料としてアントクメを食べていることが分

かる。

海藻類の生育状況が好転したことを反映して，第11次

調査で30ｍｍ前後であったサザエ稚貝はアントクメを餌

料として約１０ケ月後に平均殻高70.5ｍｍと良好な成長を

見せており，再生産に参加していることが推測できた。

（９）サザエのまとめ

一般にサザエの経年漁獲量は大きな変動をすることが

知られ，伊豆大島では４年から８年毎に大きな増減を繰

り返す（図18)。平年水準に近い1984.1985年の漁場環

個体の減となった。前回調査から約６ケ月経過している

ため，前回稚貝であった1985年発生貝も約２歳７ケ月と

なりほとんど殻高50ｍｍ以上の成貝へ成長した。稚貝は

1定点あたり151個体と大幅に減少していた。これは漁

獲による減耗ではなく1986年以降の発生量が少なかった

ためと考えられる。

生息環境は「ネジ」の水深10ｍを除いてほぼ回復し

て来ていることからサザエ資源は順調に回復しつつある

と考えられる。

（６）第10次調査（1989年９月，噴火後１年10ケ月）

調査結果を表34に示した。

ａ．「トウフ」水深5ｍ：殻高3ｃｍ以下のサザエ稚貝

1個体のみを確認した。

ｂ・「トウフ」水深10ｍ：定点近傍ではサザエは少な

かったが，周辺には成貝がかなり見られた。成貝にはフ

ジツポが多く付着していた。

ｃ・「河の沢」水深５ｍ：サザエの成貝3個体と殻高３ｃｍ

以下の稚貝１個体が生,息していた。

。．「河の沢」水深10ｍ：殻高７～８ｃｍの成貝１個体

のみ確認した。

ｅ・「ネジ」水深５ｍ：殻高3ｃｍ以下の稚貝８個体

が確認できたが成貝は見られなかった。

ｆ・「ネジ」水深10ｍ：サザエの成貝３個体を確認

した。この地点はサザエの生息数が少ない印象を受けた。

９．考察

今回は６地点合計で成貝８個体，平均1.3個体/定点

(30㎡)，稚貝は合計14個体，平均2.3個体/定点と前回

（１年４ケ月前）に比べ大幅に減少した。この原因とし

て前回最も生,皀数の多かった「黒崎」水深10ｍ地点で

調査を実施しなかったことと，1985年の大発生により増

加した成貝が漁獲により減少したことによると考えられ

る。

稚貝についてみると「黒崎」水深10ｍを除外した昨
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により噴火１年半後には成貝が増加している。「トウフ」

と「黒崎」の生`息密度は噴火4.5ケ月後の第５次調査から

1年後の８次調査まで平年水準を大幅に上回り（0.70～

6.60個/ｍ２)，大島全体の資源増大傾向を反映していたが，

｢河の沢」・「ネジ」ではほぼ平年水準であった。「河の

沢」「ネジ」で他の場所に比べ生息量が少なかった理由

として，スコリア堆積の影響が考えられるが，同じよう

にスコリアが堆積した「トウフ」では多数のサザエが確

認されていること，死殻が殆どみられないことから，少

なくとも浅部では噴火の影響よりも地域的に稚貝の発生

量が少なかったことが主要因と思われる。

サザエ成貝はアワビ・トコブシに比べ光の射し込む岩

の表面に近い窪みやすき間に住んでいることが多く，ま

た，付着する位置もアワビ・トコブシが岩の下部である

のに対し，サザエは岩の下部から上部に渡っている。ス

コリアは岩礁の谷の部分に集積するため，岩の下部に生

息していたサザエの一部は埋没し，被害を受けた可能性

が高いが，岩の中部から上部に生`息していたサザエは生

き残ったものと考えられる。

一方，サザエ稚貝は岩の中部にある割れ目や窪み，す

き間などだけでなく，転石下にも多数生息しており

(｢黒崎」水深10ｍ)，スコリア堆積量が多かった「トウ

フ」～「ネジ」の深部ではこのような場所のサザエ稚貝

は相当の被害を受けたものと推測される。しかし，全体

としてみれば，1985年の大発生がこれらの被害を覆い隠

し，生`息量は平年を大幅に上回ったものと考えられる。
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図１８伊豆大島におけるサザエ漁獲量の推移

境調査によればサザエの生息密度は成貝・稚貝込みで平

均0.16個/m２（岡田地先1984年)，0.25個/ｍ２（大島周辺

1985年）であった。大島全体のサザエ漁獲量は1988年に

は146tと過去最高を示しており，噴火翌年・翌々年は資

源の増大期に当たっていた。

各調査地点で噴火６ケ月後まで多数みられた稚貝は，

噴火前年の1985年に大発生した１歳貝で，これらの成長
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３－８バテイラ・クボガイ類

1）方法

クポガイ類（地方名メッカリ）とパテイラ（地方名シッ

タカ）について第２次～８次調査のなかで生息状況等を

調査した。第２次調査では，図７に示す16地点でSCUBA

潜水による目視観察，サンプル採集，検鏡による鯛内火

山灰の確認を行った。第３次以降の調査地点は「トウフ｣，

｢河の沢｣，「ネジ｣，「黒崎」の４地先の水深５ｍと10ｍ

とした（図8)。第５次調査以降は，１ｍ×１ｍの枠取り

調査を行った。なお，伊豆大島で漁獲されるクボガイ類

は大部分がへソアキクボガイで，僅かにクポガイが混じ

る。

2）結果

（１）第２次調査（1986年12月，噴火後１ケ月）

ａ．「チュウキイシ」：水深５～10ｍにバテイラは通

常の密度で生息し，検体として採集した３個体の鯛に火

山灰は認められなかった。

ｂ・「バナカ」：パテイラに異常は見られなかった。

水深１～２ｍでへソアキクボガイを多数確認し，採集し

た３個の標本の内１個の内臓に膜組織に包まれた金属光

沢の砕片を認めたが，火砕物かどうか不明であった。

ｃ・「前浜」～「ミミズ浜」：バテイラに異常は見ら

れず，クポガイ類は調査しなかった。

。．「トウフ」：水深10ｍ付近にバテイラは通常の密

度で生息し，水深４ｍ付近ではへソアキクポガイが多数

認められた。へソアキクボガイ２個体の鯛には火山灰は

認められなかった。

ｅ・「河の沢」：パテイラの生息状況は普通で，２個体

の鯛に火山灰は認められなかった。クポガイ類は未調査。

ｆ・「ネジ」：バテイラは異常なく生`息していた。

クポガイ類は未調査。

９．「黒崎」：バテイラは異常なく生息しており，２

個体の鯛に火山灰は認められなかった。クポガイ類は未

調査。

ｈ・「フナアゲ」～「ハカバ下」：バテイラは異常無

く生`息していた。クポガイ類は未調査。

ｉ・考察

バテイラ・クポガイ類には大きな被害は発生しなかっ

た模様である。これは両種の棲み場所が岩の側面から上

部にかけてであり，スコリアによる埋没から逃れ易かっ

たこと，クポガイ類は水深５ｍより浅い海域に棲み，こ

の海域ではスコリアが比較的速やかに流失したことが原

因と考えられる。

（２）第３次調査（1986年１月，噴火後1.5ケ月）

バテイラ，クポガイ類の生,息状況は第２次調査とほぼ

同じで，水深10ｍ付近の岩上・岩側部にはバテイラが，

水深４～Ｓｍ以浅にはヘソアキクポガイが普通に見られ

た。

（３）第５次調査（1987年４月，噴火後4.5ケ月）

ａ．「トウフ」水深５ｍ：水深６ｍ付近のバテイラの

生息数は５～６個/ｍ２であった。

ｂ・「トウフ」水深10ｍ：バテイラの生,皀数は多いと

ころで16個/ｍｚであった。

ｃ・「河の沢」水深５ｍ：へソアキクポガイは水深２～

3ｍでは約１個/ｍ２見られた。バテイラは水深３～６ｍ

では３～９個/ｍ２であった。

。．「河の沢」水深10ｍ：バテイラは多いところで６

個/ｍ２，岩の側面と礫との境界部分に帽集する傾向がみ

られた。

ｅ，「ネジ」水深５ｍ：水深４～６ｍで調査しバ

テイラは１，２中に平均5.7個（5ケ所平均）みられ，水深

4ｍ付近の方が水深６ｍ付近より多かった。

ｆ・「ネジ」水深10ｍ：バテイラは１，２中にＬ8個(４

ケ所平均）と少なかった。

９．「黒崎」水深10ｍ：転石帯で２ケ所計数し，バ

テイラは平均17.5個/ｍ２と他の地点より多かった。

ｈ，考察

へソアキクボガイは「河の沢」の水深２～３ｍでのみ

調査を行い，生息数は１個/ｍ２と少なかった。棲み場所

にスコリアは堆積していないため，生息数が少ない原因

は漁獲の影響と思われた。

バテイラは「河の沢」の水深10ｍ付近では岩の側面

と礫の境界付近に蜻集しており，棲み場が不足している

印象を受けた。通常バテイラは平滑で垂直な岩面に多く

見られるが，スコリアの堆積によりこのような場所が埋

まり，上方に追いやられたものと考えられる。「河の沢」

水深10ｍのスコリア帯表面にはヒメクポガイ，ウラウ

ズガイ，コシダカサザエ，トコブシに混じってバテイラ

の死殻も見られ，本種がスコリアの堆積によりある程度

の被害を受けたものと推察できた。

（４）第６次調査（1987年５月，噴火後６ケ月）

ａ．「トウフ」水深５ｍ：水深３～６ｍで調査した。

へソアキクポガイは水深３ｍ以浅にみられ，２ケ所の

1㎡当り生息数は７，３個，平均５個/ｍ２であった。（
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ｅ，「ネジ」水深５ｍ：水深３～５ｍで調査した。

へソアキクボガイの生`息数は5.2個/ｍ２（５ケ所平均）で

あった。バテイラは2.4個/ｍ２（５ケ所平均）であった。

ｆ・「ネジ」水深10ｍ：バテイラの生`息数は

0.3個/ｍ２（４ケ所平均）であった。

９．「黒崎」水深５ｍ：水深６ｍ付近で調査した。

バテイラの生息数は3.0個/ｍ２（３ケ所平均）であった。

ｈ・「黒崎」水深10ｍ：バティラの生息数は

9.3個/ｍ２（３ケ所平均）であった。

ｉ、考察

へソアキクポガイは水深４ｍ以浅に生息し，第６次調

査と比べると「ネジ」を除き，生息密度は増加している。

観察した個体中には小型貝が比較的多かったことから，

第６次では視認できなかった個体が成長し，計数にかかっ

てきたものと考えられる。

バテイラは「トウフ」の浅部を除き生息密度は低下し，

特に深部（水深10ｍ付近）での減少量が多かった。こ

れはスコリアの減少により生息可能面積が拡大したため

個体の分散，密度低下が起こったためと考えられる。

（５）スコリア埋没試験

ａ・目的：スコリアの堆積により埋没したヘソアキク

ポガイ，バテイラの行動を明らかにする。

ｂ・方法：3-5(8)フクトコブシ埋没試験と同時に同じ

方法で実施した。水槽中にはフクトコブシ４個体と，へ

ソアキクポガイ８個体，バテイラ８個体を収容した。

ｃ・結果および考察：へソアキクボガイは天然海域で

はダイバーが近づくと岩上から落下する行動をとり，何

らかの振動に反応することも考えられたが，水槽中では

スコリアを投入しても岩から落下しなかった。実験貝に

はスコリアの投入により埋没するたびにスコリア表面上

に這い出る個体と，すぐには這い出さない個体がみられ

る。１０月26日14:００にスコリアの投入を終了した時点で，

へソアキクポガイ２個体がスコリア帯上に，バテイラ２

個体がポリカーボネイト水槽壁面に付着し，１７:００の消

灯後１時間40分経過した18:40分には，へソアキクポガ

イ２個体，バテイラ４個体が水槽壁面に付着していた。

翌朝，:00にはさらにへソアキクポガイ１個体がスコリア

面との境界部の水槽壁面に付着していた。２８日にスコリ

アを取り除くと，残るヘソアキクポガイ５個体と，バテ

イラ４個体はスコリアに埋没しながらも生存していたが，

貝の上にスコリアが厚く堆積しているため，這い出るこ

とができなくなっており，スコリアが減少しなければい

テイラの水深５ｍ付近の平均生`皀数は，1.8個/ｍ２（４ケ

所平均）であった。

ｂ・「トウフ」水深10ｍ：バテイラの生息数は，2.0個

/ｍ２（５ケ所平均）であった。

ｃ・「河の沢」水深５ｍ：水深３～６ｍで調査した。

へソアキクボガイは水深３ｍ以浅にみられ，水深３ｍ付

近の平均生息数は0.4個/ｍ２（５ケ所平均）であった。

バテイラは水深３～４ｍでは，4.0個/m２（６ケ所平均)，

水深５ｍ付近では１～２個/ｍ２であった。

。．「ネジ」水深５ｍ：水深４ｍ付近のへソアキク

ポガイ生息数は9.8個/ｍ２（４ケ所平均)，水深４～６ｍ

のバテイラ生息数は3.2個/ｍ２（５ケ所平均）であった。

ｅ・「ネジ」水深10ｍ：バテイラの生,皀数は

3.0個/ｍ２（３ケ所平均）であった。

ｆ・「黒崎」水深10ｍ：パテイラの生息数は

16個/ｍ２（２ケ所平均）であった。

９．考察

へソアキクポガイの平均生`息密度は，「河の沢」で0.4

個/ｍ２，「トウフ」5.0個/ｍ２，「ネジ」9.8個/ｍ２と地先に

よる違いが大きかった。スコリア堆積量はヘソアキクボ

ガイが生,息する水深３～４ｍ以浅では各地先とも少なく，

本種に対するスコリアの影響はみられなかった。地先に

より生`息密度が違う原因は明確でないが，スコリア堆積

状況がほぼ同じであるため，漁獲努力量の差に起因する

ものではないかと思われる。

バテイラの生`息密度は「トウフ」・「河の沢」で前回

調査より減少しているが，スコリア堆積量が減少もしく

は変化のない状態であるため，原因は枠取り地点の違い，

漁獲の影響などによると考えられる。

（５）第８次調査（1987年11月，噴火後１年）

ａ．「トウフ」水深５ｍ：水深４～５ｍで調査した。

へソアキクポガイは水深４ｍ以浅にみられ，生`皀数は

8.3個体/ｍ２（３ケ所平均）であった。

バテイラの水深５ｍ付近の生`皀数は3.0個体/ｍ２（５ケ

所平均）であった。

ｂ・「トウフ」水深10ｍ：バテイラの生』皀数は

1.0個/、。（６ケ所平均）であった。

ｃ，「河の沢」水深５ｍ：水深３～５ｍで調査した。

へソアキクポガイの生息数は7.5個体/ｍ２（４ケ所平均)，

バテイラは2.2個/ｍ２（５ケ所平均）であった。

。．「河の沢」水深10ｍ：バティラの生息数は

0.4個/ｍ２（５ケ所平均）であった。
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３－９イセエピ

1）方法

第２次調査では図７の16地先で目視調査を行い，第３

次・第５次調査では「トウフ｣，「河の沢｣，「ネジ｣，「黒

崎」の水深５ｍと10ｍ付近の定点周辺で４～５分の目視

観察を行った。

2）結果および考察

（１）第２次調査（1986年11月，噴火後１ケ月）

「チュウキイシ」では10数尾，「前浜」では数尾，「河

の沢」で２尾，「フナアゲ」で数尾を確認し，その他の

地先では観察できなかった。

降下スコリアが比較的少なかった「フナアゲ」～「ハ

カバ下」と「チュウキイシ」～「ミミズ浜」ではイセエ

ビヘの影響は少なかったと思われる。

「トウフ」～「黒崎」の水深15ｍより浅い海底では

スコリアが岩の間のイセエビの棲み場を埋めている。た

だし，「トウフ」～「河の沢」一帯では水深10～20ｍ以

深は勾配が急でほとんど垂直の壁になって落ち込んでい

るため，崖の割れ目部分は埋没を逃れた模様である。

（２）第３次調査（1987年１月，噴火後1.5ケ月）

「トウフ」の水深５ｍと10ｍ付近の岩間で各１個体を

確認するに留まった。

（３）第５次調査（1987年４月，噴火後4.5ケ月）

「河の沢」では水深５～６ｍで根石・転石の間に親イ

セエビ７尾を確認した。

「ネジ」水深８ｍ付近では，突出した岩盤の割れ目部

分に，昨年着底した椎エビ７尾と親イセエビ１尾を確認

した。その他の場所では発見できなかった。

3）イセエビのまとめ

イセエビは移動能力が高く夜間に行動が活発になるた

め，１１月２１～22日の噴火直後に海底付近にいたイセエビ

は埋没を逃れ，死亡した個体は少ないと推察された。棲

み場所を奪われたイセエビはしばらくは周辺の岩礁の浅

いノッチに留まり，その後徐々に水平的には南北に，垂

直的には深部へ移動して行ったと思われる。噴火後4.5

ケ月の第５次調査時に椎エビを含めて約30分間に15尾と

普通の密度でイセエビが観察されたことからも，イセエ

ビに対する今回の噴火の影響は少なかったと考えられる。

ずれ蘂死すると思われた。

（６）バテイラ・クポガイ類のまとめ

へソアキクポガイの生息密度は地先による変化が大き

いが，スコリアの堆積量が多かった「トウフ」「ネジ」

で噴火６ケ月後に１ｍ当たり5.0,9.8個と普通の生息密

度であったことから，被害は大きくなかったと思われる。

埋没実験によれば，へソアキクボガイ，バテイラはスコ

リアの堆積に応じて－部は上部に這いだし，また，厚さ

15ｃｍ程度のスコリアに埋まっても数日は生存する。へ

ソアキクボガイは水深4ｍ以浅の極浅い海域の岩上を住

み場所とするため，波の作用により比較的速やかにスコ

リアが沖側に流出し，一旦は埋没した個体への被害も少

なかったものと考えられる。

バテイラは岩の上部から側部に生,息しているため，噴

火による被害は少なかったと思われる。しかし，昭和６０

年の元町の調査によれば，水深1.3ｍ以深の平均生`息密

度は5.0個/ｍ２であり，本調査による「トウフ」「河の

沢」「ネジ」の生息密度はこれを下回っている場合が多

く，スコリアの堆積により若干の被害は受けていると考

えられる。
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Ⅳ要約

１．「1986年伊豆大島噴火」は1986年11月１５日に第一期

噴火，１１月２１日に第二期噴火が起こり，大量の火山噴出

物が島の東側機根漁場に降下した。

２．沖合漁場の水温，塩分，透明度，漁況は噴火１ケ月

後には異常が認められなかった。

３．火山噴出物の降下・堆積による，磯根資源の被害状

況を噴火後４年１０ヶ月間，延べ12回にわたって調査した。

４．第一期噴火によるスコリアの堆積量は少なく被害は

みられなかった。

５．第二期噴火により大量のスコリアが入島東岸「トウ

フ」「何の沢」「ネジ」「黒崎」の海岸線約３ｋｍの範囲の

海底に堆積した。

６．被害漁場の水深5ｍ付近では，噴火1ケ月後には小転

石は埋没していたが，1.5ケ月後には小転石が現れ，「河

の沢］「黒崎」では１年後までに，「トウフ」「ネジ」で

は１５年後までに噴火前の状態に戻っていた。

７．「黒崎」の水深10ｍ付近では堆積量は少なかったが，

｢トウフ」～「ネジ」の水深10ｍ付近では噴火１ケ月後

には大岩の間を大量のスコリアが埋め，４．５ケ月後には

堆積量が増加していた。

８．「トウフ」「河の沢」の水深10ｍ付近では噴火10.5ケ

月後には堆積していたスコリアは殆ど流出したが，「ネ

ジ」では４年10ケ月後になって始めて噴火前の状態に戻っ

た。

９．テングサ着生量は全般的に少なかったが，繁茂期で

ある春から夏の着生量は噴火翌年に減少していないこと

から，噴火によるテングサヘの被害は顕著でなかったと

推察された。

1o，アントクメの着生量を経年比較すると，噴火翌年よ

り２年目，３年目の着生量が多く，本種は噴火により一

時的に着生量が減少したと考えられた。

11．潮間帯の海藻類（イワノリ・ハバノリ）は海況や季

節風の影響で例年より短かったが，噴火の影響は認めら

れなかった。

12．魚類は潜水観察により48種が確認され，噴火による

魚類相の変化は見られなかった。

13．フクトコブシは噴火１ケ月後に新しい死殻が多数み

られたが，１．５ケ月後には水深5ｍ付近でかなりの生貝の

生息を認め，浅部の被害は壊滅的なものではなかった。

14．「トウフ」～「ネジ」の水深10ｍ付近ではスコリ

アの堆積量が多く，フクトコブシは殆ど埋没・蕊死した

と考えられる。

15．噴火翌年にはフクトコブシ稚貝の全採補数に対する

割合は1.1％と非常に低く，このことから1986年9-10月

の産卵期に産まれた稚貝は11月の噴火により殆ど蕊死し

たと考えられた。

16．クロアワビは噴火４５ケ月後までの調査で生貝２個

体を確認したのみであったのに対し，新しい死殻13個を

確認し，被害の大きいことが判明した。

17．メガイアワビは噴火1.5ケ月後の調査で水深10ｍ付

近から生貝８個体(600,2内)を確認したが，６ケ月後に

は同じ水深帯から１個体(330,2内）しか発見できず，噴

火後徐々に個体数を減じたものと考えられ，外敵生物に

よる食害の可能性が示唆された。

18．サザエ資源は噴火翌年，翌々年には全島的な増大期

に当たっており，これを反映して「トウフ」「黒崎」の

サザエ生,息密度は平年水準を大きく上回っていた。

19．サザエは岩下部から上部にまで生息し，岩の中部か

ら上部に生息していた個体は生き残ったが，岩下部に生

息していた成貝・稚貝，転石下の稚貝はスコリアに埋没

し蕊死したと考えられる。

20．「河の沢」「ネジ」では他の地点よりサザエ生,息密

度は低かったが，主要因は，地域的な稚貝発生量の低下

と考えられた。

21.へソアキクポガイの生`息密度は噴火６ケ月後に7.4

個体/ｍ２と普通の水準であったため，噴火による被害は

限定的であったと思われた。

22．バテイラの生息密度は火砕物の堆積しなかった地区

より若干低いが，本種は岩の上部から側部に生息するた

め，被害は少なかったと考えられた。

23．イセエビの住み場所は多くが埋没していたが，イセ

エビには移動力があること，噴火4.5ケ月後の調査で約

30分間に15尾の生息を確認したことから，噴火の影響は

少なかったと推定された。
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Abstract

Izu-Oshimavolcano(Ｎ３４．３０，;Ｅ139.50,）eruptedonNovemberl5,1986,atAcrater・OnNovember21newly

openedfissurevents（B,Cfissurevents）andAcraterCjectedalargequantityofscoriaewhichfellontheeastern

partoftheIsland,andtheeruptionendedonNovember２３．

ThecoastalfishinggroundoftheIsland,damagedbytheeruption，wasinvestigatedtwelvetimesduringfbur

yearsandtenmonthsaftertheeruptionThewatertemperature,salinity,transparencyandcatchrateswerenormal

onthebottomfishinggroundsoffOshimaIslandonemonthaftertheeruption

Asmallquantityofscoriaeaccumulatedonthecoastduetothefirsteruption,ｆｒｏｍＮｏｖｅｍｂｅｒｌ５ｔｏ２０,causing

nodamage・BytheNovember21eruption,ａｌａｒgequantityofscoriaeaccumulatedontheeasterncoastalwaters

oftheIsland,fromTofUtoKurosaki，eachseparatedbydistanceof3km・Subsequentinvestigationswerecarried

outonthe4points,Tofu,Kawanosawa,NCjiandKurosaki,withinthedamagedarea・

Ａｒｏｕｎｄａｄｅｐｔｈｏｆ５ｍ，scoriaeburiedsmallbouldersontheareaonemonthaftertheeruption，howeverthe

upperpartofthosebouldersemergedafter1.5months・Ａ１ｍｏｓｔａＵｏｆｔｈｅｓｃｏｒｉａｅｈａｄＨｏｗｅｄｏｕtofthedepthof

KawanosawaandKurosaki,oneyearaftertheeruption,ａｎｄoutofTofUandNCjiL5yearsafterit・Ａｔａｄｅｐｔｈｏｆ

ｌＯｍ，thequantityofscoriaeaccumulatedonKurosakiwasnotsolarge、Incontrast，alargeamountofscoriae

accumulatedbetweenbigstonesfromTofiltoNCjiThemaximumthicknessofthedepositwasoverlm3months

aftertheeruption，ａｎｄscoriaecontinuedtoincreaseunti］４．５monthsafter・Ａｌmostallofthescoriaehad

disappearedafter１０．５monthsonTofilandKawanosawa,butittook4yearsandlOmonthsbefbrethescoriaehad

HowedoutofNCji・

ThequantityofJapaneseagar,Ｇｅ/jdjzJmspp.，ｗａｓsmaUduringthecourseofthesurvey,anddidnotincrease

afterthescoriaehaddisappearedltsuggeststhatoriginallythequantitｙｏｆａｌｇａｗａｓｓｍａｌｌａｎｄｔｈｅｄａｍａｇｅｂｙｔhe

eruptiontotheJapaneseagarwassmall・Antokume（kelp),此ハル"jOpsiMzdicosa,wasnotabundantintheyear

aftertheeruption,butitincreasedinthesecondandthethirdyear,afterscoriaehadalreadyHowedout,indicating

thattheeruptionreducedtheamountofalga・Theresearchofintertidalalgae,iwanori（laver),PbZpWtzspp,and

habanori,Ｅ"ｄａｍｃｈ"ebj"g幼ｍａｅ（Scytosiphonaceae),showednoevidencethattheeruptioninflictedanydamage

tothosealgae

DivingobservationsshowedthatthefishfaunaaroundOshimawasnormalaftertheeruption，

Manydeadshellsoftokobushi(smallabalone),Ｈzﾉﾉo応ｄｊｖ伽ＣＯﾉOZwereobservedonemonthaftertheeruption・

HoweverafterL5months,acertainnumberoflivetokobushiwasdiscernedaroundadepthof5m,suggestingthat

thedamagetothesmallabalonewasnotdestructiveintheshallowwater・A1mostalltokobushiwereburiedunder

scoriae,atadepthoflOmfiFomTofiltoNeji・Therateofjuveniletokobushiinthequadratesinvestigatedwasonly

1.1％intheyearaftertheeruption・Itindicatedthatthelargepartofjuveniletokobushi,whichwerebornon

SeptembertoOctoberl986,diedfromtheNovembereruption・

Onlytwolivekuroawabi（abalone),nＪ/iotjsdjscHs,werediscernedintheresearchduring45monthsafterthe

eruption・Incontrast，thirteennewlydeadshellswerecollectedduringthesameresearch，ｓｈｏｗｉｎｇｔｈａｔｔｈｅｓｔｏｃｋ

ｏｆａｂａｌｏｎｅｗａsheavilydamagedbytheeruption・Eightlivemegaiawabi（abalone)，HZz/ね応sjebo〃je，were

observedwithin600m2intheresearchconductedL5monthsaftertheeruption・Howeverthenumberofabalone，
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whichwereobserved,decreasedaccordingtothetimepassed,andonlyonemegaiawabiwasobserveｄｗｉｔｈｉｎ３３０

ｍｚ６ｍｏｎｔｈｓａｆｔｅｒｔｈｅｅｒｕptionPossiblyItcouldbeattributedtopredation・

Thedensityofsazae(turban),Ｂａｒﾉﾉﾉ"scor""msbcontainingjuveniles,inToufilandKurosakiwaswayaboveｔｈｅ

ｎｏｒｍａｌｉｎｌ９８６ａｎｄｌ９８７，reHectinganoutbreakoftheturbanｉｎ1985．Ｔｈｅｄｅｎｓｉｔｙｏｆｓａｚａｅｗａｓｌｏｗｉｎ

ＫａｗａｎosawaandNCji,comparedtootherresearchpoints・Thiswasattributedtothezonaldecreaseofproduction

ofjuvenileturbansThehabitatofadultsazaewasonthelowertoupperpartofrocks,andthatofjuvenilesazae

includedｏｎｔｈｅｕｎｄｅｒｐａｒｔｏｆｒｏｃｋｓ,Theindividualswhichresidedonthemiddletoupperpartofrockssurvived，

butthosewhichresidedonthelowerｏｒｕｎｄｅｒｐａｒｔｏｆｒｏｃｋｓｄｉｅｄｂｅｃａｕｓｅｔheywereburiedunderthescoriae・

ThedensityofHesoakikubogai（topshell)，Ｃ肋'Dsrollzαα'RylDsZoma，ｗａｓｎｏｒｍａｌ（7.4individuals/m2in

average）intheresearch6monthsaftertheeruption,showingthatthedamagetothisspecieswasveryrestricted

Thedensityofbateira(topshell),Ｏ叩ﾉ､/伽倣倣r4wasslightlylow,comparedtotheareawherescoriaedidnot

accumulateThemajorityofthepopulationsurvived,sincebateirawhichresidedonthemiddletoupperpartof

rocksescapedfiPombeingburied

Themanyhabitatsofthespinylobster,Ｐｂ""/〃MZpo"lczJS,wereburiedunderscoriae,butHfteenlobsterswere

observedbyscubadivingresearchcarriedout４．５monthsaftertheeruption・Thenumberoflobstersobservedwas

normalinthisarea,ｓｏｉｔｗａｓｅｓｔｉｍａｔｅｄｔｈａｔｔｈｅｉｎＨｕｅｎｃetothespinylobsterpopulationwasslight．
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